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    　　プロローグ　PROLOGUE


    



    　──また今日も、火をつけてしまった。


    



    　深夜十二時。


    　パソコンモニターが陰いん鬱うつに灯ともる薄暗い部屋の中、俺、匂さき坂さか焔ほむら（高校二年）は身を[image: ]よじらせて呻しん吟ぎんしていた。視線の先にはディスプレイ。そして、たった今自分に向けて放たれた言葉。


    



    『なにいってだこいつ』


    



    　その文字列を何度も反はん芻すうする。それは、心から呆あきれた、というニュアンスを含む、スラング剝むき出しの悪意。


    「ぐぬぬぬぬぬぬぬぬ」


    　胃が軋きしむ。吐き気がする。


    　これは、よくない。


    　久しぶりに、まともに食らった。


    　経験者でないと解わからないことかもしれないが、一言に濃縮された悪意は、まず内臓にくる。


    　自分に対する無遠慮な罵ば倒とう。それは例えるなら、歯磨き粉のチューブみたいに身体からだを握り潰つぶされ、その上からロードローラーが丁てい寧ねいに二度轢びきしていくような圧迫感に似ている。


    「ぐおおおおお……！」


    　俺は煮えくり返る胃の腑ふをかきむしりながらパソコンチェアの上でのたうち回り、心が折れる寸前のところで気を取り直す。


    「冷静になれ、冷静になれ匂さき坂さか焔ほむら……怒ったら俺の負けだ」


    　そうだ。だからせめて、あと一太た刀ちだけ返そう。


    　だって、俺は別に悪いことをしたわけじゃない。日本に大きな台風が近づいてきているというニュースを見て、でも台風もうまく使えば風力発電とかでプラスになるんじゃないかなー、というふとした思いつきをTweeterツウイーターにつぶやいただけだ。


    　すると、あちこちから知らない人が飛んできて必要以上に俺を叩たたき始めたのだ。いつものように。「思いつきで物事を語るな」だのなんだの。


    　でも……あと少しだけ反論してもさすがに死ねとまでは言われないだろう。なにしろ、場合によっては全てのエネルギー問題が解決するかもしれない大発見の可能性があるのだ。


    「くそっ……！」


    　俺は最後の勇気を振り絞って背筋を伸ばし、キーボードにかぶり付くように文字を入力する。気分はあたかも、敗戦濃厚の状況から起き死し回かい生せいのクロスカウンターを繰り出そうとするインファイトスタイルのボクサーだ。


    　ちなみに、傍はた目めに見ればただパソコンに向かってうんうん唸うなりながらキーボードを打っている危ない人だ。


    　ネットユーザー同士の戦いは、ビジュアル的には地味だ。


    



    homura_16


    『でもさ、試してみたらもしかしたらそういうこともあるんじゃないかな……？　誰かにとっての害が誰かにとっての得になるとかよくあることだし』


    



    「ふう」


    　俺はその文章をターン、と送信して一息吐つく。世の中に対する根源的な問いかけも含んだ、エスプリの効いた洒落しやれた返し……のつもりだ。


    　だが、リアクションは、返す刀だった。


    



    『おっ、反論してきやがったこのバカ』


    『俺、気象関係者だけど、強風の時は風力発電は止まるからそういうことはありえないよ』


    『バカのくせにバカ丸出しで反論してたのかw』


    『大草原不可避wwwww』


    『自分の存在に一ミリの価値もないやつが損得語ってるよw』


    



    「ぎゃばああああああああああ！」


    　俺は白目のまま、量にして二リットルほどの大だい喀かつ血けつを心の中でした。


    　やってしまった。これでもかってぐらい裏目に出た。反論が、むしろ数倍増しで攻撃者を増やす結果にしかなっていない。


    　その後も罵ば倒とうの連鎖は止まらない。


    『バカがここにいると聞いて飛んできました』


    『バカ発見機は今日も絶好調だなwww』


    『特定班マダー？』


    『誰かまとめてないの？　こいつ晒さらし上げようぜ』


    『今後のためにも、ここは徹底的に叩たたいておくのが正解』


    　誰かの「バカだ、バカが出たぞ！」という叫びは、悪代官の「曲くせ者ものだ、出会え！」という号令にも似ていて、早速街灯に群がる虫のように集まってきた第三者が、誹ひ謗ぼうの限りを尽くす。


    　高速の右ストレート、『死ねばいいのに』という煽あおり。
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    　伝家の宝刀アッパーカット、『回線切って首吊つって死ね』ＡＡアスキー・アート。


    　わざわざ他者に判断を仰ぐまでもない。小さかった火種はいまや大きく膨ふくらみ──これはもう、どこから見ても完全無欠な『炎上』だった。


    



    「……っげぼはぁ！」


    　渾こん身しんのカウンターにカウンターを返された俺は、脇腹を押さえつつ、よろよろとパソコンデスクの前から崩れ落ちる。


    「ちょっと……ちょっと間違えただけじゃねえかよ……」


    『死ねばいいのに』。対面でなら、まだギャグにもなろう。あるいは、彼らもほとんどギャグのつもりで言っているのかもしれない。


    　だが、匿とく名めいで発せられるその言葉は、闇討ちに等しい。


    　顔も知らない無数の人間が、自分の死を願っている。


    　すると、周りの人間がもれなく敵に見えてくる。


    　外出するのが怖い。


    　外を歩いていると、すれ違った人間がすれ違いざまに刺してくるかもしれない。


    　そんなことまで思ってしまう。


    　ネットで炎上するというのは、そういうことなんだ。


    



    「ぐう……」


    　かくて完全敗北を喫きつした俺は吐き気をこらえ、床に四つん這ばいになる。前髪の先から垂れ落ちる冷や汗が、ぽたぽたと床を濡らした。


    　すると、俺の奇声を聞きつけたのか、七歳になる妹の奈な美みが部屋の扉を開け、寝巻のままとたとたと走り寄ってきた。いつもは頭の左右で結んでいる髪をほどいた奈美は心配そうな顔をしながら、俺の膝ひざにひっしとしがみつく。


    「……お、おにいちゃん、だいじょうぶだいじょうぶー？」


    　奈美は焦あせると言葉を二回繰り返す癖くせがある。可愛かわいい子だ。


    　一方、ＰＣの中では、パタパタパタパタと新しいポップアップが開いており、まださっきの発言が拡散され、バカ呼ばわりが拡大されているのが見えた。


    「どうしたの……？」


    「燃えた……灰も残らないぐらい、燃やされちまった……」


    「おにいちゃん、かじなのっ!?」


    　すると、ほんの少しきょろきょろした後、奈美は手に持っていたシュシュをぶんぶんと振り回し始めた。


    「ひ、きえてきえてーーーーっ！」


    「奈な美み、お前何を……」


    「テレビでみたんだけど、かじのときにはまとい、っていうの振るんでしょ？　奈美、おにいちゃんの火が消えますように消えますようにっておいのりしてるの！」


    　ああ。


    　天使だ。どうしようもない俺に舞まい降りてきた天使だ。


    　俺の濁にごった両目から、滂ぼう沱だの涙が止まらない。


    「…………奈美ぃ！」


    「わっ！　お、おにいちゃん、いたいよ……」


    「ごめんな、俺、だめなお兄ちゃんでごめんな……」


    　まるでお涙頂ちよう戴だいの人情ドラマで、幼い頃生き別れになった家族と十年ぶりに再会したシーンかのように、俺は年とし端はもゆかぬ妹を力一杯抱きしめた。


    「──やめよう」


    「え？」


    「きっぱりやめる。今度こそやめる」


    　あの時みたいに、もう二度と奈美にいらぬ心配をかけるわけにはいかない。


    　Tweeterツウイーター……いや、元凶はネットだ。俺がネットなんてものをやっているからいけないのだ。


    



    　かくしてその日、俺はインターネットをやめる幾度目かの決意をした。


    　ちなみにTweeterでの俺のアカウント名は「homura_16」。


    　この「16」という数字は、俺がこういうふうに燃えてからアカウントを消して、復活させた回数に重なる。


    



    　十六回目のアカウント転生も、やはり失敗に終わった。

  


  
    　　第一話　セット・オン・ファイア　Inflame case : ANONYMOUS BULLETIN BOARD


    



    　この世界に革命が起きたのは二○一○年代の初めだった。インターネット上で、自分の考えていることを「つぶやく」、『Tweeterツウイーター』というミニブログサービスが始まり、隆盛を極めた。その勢いたるや凄すさまじく、一○年代の後半には、全世界人口の約八割の思考がリアルタイムでＷＥＢ上に垂れ流されることになった。


    　そんな時代だから、俺も小学生頃から当然のようにネットに触れてきたわけだが──。


    　いつからだっただろう？


    　自分が『炎上体質』だということに気がついたのは。


    　いや、世間が思うような普通の『炎上体質』だったらまだ良かった。


    　俺、匂さき坂さか焔ほむらは言うなれば──『炎上人間』だ。


    　炎上。それは、インターネット上での発言に対し、非難や中ちゆう傷しようの投稿が多数届くこと。そして、大抵の人間にとって心に深いダメージを与えるものでもある。


    　これは俺の考えだが、そもそも発言が炎上するかどうかの大きな基準には、前後の文脈と、そこから醸じよう成せいされる『空気』というものがある。要するに、あからさまな犯罪行為や非道徳行為は別にすれば、『空気読めない発言』ほど燃えやすいということだ。大事故があった時に脳天気な発言をしたり、時事問題に的外れな意見を述べたりといったような。


    　だが──これは現実世界でも同じだが、世の中には時折、「内容ではなく、こいつがこれを言ってるのが許せない」ということがままある。それが発展すると、「内容はなんでもいいから、とにかくこいつが喋しやべるとムカつく」になる。いわゆる『虫の好かない人間』、というやつだ。


    



    　俺は、そのネット版だった。


    　それも、常人より数百倍強烈な。


    　物心ついた時から、俺は回線の向こう側で誰かを怒らせながら生きてきた。対面で日常会話をする分には問題ないのに、ネット上に文字を記した瞬間、どんな発言も必ず人の気持ちを逆さか撫なでした。自分に何一つそんなつもりがなかったとしても。


    　善悪や空気さえ超越する、あまりにも理不尽な炎上体質。


    



    　世はネット全盛時代。


    　どうやら俺は、こんな時代に最も生きづらい体質を持って生まれてきてしまった人間らしかった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「う───────────ん」


    　玄関の扉を開けた瞬間、爽さわやかな朝の光が全身を照らす。


    　昨晩の炎上から一夜明け、インターネットを引退した俺は家の前で大きく伸びをしていた。


    「最高だな！　オフラインの朝ってのは！」


    　まだ下ろしたばかりの学生服の糊のりの匂いで、胸がすっとする。


    　そうさ。まだこの街に引っ越してきてたった一か月なんだ。同じように、今の高校に転校してからもまだ一か月。なにもネット世界に固こ執しつすることはない。俺の世界は、これからいくらでも新しい青春を歩めるチャンスに満ち溢あふれているのだ。


    「じゃあ行ってき…………あれ？」


    　そこで俺は自分の身がやけに軽いことに気が付く。と同時に、背後で玄関の扉が開く音がした。


    「お、おにいちゃん、かばん忘れてるよぉ……」


    　振り向くと、重そうに両手で抱かかえながら、奈な美みが俺の通学用鞄かばんを持ってきてくれていた。だいたい毎日、奈美の方が小学校までの距離が近いため、俺が先に家を出ることになる。


    「おう、悪いな。ありがとな、奈美」


    「ううんーどーいたましてー」


    　奈美は今朝も太陽のように朗ほがらかな笑みを見せてくれる。


    「それにしても見ろよ奈美、今日は良い天気だぞー。オフライン日び和よりってやつだな！」


    　俺は雲一つない晴天に向かって、高々と右掌てのひらを掲げた。血潮が透けて真まっ赤かに染まる。


    「……おふろ洗いびより？　今日おふろとうばん奈美だよ？」


    「いや、お風呂洗いじゃなくてオフラインな……ていうか奈美、何度も言ってるけど、風呂洗いとかそういうのは俺がやるから。な？　お前まだ小学生なんだから……」


    「うー、でも……」


    「でも、どうした？」


    「奈美も、このおうちの人だもん……おにいちゃんに迷惑かけたくないんだもん……」


    　奈美は、頰ほおを膨ふくらませて精一杯の自己主張をする。その愛くるしさに、俺の妹愛は一瞬でバーストファイアーした。


    「奈美ぃ！　お前ほんと良い子だなあぁぁ！」


    「わっ！」


    　俺はまた、力の限り奈美を抱きしめていた。


    「わ、わわ、おにいちゃん、こんなおうちの前ではずかしいよ……い、いやじゃないけど……」


    　奈美からそっと身を離し、その頭を優しく撫なでながら俺は提案する。


    「よし。じゃあ解わかった。間あいだを取って……俺が今日夕方六時までに帰ってこなかったら、できる範囲で奈な美みに家事をやってもらう。そういうことでいいか？」


    「う、うん……それなら……」


    　死んでも夕方までに帰宅しようと思った。


    　紆う余よ曲きよく折せつあって、俺たちに今、同居する家族はいない。幼い頃に両親と死別してから、一か月前までは叔お父じ夫婦の家で育ててもらっていたのだが……俺がふとした炎上をきっかけに家バレしてしまい、ちょくちょくイタズラ電話やイタズラ郵便物が届けられるに至って、もう叔父夫婦には迷惑をかけられないとばかりに実家に戻ることにした。その時、涙ながらに俺と離れるのをいやがった奈美もついてくることになったのだ。


    　それからは、兄妹力を合わせて、苦労しながらも頑張って二人で暮らしているというわけだ。


    　だから、俺は父親と母親の代わりに二人分、妹に愛を注いでいるだけのことで、これは決して過剰な愛情ではない。はずだ。


    「はふぅ……………………あっ！」


    　頭を撫なでられてとろけていた奈美がはっと我に返って叫んだ。


    「お、おにいちゃん！　そんなことよりはやく学校いって！　ち、ちこくしちゃうちこくしちゃう！」


    　その声に俺も、腕時計で時刻を確認する。


    「お、ほんとだ、もうこんな時間か。じゃ、行ってくるな！」


    「いってらっしゃい、おにいちゃん！」


    　かくして、ぶんぶんにこにこと力の限り手を振って見送ってくれる奈美を背に、平凡な高校生（オフライン）である俺は通学路へと躍り出たのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　よく晴れた七月の朝、格別な空気を味わいながら、一人通学路を行く。


    　ネットから隔絶された今、もう自分は人生で炎上して傷付くことなどないのだと考えると、目に映るもの全てが輝いて見える。知らなかった。世界はこんなに色彩に満ち、喜びに溢あふれていたのか。世が世なら、ミュージカル調でオフラインに生きる喜びを歌い踊っていたところだ。そんな折、俺は道路の少し先に、まだ短い学校生活でできた友人と呼べるクラスメイトの男女二人組がいるのを発見した。早足で二人に近寄り、肩を叩たたきながら明るく声をかける。


    「グッドモーニン！　小こ塚づかさん、青あお羽ば！」


    　二人は立ち止まってくるりと振り返った。


    「あ～、匂さき坂さかくんだ～。おはよう～。今日はなんだか朝から軽やかだね～。なにかいいことでもあった～？」


    　まず女生徒の方、小こ塚づか春はる菜なさんがにっこり笑って挨あい拶さつを返してくれた。


    「まあ、な。ホントの俺デビューってところだ」


    「よくわからないけど、なによりなにより～」


    　小塚さんのやや太い眉まゆの上で真まっ直すぐ揃そろえた小麦色の前髪が、柔らかな微ほほ笑えみと共に揺れる。そのおっとりした朗ほがらかな笑顔を見せる彼女は、有あり体ていに言えば、俺の憧あこがれの人だった。


    　そもそも、俺が彼女に憧れを抱くようになったきっかけは何かというと、転校して緊張気味だった最初の日、クラスで一番に話しかけてくれたのがこの女の子、小塚さんだったことによる。それ以来、小塚さんは俺の心のオアシスだ。今にもふわふわ飛んでいきそうにほんわかした彼女の言動を見ていると、俺まで脳がマシュマロになって溶けていきそうになる。


    　そして次に、小塚さんの隣にいるもう一人の男子生徒も挨拶をよこす。


    「やあ匂さき坂さか、おはよう！」


    「うす、青あお羽ば」


    　小塚さんとセットで友人になったこの男子生徒は、青羽俊とし樹きという。


    　この青羽はもともと小塚さんと幼おさな馴染なじみで、その腐れ縁で高校生になってもよく一緒にいるらしい。


    　百五十ちょっとといったところの小柄な身長に加え、マッシュルームのようにまとめた黒髪は、いかにもショタ好き受けしそうな可愛かわいい顔立ち。だが──


    「なんか、匂坂が爽さわやかに笑うとゴム細ざい工くみたいな顔になって気持ち悪いな！」


    　朝からそんな発言をぶち込んでくる青羽は、その童顔のわりに異常な毒舌なのだった。


    「誰がゴム細工だよ！　まったく、公衆の面前でそういうこと言うのやめろよな……」


    　だが青羽はなおも、近くを歩いていた女子生徒を指差しながら俺に話しかける。


    「あっ！　あそこにいるあの女子生徒、最近男ができたんだってよ！　くそ、リア充、爆発しろ！　鼻からうどんとか食べろ！　クソが！」


    「だから、人を指差して直接それを言うな！　その話、もし本人に聞こえてたらどうするんだよ！」


    　だが、特に問題になったことはないのだった。


    「俊樹くん、今日も相変わらずの毒舌キャラだね～」


    「いや、キャラって。キャラって！　そういう問題なの!?　許されるの!?」


    　ネットで何を言っても炎上する俺と違って、リアルでどんなにゲスな発言をしてもこいつの場合だと『毒舌キャラ』で許されるのが、この世の不条理を表あらわしていると思う。


    　まあとにかく、そんな愉快（かどうかは主観によるが）な友人、今のところ二人。


    　ちなみに、転校してきてからのこの一か月で、俺が超絶的な炎上体質だということは、二人にはまだバレていない……はずだ。


    「あ、そうだ、時間だ～！　二人ともちょっとごめんね～」


    　その時、小こ塚づかさんがスマホを取り出して、やにわに指をせかせかと動かし始めた。


    「……小塚さん、何やってんのそれ？」


    　当然の帰結として俺は尋ねる。


    「ん～、ぱずにん。スタミナたまってたな～って思い出して」


    「ぱずにん？」


    「携帯ゲームだよ～。最近はまってるんだ～」


    　見ると、小塚さんはなにやら、十字マークのついたパネルを動かすゲームをちまちまプレイし始めたようだった。


    「ああ、なるほど、ぱずにん……さしずめパズル＆ニンジャってところか？　でも、それあんま忍者っぽいパネルじゃないな……」


    「ううん、『パズル＆妊にん娠しん検査薬』。陽性反応を三つ揃そろえて消すゲームなんだ～」


    「そのゲームおかしいよ世界観が！　ニンなら忍者だろ普通！」


    　一方そんな光景を見て、青あお羽ばもスマホを取り出す。


    「あ、じゃあ、今のうちに僕も朝のニュースチェックしてていいかな。アイドルのみょろきーの新曲ＰＶが公開されたっぽいんだよね」


    「あ、ああ、いいけど……」


    　そして小塚さんと青羽の二人は、その場に佇たたずむ俺を目の前にしてスマホをいじり始めた。俺という人間の優先順位がスマホに負けた瞬間である。


    「あっ、あ～、死んじゃう、死んじゃう～」


    「うっひょー、ほとんど乳じゃねえか！　シコリティ高ええぇっ！」


    　もちろん、当事者以外には何がなんだか解わからない。とてつもない疎外感。


    　まあ、割り切るなら、ここで対抗して俺もスマホをいじるなりすればいいのだろう。だが、今の俺には不接続オフラインの誓いがある。簡単に破るわけには……あ、そうか。せっかくだから、今のうちに二人に宣言しておくか。


    「なあ、二人ともそのままでいいからちょっと聞いてくれ。今日はニュース……というか誓いがあるんだ。二人に証人になってほしい」


    「え、どうしたの、匂さき坂さかくん～？」


    　俺は咳せき払ばらいをして少しもったいをつけてから、高校野球のスポーツマンシップ宣誓みたいに右手を挙げて厳おごそかに告げた。


    「俺──匂坂焔ほむら十七歳は、本日未明をもって──インターネットを引退したことをここに宣言する！」


    　そんな俺の熱い宣言に、小塚さんはスマホをしまい、「うんうん、わかる」とでも言うように、ゆっくりと手を合わせてから頷うなずいた。


    「そうだね～。わたしもそうしようと思ってたんだ～」


    「えっ!?　な、な、なんでっ!?」


    　その反応に俺は激しく狼ろう狽ばいする。なぜ、小こ塚づかさんまでインターネット絶だちを!?　……まさか、小塚さんも俺と同じように日々痛々しい炎上を繰り返す炎上少女だったのか!?　と高速で頭を回転させて勘ぐっていると。


    「もうすぐ期末テストだからね～。ちょっとネット絶ちして集中しないとなって思ってるんだ～。匂さき坂さかくんもテスト前だからネット絶ち？」


    　俺の予想より三十度斜め下を行く、そのあまりにささやかな理由と決意に思わず拍子抜けしてしまう。


    「ち、違ーうっ！　俺のはそういう話じゃない！　俺はもう！　インターネットなるものを金こん輪りん際ざい、未み来らい永えい劫ごうやめたんだ！　ネバーアゲイン・インターネェッツ！」


    　文法が合っているかは知らない。


    「でも匂坂お前、これから情報の授業とかどうするんだよ。ネットの授業とかまだあるよ」


    「これから教師陣には俺はパソコンアレルギーでキーボードに触れると即死する体質になったと言い張る」


    「そっか……解わかったぞ」


    「なにがだよ」


    「ブラウザの一番上にブックマークしてたお気に入りのエロサイトを見てたらうっかりスパム広告みたいの踏んじゃって、銀行振込を促うながす画面が出てきたから怯おびえてるんだろ。気にするなよ。あれってブラフらしいよ」


    「踏んでねえよ！　なんでそこまで俺の行動を規定してるんだよ！」


    　そこで、青あお羽ばは腕組みをして怪け訝げんな顔をする。


    「うーん、解げせないなあ。じゃあそこまでしてネット絶ちする理由はなんなんだよ、匂坂」


    「理由か……理由は……」


    　さて。どうしたものか。その理由を馬鹿正直に話すと、俺の炎上体質のことまで話さなければいけなくなって、若干面倒になる。一応、この二人への説明では俺はTweeterツウイーターを「やっていない」ことになっているのだ。善良で口当たりの良い爽さわやかなクラスメイトであるところの俺のイメージは決して崩したくない。


    「まあ一言で言うと、奈な美みのためってとこかな」


    「あ、奈美ちゃんって、匂坂くんの妹さんだっけ～？」


    「そうだ。これを見てくれ！」


    　俺は自分のスマホの待ち受けを見せてやる。自宅のリビングで撮った、にへら～、とこっちに向かって微ほほ笑えんでいる奈美の写真だ。


    「今ではもうネット機能を封印した、通話と待ち受け画面を眺めるためだけにこの世に存在するスマホだが……この天使みたいな笑顔を一秒でも長く守りたいからな。もうインターネットをやめて、その時間で奈な美みのそばにいてやることにしたんだ」


    　ちなみに、一か月前の引っ越しの時も、奈美にはさんざん心配と迷惑をかけてしまった。あんなことは、もう二度とごめんだ。


    「えーと、つまり要するに、奈美ちゃんと話す時間が取りたいからネットやめるってことか？　お前ほんと病的なシスコンだな……」


    「褒ほめ言葉ありがとよ。俺の辞書ではシスコンの読み仮が名なは『愛深き人』だ」


    　すると、小こ塚づかさんがなにか閃ひらめいたように、俺のスマホの画面を指差した。


    「あ、そういえば！　奈美ちゃんってつうぃーたー、始める予定ないの？　もし始めたら、わたし、フォローしたいな～。小学校入ったなら、そろそろ……」


    （……………………え？）


    「うわあああ！　ダメだぁぁぁ!!　やめてくれえええええ!!」


    　俺は断末魔の表情で絶叫する。


    「ひっ……！」


    　小塚さんが、気け圧おされたような声をあげた。


    「Tweeterツウイーター……Tweeterだと……あんな魔ま窟くつに、奈美を誘い込むわけにはいかない！」


    「さ、匂さき坂さかくん、どうしたのいきなり……」


    「夥おびただしい罵ば倒とう！　失われる人間の尊厳！　深刻なダメージを受ける内臓！　あんな地獄が他にあるか！　この世なんてなあ……人間をやめるか、Tweeterやめるかどっちかだろうがっ!!」


    　俺は口角から泡を飛ばす勢いで熱弁する。


    「そ、そうなんだ……知らなかった……」


    　そこで小塚さんが俺の剣幕にたじろいでいることに気付き、俺ははっと我に返った。


    「あ、ご、ごめん、熱くなりすぎたみたいだ……」


    「う、うん……ちょっとびっくりしたけど……へいき……でも……匂坂くん、Tweeter……」


    「やってないよ。想像。想像だって。ニュースで見たんだ、そういうこと」


    　今の豹ひよう変へんぶりから、俺の事情が悟られやしなかっただろうか……。と心配していると、青あお羽ばがスマホを触りながら、神妙な顔でこんなことを言ってきた。


    「まあでも、匂坂の言う通り、あんまり分別がつかないうちにネットをさせないって意見も一理あると思うよ。だってほら、見てよ春はる菜な、匂坂、今日もこんなニュースがあったんだ」


    　青羽がスマホを俺たちに向け、俺たち二人は一緒にその画面を覗のぞき込む。


    　ネットニュースの見出しには、こんな文面が躍っていた。


    



    『高校生、またネットで炎上』


    



    　それを見た瞬間、俺の心臓は馬に蹴けられたように強く跳ね上がった。まさか、昨夜のことがもうニュースになってしまったのか──？　せっかく引っ越したばかりだというのに、これからの絶望的展開を想像して目の前が真っ暗になりかける。が、文章まで丁てい寧ねいによく見ると、それは俺のことをニュースにしたものではなかった。


    「……バイト先で、食べ物で遊んだ疑い？」


    「ほら最近多いじゃん、バイト先で冷蔵庫に入ったとか、ピザ生き地じに顔を埋うずめたとか。バカッターっていうの？　その流れで、牛丼屋で十人盛り牛丼を作ってネットに写真をアップした高校生が炎上したらしいよ」


    「うわ～、しかもこれ、結構うちの近所の高校だ～。やだね～」


    「春はる菜なは、このニュースどう思う？　炎上してるやつとか」


    　青あお羽ばが唐突に小こ塚づかさんに尋ねる。こっそりと固かた唾ずを呑のんでいる俺を露つゆ知らず、小塚さんは脳天気に答えた。


    「……うーん、同じ高校生としてちょっと恥ずかしいよね～……」


    「例えば春菜の好みのタイプの男がいたとしても、ネットで炎上してたら好きにならない？」


    「そうだね～」


    　断言。その流れに沿って、俺は必要以上に息巻いて話を合わせる。


    「そうだよな！　炎上してるやつってかっこ悪いもんな!!」


    　数百メートルほどの自分棚上げ。自意識の雲に霞んで地上は遥はるか遠く見えない。


    「ネットで炎上してるやつなんて！　人間の、クズだもんなああああ！　アハハハ、アハハハアア！」


    　俺はそうやって心の自じ虐ぎやく行為をしながら必要以上に高笑いする。うっかり、涙が零こぼれてしまわないように。あるいは涙が零れたとしても、笑いすぎのせいだと言い訳するために。


    



    　──と、その時だった。


    「こらぁっ、君たちっ！」


    　いきなり俺の後ろから、少量の怒りを含んだ、やや舌っ足らずな声が聞こえてきた。


    「……ん？」


    　振り返る。


    　そこで俺は見た。何を？


    　──正義の味方を。


    「なっ……!?」


    　眼前には、赤い特撮ヒーローの顔があった。だがそのチープ感から、それは縁日で売っているようなお面を被かぶっているのだとすぐ解わかった。そのお面の主、身長は百四十そこそこといったところだろうか。そのヒーローは、特撮番組そのものみたいに両腕を曲げてポーズを取るとこう宣言した。


    「子供の通行を邪魔する人間は！　この正義ジヤステイス仮面が許さないよっ!!」


    　……なんだ、これ。春の名な残ごりで湧いてきたちょっとアレな人なのか？　と俺が呆ぼう然ぜんとしていると──そいつは自分のお面に手をかけ、勢いよく剝はぎ取った。


    



    　──ほのかな薫くん風ぷうが、首の近くで揃そろえた栗色の髪を宙に遊ばせる。


    　意外なことに、お面の向こうには拍子抜けするほど可愛かわいらしい女の子がいた。


    　制服から、うちの高校の生徒だと解わかる。だが、その顔や手足は、まるで子供のマネキンみたいに小さくて細い。隠すまでもない気の強さを秘めた瞳。新鮮な果実の如ごとくみずみずしい肌。そしてなにより、そのちんまりした動きと少し舌っ足らずな声が合わさって、彼女自体を一種の愛あい玩がん動物のように仕上げていた。簡単に言うと──仔こ犬いぬのように愛らしい少女だった。


    　その少女は、俺に向けて人差し指を立てながら、腰を屈かがめて言った。


    「道の真ん中でいつまでも立ち止まってないの！　小学生の邪魔になってるでしょっ！」


    「……え？」


    「んっ、んっ」


    　彼女の立てた人差し指が背後に回るのに合わせて、俺は少女の後方に視線を向ける。


    　確かに、そこには数人の小学生が彼女の後ろに身を隠しながら、こちらを恨うらみがましく見つめていた。なお、先ほど彼女が付けていたヒーローの仮面は一人の男子児童の持ち物のようで、今や所有権は彼の元に返っていた。


    「この子たちが通れなくて困ってるから。どいたげて！」


    「あ、ああ……」


    　俺たちが慌てて道の端に寄ると、少女は小学生たちに向けて振り返り、しゃがみ込んだ。


    「よかったねえ、怖いお兄ちゃんたちどいてくれて。みんな覚えておいてね。いつだって正義は勝つんだよ！」


    　少女はしゃがみ込んだまま右手を思いっきり伸ばし、ぷるぷるさせながら子供たちの頭を撫なでる。……てか、しゃがむ必要なかっただろ。その身長差で。


    「うん！　ありがとう、お姉ちゃん！」


    「はーい、気を付けて学校行くんだよー」


    　満面の笑みで少女は、早足で駆けていく小学生たちを見送る。


    　そして、すっと立ち上がると、心なしかさっきより少し緊張したような面おも持もちで俺と再び対たい峙じした。


    　──はて。


    　俺は首を捻ひねる。その少女の顔に、どこか見覚えがあるような気がしないでもないのだ。そうやって記憶の底を浚さらうように考えながら彼女の顔を眺めていると──


    「な、なに？　何か文句でもある？　匂さき坂さかくん」


    　少女はやや震ふるえ声ではあるものの、強気な口調で俺の名前をはっきりと断言した。


    「え？　なんで、俺の名前を──」


    「……ふえ？」


    　俺のリアクションが予想外だったのか、少女は一瞬、狐きつねにつままれたような顔をする。


    「……え、君、もしかしてまだあたしの名前と顔覚えてないの？　転校してもう一か月にもなるのに？　同じクラスなのに？」


    「え、ええと……」


    　そう言われると、確かにクラスメイトの中にこんな娘こがいたような気がだんだんしてきた。俺は基本的に、人の名前と顔を覚えるのに時間がかかるタイプなのだ。そんな俺がたじろぐ様子を見て、少女は「はあ」と一つ溜ため息いきを吐つくと、自分の胸に手を当てて誇らしげに言い放った。


    「じゃあ、改めて自己紹介してあげるから、耳かっぽじってよく覚えてね！　あたしの名前は戌いぬ井い京きよう子こ！　戌年の戌に井戸の京都の子。君と同じ二年Ａ組で、風紀委員をやってる。モットーは直情一直線！　またの名を──」


    　戌井さんは、可愛かわいらしい八重歯を見せて笑いながらＶサインを決めた。


    「ジャンボマックス・ビッグ・ザ・キョーコ！」


    「ジャンボマックス・ビッグ・ザ・キョーコ!?」


    　それを聞いた俺は──暫しばらく沈黙して、戌井さんの背丈を見つめた。


    「……………………」


    　明らかに、百四十そこそこぐらいしかない。小動物のようだ。ましてや、あからさまに少し踵かかとを浮かそうとしている。新弟子検査か。


    「……おい。お前今、話盛っただろ？」


    「も、も、も、盛ってないよ？」


    「噓うそつけ！　その身長で、どこの機関に持ってけばジャンボマックス認定されるんだよ！」


    「う、うぐう……」


    　俺の反論に、戌井さんはたじろいだ。


    「た、確かに、あたしは誰にもジャンボマックスとは呼ばれてない……も、盛った……。ごめん、本当はそう呼ばれてみたかっただけ……」


    「だろうな」


    「そ、それは認める……で、でも！」


    　戌井さんは気を取り直すように腕を組んで勝ち誇った。


    「そもそも最初に道を塞ふさいで小学生を邪魔してたのは君たちでしょ！　そのことに対して何か申し開きある？」


    「それは……」


    　まあ、それを言われたら確かにそうだ。道の真ん中で固まって小学生の邪魔になってたのはこっちの方だし、俺にはクラスメイトである戌いぬ井いさんを忘れていたという負い目もある。俺が青あお羽ばと小こ塚づかさんの方に目を遣やると、二人ともやはり申し訳なさそうな顔をしていた。


    「まあ……その、悪い。そのことに関しては完全に俺たちが悪かった。これからは気を付けるよ」


    「うんうん、解わかればよろしい！」


    　戌井さんは満足げに頷うなずく。謝って、納得してもらえただろうか。


    　だが、予想外のことが起きたのは次の瞬間だった。戌井さんは、俺たちをじっと見つめ、こんな追撃を仕掛けてきた。


    「あとそれから、君たちのしてた話も、正義じゃないと思うな」


    「……は？」


    「炎上してる人かっこ悪いとか何とか大声で言ってたでしょ。そんな簡単に誰かをかっこ悪いとかバカにできるほど、君たちそんな立派で大層な人間なの？」


    　ふんふん、と鼻息を荒らげながら指を立て、人を上から目線で諭さとすようなその物言いに、俺は少しの反感を覚える。


    「おい、それとこれとは話が違うだろ。道を塞ふさいでたことはともかく、他人の会話の内容にまでケチつけてくるなよ」


    「でも、正しくないものは正しくない」


    「正論だからって何でも言っていいわけじゃねえだろ！」


    「でも、とにかくあたしは間違ってないもん！」


    「く、くそ、屁へ理り屈くつ言いやがって、お前なんかなあ！　お前なんかなあ！　えーと、あれだ。その！」


    　ネットと違ってリアルでの口喧げん嘩かにあまり慣れていない俺は少し言い淀よどんでから。


    「…………………この、ちんちくりんが！」


    　とんでもなくレベルの低い罵ば倒とうをしてしまった。


    　案の定、青羽と小塚さんからも白い目で見られる。


    「匂さき坂さか、その罵倒レベル低いよ……幼稚園児かよ」


    「そうだよ。それにね、戌井さん実は男子から結構人気あるんだよ～。そんなちんちくりんさが可愛かわいいって～」


    「くっ……」


    　俺は深く恥じ入る。確かに、少々レベルが低かったかもしれない。でも──その後すぐに、俺は驚きよう愕がくした。戌井さんのリアクションは、俺の想像よりも遥はるかに苛か烈れつなものだったのだ。


    「うっ……ちっ、ちんちくりん……ちんちくりんって……言われた……うっ……ひくっ……」


    「え？」


    　戌井さんは潤うるんだ目で歯を食いしばり、必死で泣くのを堪こらえている。ちなみに涙目で身体からだを縮ませてふるふると震ふるわせるその様さまは、雨に打たれたチワワのようでまた愛らしい。


    「って、お、おい、大丈夫か？　え、お、俺言い過ぎた？　い、いや、その程度で泣くなんて思ってなかったからさ……ご、ごめんな……」


    　その瞬間、戌いぬ井いさんは顔を上げ、食いしばった歯を見せた。


    「あ、あたしは！　ま、まだせーちょーきなんだ！　ち、ちち、ちっこいからって！　せ、正義をなめるとっ！　お、お……おこるぞーっ！」


    　戌井さんはいきなり背中に手を伸ばすと、制服の中からするりと細長い棒のようなものを取り出した。


    「正義は毅き然ぜん！　毅然と対処！　たたたた対処っ！」


    　よく見ると、それは三十センチの竹の物差しだった。小学生の時使ってたような、アレだ。戌井さんはぷるぷると震える手で、その物差しを構える。


    「……お、おい、落ち着けって。なんでそんな物差しなんか出してんだよ」


    「こ、これは物差しじゃない！　ジャ、ジャスティスルーラーだっ！　悪を挫くじき、正義を助ける必殺武器なんだ！　ふ、ふわーっ！　せ、正道正義直情純情ーっ！」


    　そして、問答無用とばかりにそれをこちらに向けてぶんぶん振り回してくる。


    「や、やめろって！　危ねえだろおい！」


    　竹の物差しなので殺傷能力は皆かい無むだろうが、当たれば地味に痛いだろうことは間違いない。


    「やーーーーーーっ！」


    「うわっ！」


    　そして戌井さんが大きく振りかぶった瞬間──俺は、身を一歩後ろに引いた。


    「え、えっ……？　わ、わとっと、と、と……」


    　結局、一撃を空振りした彼女はそのままバランスを崩し、派手に一回転しながらすっ転んでしまう。


    「きゃっ！　あ、あたた……」


    「お、おい大丈夫かよ……。なんだかんだどんくさいな、お前……ほら、摑つかまれ」


    　武士の情けで、俺は戌井さんの側そばにしゃがみ込み、身体からだを起こすのを手伝ってやろうと試みる。


    「う、うう……あ、ありが……え……？」


    　そこで戌井さんの何かに気付いた声。それによって俺も気付いてしまう。


    「……あ」


    　本当に、たまたま位置関係的にそうなってしまったということだけは断じて主張したいのだが。すっ転んだ戌井さんを起こそうとしゃがみ込んだ俺の眼前には、Ｍ字開脚ポーズになった戌井さんのスカートの中身が真っ向から広がっていた。戌井さんは、少し青ざめた顔で咄とつ嗟さに両足を揃そろえて、その部分をさっと隠した。


    「……あ、あのさ」


    「あ、ああ」


    「な、なんか、今、見た？」


    　あの三角形の白い布のことなら、大変な至近距離だったもので、否いや応おうなく記憶に焼き付いてしまった。


    「やー…………その、なんつうか……」


    　俺は、丁てい寧ねいに言葉を選びながら告げた。


    「気にするなよ！　特に恥じるようなパンツじゃなかったぞ！」


    　少女にトラウマを与えないよう、努めて爽さわやかな笑顔で歯を見せながら親指を立てる。


    「ぎゃ───っ！　そ、そういう問題じゃないーっ！　う、うわ────ん！　ば、ばかばかばかばか────────っ！　忘れて忘れて忘れて───！」


    「あいててて！」


    　飛び起きるように立ち上がった戌いぬ井いさんは真まっ赤かに紅潮した顔で号ごう泣きゆうしながら、ぽこぽこと力なく俺の胸部を叩たたく。


    「さ、匂さき坂さか焔ほむら──っ！　お、おまえはっ！　正義のっ……敵だ───っ！　う、うわーん！」


    　戌井さんはしまいに、俺を正義の敵認定して泣きながらぴゅーっと走り去ってしまった。ちょっと可哀かわい想そうだったな、と思わなくもないが。
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    「……強気でつっかかってきたわりに何かとメンタルの脆もろい子だったな……」


    　それが、最終的な俺の戌いぬ井いさんへの第一印象だった。


    「戌井さんらしいね～」


    　見送る小こ塚づかさんがそんな感想を漏もらす。


    「あの子、いつもあんな感じなのか？」


    「うん、正直、友達は少ない方かな～。なんだか、みんなが盛り上がってる時に、水を差すみたいな正論を言って場をしらけさせちゃう感じかな？」


    「水を差す正論……か」


    　なるほど、確かにそんな感じだった。なぜ彼女がそういう行動に出るのかは解わからないが。でもまあ、これで顔覚えの悪い俺の脳にも、彼女の顔と名前がようやくインプットされたことだけは、間違いなかった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　うちの高校は、月曜の朝に朝礼が行われる。週一回、全校生徒が体育館に集まり、校長の長い前説に始まる生徒会や先生方からの連絡事項をありがたく聞くのだ。ちなみに、ありがたくというのはもちろん皮肉で、大多数にとって、それは眠気を堪たえるチキンレースになっている。


    　そして、今日がその月曜。学校に着いた俺を含む全校生徒が、ＨホームＲルームの前に体育館に整列していた。だが、今日に限っては何やら頻ひん繁ぱんにちらちらと痛い視線が飛んできており、俺は眠気を感じるどころではなかった。


    「……あいつ……」


    「べえ。べえ。べえー」


    　先ほどから、身長順で整列したうちのクラスの最前列にいる戌井さんが、涙目で時々こちらを振り返ってアカンベーをしてきていた。完全に、因縁をつけられている。


    「くそ……舐なめるな！」


    　せめてもの意い趣しゆ返がえしにと、俺は唇くちびるを突き出して眼は半目、顔面のパーツを中央に集めた変顔で抵抗してやる。ちなみにこの変顔のコンセプトは、『【たこの酢漬け　いか風味】という商品を見てしまい、どんなリアクションをしていいのか解らなくなったタコ』だ。


    「なっ……！　ぶ、ぶふっ……」


    　その顔に、戌井さんは最初の一瞬こそ破顔して吹き出したようだったが。


    「ま、負けるかっ……！」


    　すぐに向こうも負けじと変顔で抵抗してきた。両人差し指を口に突っ込み、上下に歪ゆがめて開く。舌は上方に突き出し、眼球は三白眼気味に動かす。ひょっとこの幽霊みたいだ。


    「ぶっ……く、くそっ、やるな……！　そっちがその気ならな……！」


    　負けるものかと、俺は小指を口内に入れ、人差し指を目ま蓋ぶたの横へ、中指を鼻頭にあて、全てを別方向に押し上げた。新しい顔面コンセプト、『岐阜県の正確な位置が解わからないからとりあえず日本列島の真ん中に置いてごまかしてみた』だ。


    　そんな具合に、何気なく始まった戌いぬ井いさんとの大人げない挑発合戦は、今や完全に遠距離間にらめっこへと変へん貌ぼうしていた。


    　……その時、俺の目の前にいた青あお羽ばがこっちを向いた。


    「ぎゃあああっ！　何やってんだよ匂さき坂さか！　とうとう完全におかしくなったのか!?」


    「あ、いや、これは戌井さんがいきなり睨にらんできたから……にらめっこが始まって……」


    「睨んできたから変顔するのかよ……お前ら大人げないな……ってか、真ま面じ目めに演説聞いてないと、生徒会長に目付けられるよ」


    「え？」


    　なるほど、俺が集中を欠いているうちに、壇上ではいつの間にか校長の前説が終わり、生徒会からの伝達事項タイムとなっていた。それを見ながら俺はつぶやく。


    「ああ、須す田だ原はら生徒会長、か……」


    　なにかと顔覚えの悪い俺ではあるが、この学校に転校してきてからの一か月あまりでも名前と顔を覚えてしまうほどにインパクトのある人物が、生徒会の中に二人だけいた。


    　そのうちの一人が、今生徒会からの伝達事項を演説している、我が天照あまてらす高校生徒会長、須田原健けん太た先輩三年生。


    　長ちよう身しん痩そう軀く、切れ長の目は涼しげで、いかにも女子受けしそうな解りやすいイケメンっぷりだ。しかもそんな外見に違たがわず、成績もめちゃくちゃ優秀（学年二位）、おまけに親はこの地元でそこそこ有名な企業、須田原工業の社長だという。だが──肩書き的にはそんな立派な人間でも、俺にはどうしても須田原先輩に好感を持てない理由があった。


    　その時、須田原先輩の演説がぴたりと止まる。


    「……少し、私語が聞こえるね」


    　そして、須田原先輩は体育館の中をぐるりと見回し、静かに語り出す。


    「いいかい。僕は、福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちには反対派だ」


    　なぜここで福沢諭吉が出るのか、考えていると。


    「人間には、れっきとした序列がある。それも生まれつきね。僕たちの生徒会には、家柄で選ばれた人間しか入れない。だから……貴き様さまら一般生徒は黙って僕の話を聞いていろ！」


    　……これだ。一般生徒だからって、いくらなんでもその見下し方はないだろう。


    　それに──誰もが思っている。そんなことを言い始めたら、人間としての格では、会長よりも『副会長』の方が遥はるかに上なのに、ということを。


    　俺は視線を少し横にずらす。須田原先輩の少し斜め後ろで、興味なさげに表情を押し殺してじっと黙っている、俺が名前と顔を覚えているもう一人の生徒会役員。


    　それが三年生の生徒会副会長──八や雲くも華か蓮れん先輩だった。


    　八雲先輩の外見を一言で表すなら、美麗な金髪クールビューティー。


    　長く伸ばしているにもかかわらず滑らかに流れる金色の髪と、整った顔立ちはハリウッド女優なんかと比べても遜そん色しよくないだろう。また、細身にもかかわらず出るところの出た見事なスタイルはいわゆるモデル体形というやつである。


    　だが、八雲先輩が凄すごいのは実は容姿なんかではない。


    　なにしろ、須す田だ原はら先輩はあくまで「大企業の社長の息子」でしかないが──八雲華蓮先輩は、その年齢で「超超超」大企業である『八雲重工』の現役「女子高生社長」なのである。


    　しかも、成績はもちろん学年一位、エンジニア面でも画期的な製品を次々開発する天才発明家として、テレビや雑誌なんかにも多数出演している。


    　なんで彼女が副会長で、あの須田原先輩が生徒会長なのかは疑問だが、どうやら八雲先輩自身は生徒会なんかに興味がないのに無理矢理担かつぎ出されている、との噂うわさだった。


    



    　ちなみに学年が違う俺なんかは、もちろん八雲先輩と話したことも、半径数メートル以内に近寄ったことすらなかった。なんていうか、雲の上の人、という感じ。


    　一方、まだ続いていた須田原生徒会長の演説は、こんな話題に移り変わっていた。


    「さて──次のテーマは、時事問題に関しての注意喚起です。近頃、世間ではある傾向の事件が目立つようになりました。それは──高校生の不用意なインターネット利用による、炎上事件です」


    　……マジか。


    　なかなか俺の身に沁しみる議題だ。時事問題というからには、わざわざそんな話題を持ち出す理由は恐らく、今朝青あお羽ばに見せてもらったあのニュースのせいだろうとは思う。そうであってほしい。須田原先輩は俺たちをネジで締め付けるように睨にらみ回すとこう言った。


    「いいですか、みなさん。炎上は、共同体に多大な迷惑をかけます。そしてあなたたちはもれなく、我が校の生徒という看板を背負っているのです。もし、うちの高校でこっそり炎上などしている生徒がいようものなら──その生徒は──」


    　須田原先輩は少し顔の角度を上げ、見下げるような視線で冷たく言い放った。


    「ゴミ以下の人間として、即刻退学処分にします」


    　息の詰まりそうな厳しい口調。その言葉がナイフのように俺の心に鋭く突き刺さる。ああ、本当に今朝からやめといてよかったな、インターネット。


    「では重ねて、副会長からもこの件について一言注意喚かん起きをお願いできますか？」


    　須田原先輩はちらりと八雲先輩の方を見た。


    「……私が？　演説を？」


    　八雲先輩は少しいやそうな顔をする。予定になかったとか何かだろうか？


    　この一か月でも気付いたのだが、時折、須す田だ原はら生徒会長は八や雲くも副会長に対して、傍はたから見ていてもコンプレックス剝むき出しの言動をすることがあった。八雲先輩が人間としてあまりに完かん璧ぺきすぎるから、何かと対抗意識を燃やしているのだろうか。あまり目立ちすぎるというのも、考えものだなと思う。


    「……解わかりました」


    　空気的に断れないと思ったのか、八雲先輩はしぶしぶ了承した。


    　須田原先輩が一歩引き、入れ替わるようにクールな表情の八雲先輩がつかつかと演説台の前に歩いてくる。それだけで気品を感じさせる優雅な歩き方だ。


    　──さて。一体、今の演説を受けて八雲先輩はどんな話をするのだろうか。


    　俺が気になって注視していると、マイクに向かった八雲先輩は大きく息を吸い込み──開口一番、こんな言葉を吐き出した。


    「……Verbaウエルバ volantウオラント, scriptaスクリプタ manentマネント.」


    　突然の耳慣れない言語に、体育館中の空気が張り詰める。なにが起きたのかと、全員が視線を集中させたことだろう。八雲先輩は、それを確認するように間を置いてから厳おごそかに続けた。


    「今のはラテン語の古い諺ことわざで、『言葉は去れども、文字は留まる』という意味です。要は、言葉は一時のものであるが、文字にしてしまえばずっと残るということ。このように、人間は何千年も前から、不用意な書き込みに対する危険性を認識してきました。ですが──ラテン語にはこんな諺もあります。Errareエツラーレ humanumフーマーヌム estエスト.　人間は、間違いを犯すからこそ、人間的である、という意味です」


    　そして八雲先輩は、全校生徒に向けていた厳しい表情を少し緩ゆるめた。


    「なのでまあ──私たちも、書き込みに最低限の注意はしつつ、あまり思い詰めすぎないのが一番良いのではないでしょうか。だって……そうでなかったら、生きることは息苦しくてしょうがないですものね」


    　体育館の空気が変わる。空気全体が、彼女に魅了され、支配される。


    　その美麗な笑顔に、また虜とりこになった男子、あるいは女子生徒が多数出たことであろう。


    「以上です」


    　そして再び表情を戻した八雲先輩が、すっと壇上を離れると、自然に拍手が沸き起こった。これは須田原会長の時にはなかった反応だ。


    　まあ、そうだろう。演説として完璧だった。


    　高校生離れした教養と知性を見せつけ、遠回しに会長を牽けん制せいしつつ、数行のスピーチで全校生徒の心まで摑つかんでしまう。人間の器の差とは、こういうことなのだろう。それを悟ってか、須田原会長も少し歯は痒がゆがっているように見えた。


    　そして生徒会からの連絡が終わり、教師陣からの退屈な連絡へ移行するまでの間、青あお羽ばが興奮気味に振り返って、小声で話しかけてくる。


    「なあ、八や雲くも先輩って凄すごいよな！　大企業の女子高生社長ってステータスも凄いけど、溢あふれる知性、それになんといってもあの暴力的なおっぱいだよ！　ああ、僕も叶かなうなら八雲先輩と仲良くなりたいな……それが無理だったらせめて脇の下しゃぶらせてくれないかな……」


    「青あお羽ば、それ、無理だったらの方が無理だろ……」


    　でもまあ、そこまで言う青羽の気持ちは解わからないでもない。確かに、あそこまで完かん璧ぺきな女性を魅力的に思わない人間はいないだろう。いや、でも、俺の心を癒いやすのはやっぱり小こ塚づかさんで──と一人で納得するように言い聞かせていると、突然、青羽が俺の肩をぽんぽんと叩たたいた。


    「……お、おい匂さき坂さか！　なんか八雲先輩がこっちに向かって来るぞ！」


    「……え？」


    　本当だった。理由は知らないが、演説を終えた八雲先輩が自分のクラスの列に真まっ直すぐ戻らず、なぜか俺たちのいる二年生の列の方に向かって歩いてきている。


    　そして、八雲先輩は俺の隣に差し掛かった瞬間足を止めると──俺の耳元に唇くちびるを寄せて、こんなことを囁ささやいてきた。


    「ふふっ──今夜、待ってるわね」


    「ふわっ……！」


    　生暖かい吐息が耳にかかり、俺の全身に電撃が走る。俺が混乱したまま八雲先輩の顔を見ると、先輩も俺に向かって艶なまめかしく微ほほ笑えんだ。先輩はそれから再び身を翻ひるがえし、つかつかと自分のクラスに向かって歩いていった。


    　あまりに突然の出来事で、認識が現実に追いつかない。青羽も同じく混乱しているらしく、焦あせったような口調で俺を問い詰めてくる。


    「さ、匂坂、どういうことだよ、今の！　お前、いつの間に抜け駆けして八雲先輩と顔見知りになったんだよ！　ていうか、今夜って！　夜のお誘いかよ！　ふざけるなよ、そのち○こ切り落としてもいいか！　なあ！」


    「し、知るか！　どういうことかって、俺が聞きたいくらいだよ！」


    　ていうか、さっきの本当に俺に向かってつぶやいたのか？　いや──


    「人違いか気まぐれな悪いた戯ずらだよ、青羽。たぶん。……そうに決まっている」


    「そうか？」


    「だって、よく考えてみろよ。住む世界が違うだろ。俺と八雲先輩じゃ」


    「そうか……それもそうだな」


    　簡単に納得するなよ……と少し腹立たしくも、でも、まあそれも仕方ないだろうと思う。


    　だって、なにしろ俺は何一つ特徴や誇れるところのない、平凡な高校生なのだ。


    　──ネットで、やたら炎上するということを除けば。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　その晩のことだった。


    　俺が風呂から上がって自分の部屋に入ると、目に飛び込んできたものは、スマホのメール着信を知らせる青いランプの点滅だった。俺は服を着る間を惜しみ、裸のままでスマホをいじる。受信ボックスを確認すると、未登録のアドレスから一通のメールが来ていた。


    　kagutsuchi_set_on_fire@xx.ne.jp


    　差出人名はなし。──カグツチ？　こんなアドレス、見たことも聞いたこともない。心当たりもない。かといって、迷惑メールの類たぐいでもなさそうだ。


    　とりあえず、警戒しつつも中身を開いてみることにする。すると、そこにはますます俺を困惑させるような文章が書かれていた。


    「……なんだ、こりゃ」


    　その文面はこんなものだった。


    『匂さき坂さか焔ほむらくん。今から三十分以内にこの場所に来なさい』


    　それと、添付された地図画像。


    　その地図によれば、指定場所は確かに我が家からわりと近い場所のようだったが……今から三十分以内とか、急な呼び出しにもほどがある。俺は時計を見る。時刻はちょうど十時を回ったところ。こんな時間にわざわざ出かけたくはない。まあ……スルー、だな。


    「つうか気持ち悪いな……新手のスパムメールか？　一体どこから氏名と住所が割れて──」


    　だが、俺はそこで気付く。よく見ると、そのメールにはまだ続きがあった。何気ない気持ちで文面を下までスクロールさせると、またこんな文章と添付写真。


    『もし来なかったら、あなたのこんな感じの恥ずかしい写真（無修正版）が全世界に公開されることでしょう』


    　そこには、まさにこの部屋で、今と同じような風呂上がりの状況で下半身を剝むき出しにしてスマホをいじる俺の姿が映っていた。しかもご丁てい寧ねいにしまりのない、誰にも見られたくないような表情。小こ塚づかさんからのメールでも読んでいるのだろうか……っていうか──。


    「うえぇぇぇ!?　なんでっ!?」


    　いかん。この写真は、いかん。


    　下半身の一番大事なところは、辛かろうじて黒丸で隠れているものの、明らかに後から加工で入れたものだ。この画像の所有者は──これの無修正版を持っているということだ。


    　一瞬で火ほ照てりが冷めた俺は、カメラアングルから推定されるこの写真の撮影方向に首を向けた。そこにあるのは、一見ただの本棚だが──。


    「まさか──！」


    　俺は、本棚の本をまとめて、どさどさと引っ張り落とす。


    「……あっ！」


    　本棚の奥。漫画本の隙すき間まを縫ぬうように、小さなＣＣＤカメラが挟まれていた。


    「くそっ！」


    　俺は、そのカメラを引っこ抜くと、床に思い切り叩たたき付けて壊し、部屋から飛び出した。


    「ふわあ……おにいちゃん、おやふみなさ……」


    　ちょうど、奈な美みが寝巻のまま向かいにある自分の部屋に入ろうとしていたところだった。


    「奈美ぃっ！」


    「わ、わ、おにいちゃん、お、おとななんだから、お洋服きてくださいですくださいです！」


    　そういえばまだ全裸のままだった。奈美は恥ずかしそうに目を瞑つぶって手をぶんぶん振っている。だが、今は服を着るより重要なことがある。


    「奈美！　最近この家に得体の知れない工事業者とか変な人が入ってこなかったか!?」


    「え？　え、えーと……あ、そういえば先週ぐらいに、でんきこうじの人がおにいちゃんのおへやにはいってったよ……？」


    「……なんてことだ」


    　電気工事なんて頼んだ覚えはない。完全に確信犯的な盗撮だ。なんでこいつは、そんな手間をかけて、わざわざ俺の弱みを握ったんだ？


    「まあとりあえず、この場所に行ってみりゃ解わかる、か……」


    　俺は、もう一度メールを開いて、ゆっくりその内容を吟味してみる。と、そこで俺は、メールに添付されていた地図画像がまだピンチアウトできることに気付いた。最大限までズームアップすると、結構広大な敷地を持ったその施設の名前がはっきり書いてあった。


    「え、これ──？」


    　その地図の施設名は──『八や雲くも重工第一研究所』となっていた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　暗い夜道、風呂上がりだったのに息せき切り汗あせ水みず垂らしながら自転車を漕こいできた俺は、その指定された敷地の前で自転車を止めた。


    「……でけー建物」


    　地図によれば、ここが八雲重工の第一研究所だ。さすがに世界有数の大企業。小さな遊園地ぐらいありそうな広い敷地のど真ん中に、総合病院みたいなでかい建物がどーんと構えている。その周囲を覆おおっているのは、隙すき間まなく添えられた常緑樹に、ブロック塀と有刺鉄線。セキュリティもしっかりしてそうだ。


    「……ていうか、来いとはいってもさあ……」


    　小さな守衛所は無人で、ゲートも黒い鉄格子でしっかりと戸締まりされている。敷地内に入るにも、どうやって開けてもらえばいいのか……。と、俺が途方に暮れていると、守衛所の隅すみに設置されていた監視カメラがこっちを向いて急に喋しやべりだした。


    「──よく来たわね、匂さき坂さかくん。今ゲートを開けるから、そのまま敷地を真まっ直すぐ進んで、数字の『１』と書かれたガレージの中に入って」


    　名前入りで呼びかけられた。やはり人違いやイタズラで呼び出されたわけではなさそうだ。俺はインターホンに応答してみる。


    「えっと、あの、確かに匂坂ですけど、このたびは一体どういう理由で……」


    「いいから黙って入ってきなさいこのあらびきポークソーセージ野郎」


    　それだけ言うと、インターフォンはぶつり、と音を立てて切れた。その罵ば倒とうは、豚野郎的な意味だったのか、もっと直接的な下ネタ表現だったのか判じかねるが、とにかく有無を言わせない高圧っぷりだ。そして、少しの間があってから閉まっていた鉄格子のゲートがガラガラと自動的に横に開いた。


    「……怖えな」


    　魔ま窟くつに飛び込むような心持ちだ。でも、行くしかないだろう。それに──さっきカメラから聞こえてきた声。あれは──間違いなく、今朝の朝会で聞き覚えのある声だった。


    



    「ここかな？」


    　八や雲くも重工の敷地を数分歩いて辿たどり着いたそこにあったのは、ガレージと言いながら一軒家ぐらいありそうな建たて屋やだった。正面にある上下開閉のシャッターの脇に、中に入れそうな扉が取り付けられている。試しにその扉のドアノブを回してみると、ドアは容易たやすく開き、そこから真っ暗なガレージの内部が見えた。この中に入ったら、鉄パイプを持った連中にいきなり殴られたりしないだろうな……。俺は恐る恐る後ろ手に扉を閉めて、中に入ってみることにする。


    「すいませーん……誰かいま……わっ！」


    　その時突然、バツン、という音と共に、俺の目に大きな光源が飛び込んできた。頭を殴られたみたいな眩まぶしさに、軽く立ちくらみ状態になる。


    「まぶっ……ライト？」


    　薄目を開きながら徐々に目が慣れてくると、大きなライトの前に誰か立っているのが解わかった。その細いシルエットは、明らかに少女のものだ。


    「……えっと、あなたは」


    　俺が尋ねると、少女は光源の前から一歩前に歩み出た。そこでようやく薄く見えた輪りん郭かくから、その正体が明らかになる。長く美しい金色の髪。日本人離れしたスタイル。制服ではなく白衣を着てはいたが──それは、間違いなく今朝朝礼でスピーチをしていた生徒会副会長の八雲華か蓮れん、その人だった。


    「やっぱり、副会長……八雲先輩じゃないですか」


    「あら。よく私を知ってたわね、匂さき坂さかくん。いかにも、昼間は天照あまてらす高校三年、生徒会副会長、八や雲くも華か蓮れん。だけれど──ここではネットガーディアンズ総司令官、八雲華蓮よ」


    「ネ、ネットガーディアンズ？　なんですかその……」


    「質問は手を挙げてからしなさい。今どき雑種犬でもそのぐらいのしつけはできるわよ。それとも犬以下？」


    　釘を刺すサドっ気に満ちた声に撥はね付けられる。学校で見る時より、数倍高圧的だ。だが、恐らくこっちの方が素なのだろうなと思う。なんというか──仮面が剝はがれているというか、自然な感じがする。改めて発言許可を求めるために、俺は黙って挙手した。


    「発言を許可するわ」


    「……八雲先輩。あの……何がなにやら解わからないんですが。今日は一体なんの用で俺を呼び出したんですか。しかも、名指しで……」


    「ふふふ。実はね匂さき坂さかくん、あなたのことは数週間前から監視させてもらっていたの。そして聞いて驚き、喜びなさい。今日はね、あなたに素晴らしいプレゼントがあるの」


    「プレゼント？」


    　八雲先輩は、俺の数センチ前に顔を近付け、その整った顔で俺の瞳をじっと覗のぞき込んでくる。


    「な、なんですか……」


    　さすがにその綺き麗れいな顔をこんな間近に寄せられると、距離感にドキドキしてしまう。先輩は、俺の目をじっと見つめたまま、こんなことを言った。


    「匂坂くん。世界を救う力が、欲しいと思わない？」


    「世界を救う、力──？」


    「インフレームガレージ・セットア────ップ！」


    　先輩が、ひときわ大きな声で叫びながらパチンと指を鳴らす。すると、一斉に研究所の電灯がつき、ガレージ全体が明るく照らされた。


    「なっ……！」


    　そこでその場に露あらわになったオブジェクトの異様さに、俺は目を疑う。


    　まずガレージの手前側に、重々しいラックに入った複数のパソコンやディスプレイが並んでいる。のはいいのだが──それより目を引いたのは、そのガレージの側面壁際に沿って並んでいる、立てられた酸素カプセルみたいなポッドの列だ。そのポッドの各内部には──かなりの重量感を持つ、人間サイズの鎧よろいのようなものが計四体鎮ちん座ざしていた。それぞれ、意匠やカラーもまるで違う。


    「な、なんだこれ……」


    　そこで八雲先輩は俺に向かって、両腕を大きく広げた。


    「改めてようこそ匂坂くん。八雲重工の女子高生社長にして、超天才エンジニアであるこの私が作り上げた極秘研究所へ。そして、これらが八雲重工の作ったパワードアーマー──」


    　八雲先輩はびしいっ、とポッドを指差した。


    「『インフレーム』よ！」


    　パワードアーマー、『インフレーム』……？　まるでアメコミ映画みたいだ。っていうか、そこに並んだそれらのアーマー……まんまアイアン○ンだな、こりゃ。あんなものがこの世に実在するなんてにわかには信じがたいが──でも、それが現にこうして俺の目の前にあるとなれば否定するわけにもいかない。


    「……よく作りましたね、こんなの」


    「ふふ、匂さき坂さかくん、驚くのはまだ早いわ。さっき言ったでしょう？　プレゼントがあるって。私が今日あなたに紹介したいのは右端にあるあのインディゴ・ブルーの機体。八や雲くも重工のインフレーム初号機、型番ＩＦ‐01……通称『カグツチ』！」


    「カグツチ──？」


    　俺は、八雲先輩が指し示すその機体に目を走らせる。ここに並んでいるインフレームというアーマー群の中で、カグツチと呼ばれたその機体は確かに深い海のような青褐色をしていた。蒼あおい鱗うろこを重ねて作ったような鋼はがねの鎧よろい。その中央に、紅ぐ蓮れんの華みたいに、円形の赤いエネルギー機関が咲いている。


    「よかったら、近寄って見てみなさい」


    「え──？」


    　その言葉に、男の子としての好奇心がまったく刺激されないといえば噓うそになる。
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    「じゃ、じゃあちょっとだけ──」


    　俺はふらふらとその機体の近くに近寄ってみた。


    　そこで──俺は、初めてそいつと真っ正面から対たい峙じする。


    　インフレーム、『カグツチ』。


    　パワードアーマーというからには人間が入ることを想定しているのだろう、一回りぐらい人間より大きくて威圧感がある。所々に関節のような隙すき間まがあるが、たぶんそこから分解できるのだと思う。表面は流線形の滑らかな光沢を持ち、目の覚めるようなブルーのボディは、まるで丁てい寧ねいに塗られたＦ１カーのようだ。見ているだけで溜ため息いきが出るくらい美しい。


    「触ったり叩たたいたりしてもいいわよ」


    　そんな八や雲くも先輩の声に誘われて俺がそいつに恐る恐る触れてみると、ひんやりした冷たい鉄の質感を感じた。拳こぶしで軽く叩いてみる。だが、音はあまり響かず、しっかり密度を持った金属でできていることが解わかる。明らかに張りぼてではなく、実用性を持ったパワードアーマーのようだ。


    「いや、ほんと凄すごいですね、これ……なんか圧倒されました」


    　俺の感心するようなつぶやきに、八雲先輩が嬉うれしそうに反応する。


    「気に入ってくれてよかったわ！　じゃあ匂さき坂さかくん。早速、装着してみましょう！」


    「は？　いや、装着って、いきなりそんなこと言われたって……」


    　……正直、俺の頭の中はまだ疑問符でいっぱいだ。なぜ、自分がわざわざ名差しで雲の上の存在である八雲先輩に呼び出され、しかも、こんな怪しげな機械を装着することを促うながされているのか──。


    「いいから、さっさとこっちに来なさい」


    「わ、とと」


    　先輩は、問答無用で俺の手を引っぱって、カグツチから数メートル手前の地点にある、床に四角い模様が描かれたスペースに立たせた。


    「え、ここでどうすれば──」


    「そこで腕を大きく広げて大の字になって」


    　言われるがまま、俺は大の字を作るように腕を大きく広げる。


    「カグツチ、自動オート装着チユーンモード開始！」


    　八雲先輩がガレージに毅き然ぜんと声を響かせたその瞬間、天井や床から無数のロボットアームが伸びて、カグツチのパーツを摑つかみ、バラバラに分解していく。


    「うわ、なんか出てきた！」


    　そしてそれぞれのアームは、カグツチの青いパーツを摑んだまま俺の方に近づいてきて──


    「じゃあまず、下腹部からいくわね」


    「は、はい……え？」


    　超高速で。いきなり一本のロボットアームが、俺の股こ間かんに青い鉄の塊を抉えぐるように押しつけてきた。


    「ふがああああぐぐぐぐぐううっ！」


    　一瞬目の前が真っ暗になり、俺はそのままくの字になって悶もん絶ぜつする。


    「が……がぐ……ぐぐ…………」


    「……男性のそこって、そんなにデリケートなの？」


    　しまいに、八や雲くも先輩は興味なさそうに俺を見下ろしてそんなことを言ったのだった。


    



    　最初の装着失敗を経てから十分後。


    「こ、今度は、優しくしてくださいよ」


    　俺はもう一度、大の字になってカグツチの前に立っていた。


    「大丈夫大丈夫、今度は調整したから。じゃあ改めて──カグツチ、自動オート装着チユーン！」


    　さっきよりもほんの少しゆっくりロボットアームが近づいてきて、まず下腹部から優しく俺の身体からだにカグツチのパーツを押しつけた。そこに別のアームが次のパーツを持ってきて、重なったところに、キュウウン、という回転音を響かせてパーツをネジ留めしていく。その装甲の連なりは胴体部を中心にして、だんだんと爪つま先さきや手の先といった先端へと向かう。なんだか名医に全身を手術してもらっているような感覚。パーツが付けられるに伴って、身体に感じる重量も増していった。


    　そして、時間にして僅わずか十数秒後。息をつく間もなく、俺の全身は完全に青い装甲に覆おおわれていた。最後に仕上げとばかりに、頭部にフルフェイスヘルメットが被かぶせられると、俺の視界が色ガラス越しに少し狭くなる。これが、インフレーム『カグツチ』内部からの視界か。


    「はい、装着終了。どう？」


    　そんな八雲先輩の声をきっかけに、俺は自分の手を何度もグーパーして開閉してみる。指の関節の動きは問題ない。ちょっと分厚い手袋でもしている程度の感覚だ。腰を軽く捻ひねってみたが、がっちりと固定されているのは胸板や腕、足といった部分だけで、関節部はスムーズに動く。試しに二の腕を手の甲で軽く叩たたいてみると、コワァン、という金属音が響いた。


    　これぞ、装甲、といった感じである。


    「……凄すごいっすね。本当にアメコミ映画の世界に入ったみたいだ」


    　ヘルメット越しで、俺の声はたぶんくぐもっていることだろう。


    「じゃあ、一歩前に進んでみて」


    　そんな八雲先輩の指示が飛んだ。


    「解わかりまし──うおっ！」


    　一歩踏み出した途端、ズシン、と足に鈍い衝撃が響く感覚がした。動けないというほどではないが──まるで泥の中を歩いているようだ。


    「関節は動きますけど……ちょっと重くないすかね、これ……」


    「平気よ、動力さえ入れば驚くほど機敏になるから」


    「動力？　まだこっから電動なんですか。起動はどうやって？」


    「今、ヘルメットのグラス越しに、視界の中央に半透明のキーボードが見えるでしょ？」


    「あ、はい。ありますね」


    　どうやら、このヘルメットのゴーグル部分は透過性のディスプレイになっているらしい。その手前に白枠でキーボードが浮かんでいた。まあキーボードといっても、スマホのフリック入力形式なのか、ボタン数は十二個と少しだ。また、その横に謎なぞのメーターと数字（０ゼロＦ、と表示されている）もあるのだが、こちらの意味はよく解わからない。


    「そのキーボード、眼球の動きを読み取って、キーにそって視線を動かすだけで文字が入力できる仕組みになってるから。そうね──試しに『バーカ』と入力してみて」


    「え、なんでテストにわざわざそんな単語を。もっと『こんにちは』とかでいいんじゃ」


    「いいから。そう打たないとダメなの。テストテスト」


    「……解りました」


    　しぶしぶながら俺は仮想キーボード上に目を走らせ、そう言われた通り打ち込んでみる。


    



    『バーカ』


    



    　……わりと目が疲れるな、視線入力って。後で充血しそうだ。


    「入力したらエンターキーで送信」


    「……はい」


    　再び指示通り、視線を隅すみに合わせて矢印のキーを押す。すると数秒後。


    「……お？」


    　キュピン、と視界の隅に新しいポップアップウインドウが開いた。そのウインドウには、顔写真と名前らしき文字列、それにメッセージ。


    『いきなりバカとはなんだてめえ！』


    　やたらリアルな反応が返ってきた。Ａ人工Ｉ知能か何かだろうか。


    「……でもまあ、そうだよなあ」


    　こんな挑発的な文言を入力すれば、俺ならこのくらいの反応は返ってくるだろう。単なるテストだと解っていても、罵ば倒とうされれば気分悪いことに変わりはない。なんていうか、まるでいつものようにネットで炎上しているみたいだ。


    　と、その瞬間だった。


    「うわっ!?」


    　急に、キュオオオオオオン……と、カグツチ内部で電気エネルギーが充じゆう塡てんされるような音がして、そこらのバックライトが点灯する。そこで気付く。視界の隅すみにあった棒グラフ状のメーターがグングン上昇している。そのメーターの横に書かれていた数字も連動して増加していき、『３００Ｆ』と表示された辺りでどちらの増加も止まった。


    「な、な、なんだこの数字──？」


    　すると、いきなりカグツチが自動的にヘルメットの向こう側にあるそこらのものをカチャカチャと計測し始めた。青いサークルを大きくしたり小さくしたりして、手当たり次第にオブジェクトに照準ターゲツトを合わせている。なんだか、急に世界がデジタル化されたみたいだ。


    「せ、先輩、なんか動力が入ったみたいですよこれ！」


    「いいわ……想像通り……いえ、それ以上よ。一気に３００フレイムも溜たまるなんて」


    「３００？　フレイム？」


    「じゃあ、ちょっと試しに戦ってみましょう。リシさーん、お願い」


    　八や雲くも先輩は「リシさん」と何もない空間に大きな声をかけた。誰かそこにいるのだろうか。──っていうか、え？　今、試しに戦うとかなんか言わなかったか？　俺が混乱していると、入り口付近にあった一番大きなディスプレイに大きなマイクのマークが映し出され、機械的な合成音声が聞こえてきた。


    【ハロー、ワールド。こちらインフレーム装着者ユーザー支援用プログラム、リシです。マスター・カレン、ご利用を感謝いたします】


    　大きなマイクが喋しやべりかけてくる構図。


    「……なんかスマホの音声ガイドみたいだな、これ」


    「ええ、それはスマホの音声ガイドプログラムを私が違法改造したものよ。通称リシさん」


    「堂々と違法改造って言わないでくださいよ！」


    【インフレーム『カグツチ』の新しい装着者を認識。ああ、こちらの方が、マスター・カレンのおっしゃってた『豚野郎』こと匂さき坂さかさまですね？　おい、豚野郎。あなたのさほどスマートではないおフォンフォンをわたくしがスライドタップして差し上げましょうか】


    「どんなプログラムだこれ！」


    【──なんと今ならWi-Fiに合わせて申し込むだけで、ただいまのような言葉責めによる性的サービスも二年間月々わずか百円に】


    「しかも、ちょっとスマホの自意識が残ってるっぽい！」


    【……そんな冗談はさておき、何を用意しましょうか、マスター・カレン】


    　冗談だったのか……食えないプログラムだなまったく……。リシさんに八雲先輩は答える。


    「そうね……じゃあカグツチの戦闘訓練用サイボーグ忍者、一体お願い」


    【かしこまりました】


    　……は？　サイボーグ忍者？　


    　すると、上方から再びウィーン、とロボットアームの動く音が聞こえてきて──間もなく俺の目の前に何か大きな塊が物もの凄すごい勢いで落下してきた。派手な衝撃音が床に響く。


    「うわっ！　なんか落ちてきた！」


    「コー……フー……」


    　そいつはゆっくりと立ち上がる。姿は人型のロボットのようだが、全身が銀色の流線形。顔には豆電球みたいな目と切り込みの入った口。背中には長い業わざ物もののようなものを差している。それはまさに、サイボーグ忍者とでもいうべき代しろ物ものであろう。呼吸音にも思える排気音を響かせながら、そいつはおもむろに刀を抜いて俺の前に立ちはだかった。そして、そのまま抜き差しならない殺気を携えて、じわりじわりとこちらに近づいてくる。というかどう見ても、その刀は真剣のようだった。


    「さあ、戦って。匂さき坂さかくん、カグツチ、ファイトぉ」


    　やる気なさそうに八や雲くも先輩はバトル開始を宣言した。


    「ちょ、た、た、戦ってって！　なんか刃物持ってますってばこいつ！　死んじゃう！」


    「大丈夫大丈夫。カグツチを装甲してたら、日本刀なんてファンシーアイテムみたいなもんよ」


    「銃刀法絡むものはファンシーじゃねえええええ！　つうかそもそもこいつ自体に可愛かわいげが全然な……」


    　そんなやりとりをよそに、間合いに入ってきたサイボーグ忍者がいきなり動いた。


    「ＧＲＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡ……！」


    　そいつは獣のような咆ほう吼こうを上げながら、大きく右上段に刀を振りかぶる。


    「うわあああ！」


    「ほら、左から斬ざん撃げきが来るわよ！　ガードして！」


    「……くっ！」


    　袈け裟さ懸がけするように斜め上から振られる刀に向けて、俺はとっさに左の前腕を立てる。真剣に対して、この鎧よろいがどれほどの強度を保てるか予想がつかなかったが──攻撃が当たった瞬間、ゴワキーン！　と鉄がはじけるような音と共に敵の刀がひしゃげた。


    「だ、大丈夫なのか？」


    　僅わずかに腕が痺しびれた程度で、特に痛みはない。というか、さっきは一歩歩くだけであんなに重量感のあったカグツチが、今は布服みたいに機敏に動いている。


    　一方、目前ではサイボーグ忍者が第二撃を繰り出そうと再び同じ角度から刀を振りかぶっていた。刀がひしゃげたことなどお構いなしのようだ。


    「ＧＡ……ＧＡ……ＧＡＧＡ……！」


    「ひっ！」


    「匂坂くん！　もう一撃来るわ！　今度はやられる前に攻撃よ！　パンチを出して！」


    「く……くっ…………そおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    　もうやけくそだ。踏み込んだカグツチの足が、地を強く食はむ。深く身体からだが沈み込むような体重移動に乗せて──俺は自分の拳こぶしを思い切り振り抜いた。その瞬間、風を切ってサイボーグ忍者が大きく吹き飛んでいった。


    「……え？」


    「ＧＡＡＡＡＡＡ！」


    　そのままサイボーグ忍者は轟ごう音おんを立ててガレージのシャッターに衝突し、上半身でシャッターをぶち破る。それから数秒間は死に際の昆虫のようにもがいていたが、すぐに力が抜けたように動かなくなった。そこで、八や雲くも先輩が静かに告げた。


    「はいー、訓練終了」


    「今の……俺が？」


    　俺は、まだ破れたシャッターに上半身を突っ込み電気系統をバチバチといわせているサイボーグと、今パンチを放った自分の拳を何度も見比べながら、その破壊力に驚きよう愕がくする。


    「……インフレーム装甲、解除」


    　すると、その八雲先輩の言葉をきっかけにして。


    「……ん？　わっ」


    　身体からだを締め付ける感触がいっぺんに緩ゆるくなり、そのままドミノ崩しみたいに、俺の全身からカグツチの装甲がボロボロと剝はがれ落ちていった。軽くなった身体の感覚と共に、床に跳ね返るカグツチのパーツの残響音が収まると、暫しばしの静寂が包んだ。


    「どうだった？」


    　にこにことほくそ笑みながら、八雲先輩が感想を尋ねてくる。


    「す、す……すげーっす！　いや、凄すごいですねこれ！　ってか、『バーカ』って書き込むと、こいつ動くんですか!?　タイピングで動くって……コマンドプログラムの文字認識みたいなものなのかな……？」


    　俺が、興奮気味に感想を伝えると、八雲先輩は楽しそうに否定した。


    「ううん、匂さき坂さかくん。あなた、一つだけ勘違いをしているわ。正確に言うと、動力になったのは、その後の反応のほう」


    「え？」


    「『バーカ』って書いたら炎上したでしょ？　『なんだてめえ』って」


    「…………はい？」


    　確かに、本当に炎上してるみたいでいやな気持ちになったことは覚えているが……。


    「インフレームの正式名称は、『インターネット接続機能搭載型インターネツタブル・強化外骨格パワードフレーム』」


    「インター……ネッタブル？」


    　八雲先輩はツカツカとその辺を歩き回る。


    「なぜ、今までパワードアーマーの実用化が難しかったか。それは、例えば電力でアーマー一機を動かそうとするなら、それこそ原子力発電所数基分の莫大なエネルギーが必要だったからよ。でも、私たちは気付いたの。この世界にはたった一つだけ、『無』から莫大なエネルギーを生み出すものがある。それは──人間の『感情』。そして我が八や雲くも重工は、ついに『感情』のエネルギーを物理的エネルギーに変換することに成功したの」


    「ええと、つまり……」


    「そのパワードアーマーはインターネットを通じて、あなたのTweeterツウイーターアカウントと連動してあった。そう、もう解わかったわね。そのカグツチは──あなたがネットで『炎上』することによってパワーを得るのよ！」


    「……まさか！」


    　いやな予感がした俺は、慌てて自分のポケットをまさぐり、スマホを取り出した。


    「あ！　あ───────っ！　あ──────────っ！」


    　アプリからの自動通知で一目で解わかる。俺のTweeterには本物の罵ば倒とうコメントが飛んできていた。さっきのは、シミュレーションなんかじゃなかった。俺は、カグツチに乗りながら、勝手に炎上させられていたのだ。


    「そのカグツチの中に入ってあなたが炎上すれば、無限のパワーが手に入るわ。さあ、立ち上がりなさい匂さき坂さかくん！　派手にネットで炎上して、悪い組織と戦い、地球の平和を守るのよ！」


    　辛抱たまらんとばかりにそんな演説をぶちあげる八雲先輩に、俺は何の躊ちゆう躇ちよもなく答えた。


    



    「いやです！」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺がカグツチの装甲を解除してからも、八雲先輩はまだしばらくごねていた。


    「なんでいやなのよ！　私がせっかくここまで用意してやったのよ！　その有り余る才能を無駄にする気!?」


    　八雲先輩が、もう一度カグツチ装着ポイントに俺を立たせようと、後ろから思いっきり羽は交がい締めにしてくる。


    「いや、才能なんかないですって！　俺は！　ただの高校生で！」


    「いいから、黙って、もう一回、カグツチを、着・け・な・さ・いっ！」


    「ていうか、あ、あの、先輩、お、おっぱい当たってます、おっぱい！」


    　ただでさえ豊満な八雲先輩の乳房が、なおさら確かな質感を持って、俺の背中に押しつけられる。俺は、やっとの思いでその腕を振り解ほどいた。


    「ちっ……」


    「な、何すんですか、まったく……」


    　背中にまだ柔らかい感触が生々しく残っている。


    「だってあなた、カグツチの凄すさまじい力を見たでしょ？　あなただけにしかない才能で、悪いやつを倒してヒーローになれるのよ？　何が不服なの！」


    「理由は簡単です。俺はもうインターネットをやめたんです！　炎上とか、心底つらいからもういやなんです！」


    　そして俺は、八や雲くも先輩のその発言にもまた引っかかる。


    「だいたい、悪いやつを倒すって──一体誰と戦うっていうんですか」


    「──それは、私の方から説明いたしましょうか」


    　その時突然、ドアの方から知らない男性の声が聞こえてきた。振り向くと、黒髪、長ちよう身しん痩そう軀くの燕えん尾び服ふくの青年が立っていた。年としは二十代後半ぐらいに見える。青年は慇いん懃ぎんに自己紹介した。


    「初めまして。八雲家専属執事の多た津づ島しま秀しゆう一いち郎ろうと申します。匂さき坂さか様、この度は当研究所にお越し頂きありがとうございました。……ずいぶんお嬢様が強引にことを運んだようで、申し訳ありません」


    　多津島さんは深々と頭を下げる。


    「……ほんとですよ、強引にも程がある……」


    「ですが、匂坂様。お嬢様の話を無む下げに断る前に、私どもが戦っている、悪の組織についての話を聞いていただけませんか？」


    　……悪の組織って。なんだか、ますます大仰な展開になってきた。


    「……悪の組織。その名も──Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム！」


    「わ、ワールドワイド……レクイエム……？」


    　なんだそれ。ＮＰＯ法人か。またどんなリアクションをとっていいのか困る、微妙な名前の集団だ。そこに、八雲先輩が組織の説明を加えた。


    「Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムはね──インターネットの廃絶を目的としている恐ろしい集団なの」


    「──インターネットの廃絶──」


    　俺はいったん息とつばを飲み込んでから、しばし考える。


    「……恐ろしい……ですかそれ」


    「恐ろしいわよ！　あなた、このネット全盛時代に一斉にネットがなくなったらどうなると思ってるの。経済、医療、交通、その他国家機能が全部マヒよ！　最悪、社会は暴力だけが支配する世界になるかも」


    「いや……だいたい、そんな一斉にネットがなくなるなんてことがあるわけ……」


    　すると、八雲先輩はリモコンを取り出してモニターに向けた。


    「連中が作ったＶＴＲがあるの。やつらが洗脳用に使う、恐ろしいプロパガンダＣＭよ」


    　そして、八雲先輩がボタンを押すと、ビデオが再生される。まず、シンセサイザーを多用した、80年代洋楽ポップのような軽快なリズムの音楽が流れてきた。同時に、地方テレビ局でしか流れないＣＭみたいなわざとらしい小芝居が始まる。


    ＯＬ風の女性『ああ……ネットに恥ずかしい写真が流れてしまったわ……どうしましょう』


    黒人男性『そんなとき、誰を呼ぶ？』


    子供たち『『『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム！』』』


    お爺さん『うわー、歩きスマホしてた息子が車に轢ひかれて死んだぁ！　くそお、ユビキタス社会めええ！　この恨うらみはらさでおくべきかあ！』


    白人男性『そんなとき、誰を呼ぶ？』　


    子供たち『『『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム！』』』


    ナレーション『インターネットのない暮らし。それを実現するのが我々Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの最終兵器、【レーヴァテイン】です。ではここで、試しにちょっとだけウォール街のインターネット回線を止めてみましょう』


    　そして、画面はウォール街らしき証券所の映像に切り替わり、画面下には「シャットダウン５秒前」というテロップ。その数字がゼロになった瞬間……一瞬の停電。すぐに証券所のそこらで悲鳴と罵声が飛び交い、殴り合いまで含んだ阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図が始まった。


    コーラス隊『強い、強いぞＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム、ネットを終わらせるのは僕たちだ、みんながネットを嫌いな気持ちを集めて、動かすんだ最終兵器レーヴァテイン～。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム～』


    ねじり鉢巻きの男『目標は全世界規模のネット永久廃絶。ネットに怨うらみを持つ君！　Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムに入って一緒に戦おう！　今組織に入ると、おまけに洗剤もついてくるぞ！　しかも二箱！』


    　そこで、Ｖは終わった。


    「な、なんだ、今のふざけたＣＭ……」


    　だが、やっていることは悪夢そのものだった。あの証券取引所での暴動。もしあれが世界規模で起きたとしたら……。


    「これで解わかった？　やつらはインターネットを廃絶するために手段を選ばない恐ろしい組織なの。そして、それを防ぐためにＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムと戦っているのが、私たち八や雲くも重工の結成した組織『ネットガーディアンズ』なのよ。あなたもその一員として戦って。カグツチで」


    　そう言われ、俺はまた少し考えてから──答えた。


    「いえ、でもやっぱり……俺には責任が重いです。それに炎上もつらいんですが、もう家族に迷惑がかかるのがいやだし……」


    　すると、多た津づ島しまさんが説得の角度を変えてきた。


    「もし、匂さき坂さか様の家族に迷惑がかかるというのがネックになっているのなら、今後は私たち八雲家の特殊工作部隊が全力で裏工作に当たります。そうすれば──炎上のリスクは匂坂様自身の精神的ダメージということのみになりますが、その条件でどうでしょうか？」


    「いや……だからそんなこと……いきなり言われたって……」


    　俺が返事をしあぐねていると、多津島さんはふう、と溜ため息いきを吐ついた。


    「匂さき坂さか様は、そもそもなぜお嬢様がそのＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムと戦おうとしているとお思いですか？」


    「だって、ネットがなくなったら社会が大変なことになるって──」


    「あれは口実です。実はお嬢様は────ネトゲしか趣味がなく、ネトゲにしか友達がいない可哀かわい想そうな方でいらっしゃるのです」


    　俺は、耳を疑った。


    「……は？」


    「た、多た津づ島しま。執事のくせに口が過ぎるわよ」


    「お嬢様は、匂坂様の学校では完かん璧ぺきなクールビューティーみたいに振る舞っているかもしれませんが、あれはただの仮面です。頭だけは天才ですが、お嬢様の実態を一言で言うと、ただの残念系金髪ネトゲ廃人ですから」


    「多津島っ！」


    　八や雲くも先輩は多津島さんの暴露に激高する。


    「否定なさる。では、お嬢様には友達がいるとでも？」


    「ええ！　ええ！　私にも、組んでるギルドぐらいあるわよ」


    　先輩は、勝ち誇るように金色の長髪をさふぁ、と後ろに靡なびかせた。


    　……ていうか、やっぱりネトゲの話じゃねえかそれ。なるほど、残念系ネトゲ廃人か。多津島さんはもう一度俺の方を見て言った。


    「……ですから、匂坂様。この可哀想なお嬢様のために、戦っていただけませんか」


    「絶対に！　いやです！」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……朝か」


    　暖かい朝の光を浴びて、俺はゆっくりと覚醒する。


    　あの後、とりあえず気が変わったら連絡するから、という約束だけして家に帰してもらった時にはすっかり深夜になっていて、俺は諸もろ々もろの疲れもあってベッドに倒れ込むように寝てしまったのだった。


    　それにしても、昨日はとんでもない夜だった。


    「俺が、ヒーローになる……か」


    　俺はベッドに寝ころんだまま、天井に向けて自分の掌てのひらを広げた。この手に、サイボーグ忍者を破壊した時の感触がまだ残っている。あれは確かに現実で、本当に俺は凄すさまじいパワーを手にしていたのだ。でも──。俺は、自分のTweeterツウイーターホームを開く。


    「……どこがヒーローだよ。やっぱ罵ば倒とうばっかじゃねえか」


    　俺のTweeterホームに今も残る炎上コメントもまた、昨夜のことが確かな現実だったということを証明していた。そしてそれは──俺にとってやはり慣れることなどない痛みなのだ。


    「うん、無理。二度と着けない、あんなの。決めた決めた」


    　その時、階下から、目覚ましがわりに奈な美みがフライパンを叩たたく音が聞こえた。


    「おにいちゃーん、ちこくしちゃうよー！　はやくがっこういって！」


    「ああ、今下りてく！」


    　俺は、深く考えることを保留して、とりあえず学校に行くことにした。


    



    　起きるのがやや遅れてしまったこともあって、いつもより遅めの時間で学校に向かう。きっと、小こ塚づかさんたちはもう先に行ってしまったことだろう……。などと考えていると、通学路の少し先に見知った後ろ姿があるのを発見した。


    「あれ……？　あいつ……」


    　仔こ犬いぬが佇たたずんでいる様さまを想像させる、小さな体たい軀く。


    　後ろからでも一目で解わかる。戌いぬ井いさんだった。戌井さんは、歩くでもなく、休むでもなく、ただ道の真ん中に佇んでいた。昨日俺に、道の真ん中で突っ立っていることを注意したばかりだというのに、今日は本人がその有あり様さまだ。その姿を見て俺は少し腹が立つ。


    「あんにゃろめ……」


    　自分のことは棚に上げやがって。一言文句でも言っておかないと気が済まない。


    「おい、戌井さん！　昨日俺にあんなこと言ったくせに──」


    　俺は戌井さんの前に回り込む。


    　……そこで、俺は異変が起きていることに気が付いた。


    「……い、戌井さん？」


    　戌井さんは、半なかば放心状態で手元のあたりをぼんやりと眺めていた。その手の先にあったのは、一台のスマホ。だが、歩きスマホはよくないから止まってスマホをチェックしてる、というわけでもなさそうだ。なにしろ、目の焦点が合っていない。


    「……い、戌井さん？　──お、おい。戌井さん、大丈夫か？　体調でも悪いのか？」


    　予想外の状況に慌てながら、俺が身体からだを揺すって呼びかけると。


    「ふ、ふぁっ！」


    　やっと現実世界の存在に気が付いた、という感じで戌井さんは身体を震ふるわせて飛び上がった。


    「……え？　あ…………さ、匂さき坂さか焔ほむら……？」


    「ああ、残念ながら匂坂焔だ」


    「や、野生のボルネオオランウータンかと思った……」


    「どこに目を付けたらそう見えるんだよ。それより大丈夫か？　どっか具合でも悪いのか？」


    「で、でもあたし……何も悪いことしてない……」


    「え？」


    　戌いぬ井いさんははっと口を閉じる。


    「あ、いや、なんでもないっ！　せ、正義の敵に話す言葉はないっ！」


    　そして、戌井さんはきっ、と俺を睨にらむと──つっけんどんな感じでまた俺の先をよろよろと、それでも早足で歩き出していった。


    「……正義の敵って……そんなつもりないんだけどな」


    　いろいろと腑ふに落ちないことは多かったが、それでも今の会話でも、たった一つだけ──見えたものがあった。


    　至近距離から見た戌井さんの頰ほおには、涙の跡がくっきりと残っていたのだった。
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    「おす、青あお羽ば」


    「お、匂さき坂さか。みょろきー、ほんっと可愛かわいいよー、やばいよー」


    　俺が教室に着くと、スマホで動画のＰＶを見ながら青羽が鼻の下を伸ばしていた。


    「みょろきーの新曲、『君と常時接続』だってよ。おい、見ろよ匂坂、このＰＶ。ほぼ乳だぞ、ほぼ乳！」


    　ＰＶには、扇せん情じよう的てきな姿勢で猫っぽく手をこまねいた可愛いアイドルが、胸を強調した水着姿で映っていた。どうやらこの猫ねこ宮みや由ゆ希き、というアイドルが『みょろきー』という愛称で、最近ネットユーザーを中心に大人気らしい。


    「可愛くて歌もうまくて性格も良くてさ、ほら見ろよ、出るとこも出てるの。ああー、僕もみょろきーと常時接続したいなあ……無理ならせめてケツの穴に千歳ちとせ飴あめさしてスパンキングだけでもさせてくれねえかな」


    「青羽お前、ちょっと特殊な性せい癖へきの持ち主だよな……」


    　でもそんなことより、俺が気になるのは戌井さんのことだった。


    「やっぱ来てない、よな」


    「え？　誰が」


    「戌井さん」


    「ああ、確かに登校してきてないみたいだけど」


    　今朝、俺より先に学校に向かっていったというのに、教室にはいない。一体どこで道草を食っているんだか。あの様子を見た後だけにさすがに心配だ。


    　そんな俺たちのところへ、小こ塚づかさんがやってきた。


    「匂坂くん、おはよう～」


    「あ、小塚さん、おはよう！」


    　小塚さんの声に、俺は少し背筋を伸ばした。たんぽぽの綿毛のように軽やかな笑み。ああ、ここ最近、八や雲くも先輩や戌いぬ井いさんみたいな変なやつとばっか絡んでたから、小こ塚づかさんのゆるふわオーラはやはり癒いやしになるな……。小塚さんは、スマホをスライドタップさせながら、にこやかにこんな話を切り出してきた。


    「ねえ、俊とし樹きくん匂さき坂さかくん、ついーたーでさ、なんかまた炎上してる女子高生がいるみたいだよ～、やだね～」


    「うっ……」


    　思わず絶句してしまう。


    　またそんな話か。普段はおっとりしている小塚さんだが、炎上する人間にだけは非常に手厳しいということは、俺にとって何よりつらい事実の一つだ。ていうか一般人には、他人の炎上とはそんなに面白い話題なのだろうか。


    　俺はスムーズな会話を阻害しないために、自分を押し殺して尋ねる。


    「そ、そっか。ど、どういう案件で？」


    「なんかね、アニメを批判したんだって～」


    「アニメを？」


    「うん、『そうおん！』とかってバンドものらしいんだけど……正直、わたしはあんまりアニメ詳しくないから解わからなかったんだけど……」


    　その言葉を聞いた瞬間、青あお羽ばが興奮しながら立ち上がった。


    「マジでっ!?　『そうおん！』批判してるやつがいるの!?」


    「おい、どうした青羽……」


    「許せないな！　穴という穴に千歳ちとせ飴あめ入れてやる！」


    　呪じゆ詛そを撒まき散らしながら、青羽は一人で激しく息巻いている。


    「おい、落ち着けよ青羽。なんでアニメを批判しただけでそんな許せないんだよ。別に創作物に誰がどんな感想持ったって自由だろ」


    「え？」


    　そこで、なぜ自分が憤いきどおっているのか理由を探すように、青羽は考え込んだ。


    「えーと、実はさ、僕もそのアニメ自体はあんまり見たことないんだけど」


    「ないのかよ！」


    　青羽の話によると。その大人気アニメ『そうおん！』とは、不良女子高生によるラウドパンクバンド『放火後ノータイム』が、夜の校舎で窓ガラスを壊して回るなど時に社会性を逸脱しながら強い友情を育はぐくんでいく、今世間で大人気の深夜アニメらしい。


    「まあ、確かにアニメは見てないけど、でもキャラは可愛かわいいから好きだし、とにかく『そうおん！』は国民的覇権アニメっていわれてるんだよ！　みんなが面白いって言ってるからたぶん面白いんだよ！　僕たちの共有物を批判するやつは、僕たちの敵なんだ！」


    　ちゃんと見たこともないアニメに対して『僕たちの』ってよくそこまで憤れるな、お前……。


    　しかしまあ、いわゆる『信者』の多い作品をうっかり批判して炎上するという事例は、俺も経験がないでもない。だがそれより驚くべきなのは──


    「でも、たかだかアニメの批判でニュースになるまで燃えるやつが俺いが……いや、世間にいるなんてな──。小こ塚づかさん、ちょっと見せて。そのアカウント。うん。いや俺炎上とか全然わかんないけど。後学のために」


    「う、うん、いいよ～。これかな～」


    　俺は小塚さんからスマホを借り、その炎上しているという女子高生のTweeterツウイーターホームを見せてもらう。


    　なるほど。そこには発端として、アニメ最新話のワンシーンを批判して炎上している書き込みがあった。プロフィール欄から、女子高生であることは容易に推測できる。その書き込みはこんな感じだ。
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    『昨日、〈そうおん！〉ってアニメが人気らしいから一話だけたまたま見てみたけど、楽器を万引きするシーンがあったから好きじゃない……』


    



    　それに対する炎上反応はこんなものだ。


    『なんで一話見ただけでクソアニメだと決めつけるんですか？　非常に不愉快です。〈そうおん！〉は少女たちの心の成長を描いた作品なんです。せめて一話から最終話までの全二十四話、それに劇場版前後編と新劇場版まで観てからものを語ってください』


    『なんか今リツイーターされてきたんだけどさあ。お前の発言不快なの。なんで人が不快になること言うの？　馬鹿なの？　死ぬの？』


    『おいおい、フィクションを笑えないってお前、相当心が貧しいんだなw』


    『〈そうおん！〉はもはや国民的アニメなんですよ。〈そうおん！〉をけなすってことはあなた非国民なんですね（にっこり）』


    　……相変わらず、地獄のような光景だと俺は思う。これが、インターネットの闇だ。


    　群衆がアウトポジションから突如踏み込んできては、自分たちに都合のいい角度から致命傷を与えて去っていく。その結果、俺たちが病やんだり傷付いたりしても責任を取る気はない。辻つじ斬ぎりみたいなものだ。だけど──残念ながら、ここまではネット界隈でよくあることといえばよくあることだ。


    　一般的な人間の九十パーセントならここで怖おじ気けづいて撤退して、アカウントを消すか、鍵かぎをかけて（非公開にして）いるところだろう。


    　しかし、このアカウントの反応は、大部分の人間とは少し違っていた。


    　よしときゃいいのに、信者の罵ば倒とうに対し、『正義』の名の下もとに自分から売り言葉に買い言葉で挑発を繰り返し、事態を悪化させている。


    　しかも、その着地点が問題だ。非常にまずい。


    　明らかに平常心を失った様子で、自分の電話番号やメアドまでバラまいて、「文句があるなら直接言ってこい」とまで抜かしている。


    　さすがに名前までは書いていなかったが、ここまで易やす々やすと挑発に乗って個人情報を赤せき裸ら々らにばらまくなんて……よっぽどネットに不慣れなやつがいるんだな。


    　俺は、文字列から涙声が伝わってきそうな、そのアカウントの発言を凝視する。


    



    happydog621


    『だって、正義だもん……あたしは間違ってないもん……』


    



    　……あれ。なんか、この語り口どこかで聞いたことある気がするんだが。


    　俺が訝いぶかしみながらその発言者の一連の書き込みを遡さかのぼって眺めていると。


    　その十数個前のとある書き込みで、画面をスクロールする指が止まった。


    『今日のお昼ご飯はそぼろご飯のお弁当だよ！』


    　そんな書き込みと共に写真が投稿してあったのだが、どうやらそれは学校の教室内で、自分の机周辺ごと弁当を撮影した写真のようだった。


    　その写真を見た瞬間、全身に電流が走ったような衝撃を覚える。


    　これどう見ても、うちの学校……っていうか、うちのクラスだ。


    　なぜなら、視野の端に写っている、教室の片かた隅すみに置かれた段ボール箱に見覚えがある。あの段ボール箱。授業で余ったりしたプリントで裏紙に使えそうなものが置いてある、クラス共用ペーパー入れだ。しかも、『無駄遣い禁止！』とマジックで書かれた文字の筆跡と文面までが完全に一致する。さすがにここまで似たものが偶然うちの高校以外に存在する、ということはありえないだろう。そんなのがあったら、ＳＦのコピー地球の世界だ。そこで、俺は理解した。


    　今ネットで話題になってるこの炎上主は、うちのクラスの生徒だ。


    「…………」


    「匂さき坂さかくん、そろそろわたしのスマホ返してよ～」


    「ごめん、もうちょっと待って、小こ塚づかさん」


    　今の段階でここまで特定できているのは世界でまだ俺だけなのだろうか？


    　俺は、小塚さんのスマホを中空に持ち上げたまま、つかつかと歩く。ネットに上げられた写真と見比べながら、その写真と光景が一致する場所を探してみるために。


    　そして思った通り。それは、ある一人の生徒の座席から撮った光景と、完全に一致した。同時に、俺が朝から抱いていた疑問のいくつかが、一気に氷解する。


    「──なるほどな。それであいつ、朝泣いてたのか」


    　そこは、戌いぬ井い京きよう子この席だった。
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    　結局その日、戌井さんは、一時限目が終わった辺りでやっと学校に来たのだった。先生には腹痛と言い訳をしていたが、注意深く見なくてもその目は赤く腫はれ上がり、今までどこかで号ごう泣きゆうしていたことが容易に想像できた。


    



    　放課後、俺は話をするために一足先に教室を出た戌井さんを追いかけてみる。


    「えーと……あ、いたいた」


    　昇降口の辺りで彼女を発見した。背の小さい戌井さんは、靴くつを下駄箱に入れるのに手間取っているようだった。「い」で出席番号一番の戌井さんの下駄箱は、一番上の段だ。


    「うう……」


    　なかなか下駄箱まで手が届かず難儀しているようだ。……見ていられない。俺は、手を伸ばしその靴をひょいと拾い上げて、下駄箱に入れてやる。


    「……え？」


    「よっ」


    　一瞬戸惑うような表情を見せた後、戌井さんの顔が真まっ赤かに染まった。


    「な、なにするんだ、バカ！　おまえみたいな悪いやつに情けをかけられるほど、あ、あたしは落ちぶれてないぞっ！」


    「いて──っ！」


    　いきなり戌井さんに脛すねを蹴けられた。親切にしてやったというのに……。戌井さんはフーッ、と鼻息を荒らげ、あからさまにこちらを警戒している。


    　く、くそっ……。やっぱこんなやつに親切にするのやめてやろうか。だが、そのまだ真っ赤に充血している瞳を見て、やはり放っておけないと思い直し、俺は本題を切り出す。


    「……あのさ、戌井さんさ」


    「な、なんだっ！　宣戦布告かっ？　あいにくだけどあたしは今そんな気分じゃ……」


    「今日、Tweeterツウイーターで炎上してたろ。あのhappydog621ってアカウント……戌井さんだろ」


    「えっ……!?」


    　俺がその言葉を口にした瞬間、戌井さんの顔が青ざめる。


    「な、なんでそのこと……」


    「……あのさ。話があるから、ちょっと屋上まで来てくれないか？」


    



    　屋上に上がった俺は、この場を誰かに見られるとまずいと思い、後ろ手に鍵かぎを閉めた。


    「ひっ……！」


    　すると、なぜか戌いぬ井いさんが怯おびえたような声を出した。


    「……？　どうした？」


    　戌井さんは自分の身体からだをかき抱いだいてぷるぷると震ふるえている。


    「あ、あたし……お金、あんまり持ってないよ……？」


    「は……？」


    　俺が意味解わからない、という表情をすると、戌井さんは違うことを悟ったかのように口を開け、より一層青ざめた。


    「え、違う……？　ってことは……ああっ！　い、いやらしいことする気……!?」


    　かく、と戌井さんは膝ひざを付く。この世の終わりが来たみたいな表情で。


    「う、うう……ううう……さよなら……あたしの純情……」


    「…………」


    　俺、そこまで悪人だと思われてたのか。軽くショックだ。


    　まあ、確かにこうやって目の前で見てみると、涙目で怯えている戌井さんはそんな気の迷いを起こしたくなりそうなほど可愛かわいらしいとも思うのだが。……などとほのかに湧わいた変な嗜し虐ぎやく心しんを押し殺し、俺は平静を努めて答えた。


    「いや、何もしないって。今日呼び出したのはただ……そうだな。親切心みたいなもんだ。こういう時の処理の仕方、戌井さんに教えてやろうと思ってさ」


    「……処理？」


    「火消しのやり方だ。まあ、炎上の度合いによって方法は変わるんだが……幸い俺の炎上経験は豊富だからな。任せておけ」


    　人に教えるためなら仕方ないか、と俺はインターネット禁の誓いを破り、自分のスマホを操作する。情報の教科書なんかには載ってない、経験に基づく炎上の対処法。


    「まず、あまり拡散されてなければ、すぐ該当発言を消して謝っちまえばいい。ただ問題は──燃えすぎた時だな。まとめサイトなんかに載っちまった場合、十中八九、元発言の魚ぎよ拓たくが取られてるから、下へ手たにもみ消そうとするとそれが反感を買ってさらに炎上する可能性がある。火消しのコツは一、火種の場所と規模の把握、二、丁てい寧ねいで冷静かつ大胆な対応、だ」


    　俺は自分の古傷を抉えぐるように、スマホをいじりながら話す。炎上について語る時、間違いなく、俺も傷付いてはいるのだ。


    　ということでネットで検索してみると、懸念していたものがやはり出てきてしまった。


    「あー……まとめwikiまで行ってるパターンだな。これはまずい」


    「まとめうぃき……？」


    「ほら」


    　俺は戌井さんの目の前に、スマホで出たサイトを向けて見せてやる。


    　そこには、戌いぬ井いさんが晒さらした個人情報が、特別ページでまとめられていた。題して、【〈そうおん！〉の敵を粛しゆく正せいしようwiki】の、『我々の敵』ページ。そこには戌井さんが晒した電話番号とメアドがばっちり載っていた。


    「わっ……！　な、なんで？　あたし、挑発してきたやつに向けてしかそれ言ってないのに！」


    　俺は溜ため息いきを吐ついた。


    「ネットなんてな、基本的に全世界に筒抜けなんだよ。しかも、電話番号とメアドだけで済んだと思うな。こっから芋いも蔓づる式にさらにお前の個人情報がバレる可能性がある。ネット上には探偵なみの個人特定能力を持ったやつがゴロゴロいるからな。そいつらがその気になれば写真一枚……いや、観葉植物の葉脈一筋から家族構成や恋人の有無まで割り出すぞ」


    　戌井さんはもうずっと泣きそうなのを我慢しているみたいに顔を歪ゆがめている。


    「うう、どうして……どうして、みんな平気でこんなことできるんだろ……？」


    「ネットではさ。一度叩たたいていいってされた人間は、いくらでも叩かれなきゃいけないんだ」


    「そんなに悪い人じゃなくても……？」


    「ああ。しかも、叩いてる側は一発しか殴ってないから大丈夫って思っても、全世界から一発ずつパンチをもらうから、たいがいオーバーキルになる」


    「それは、正しくない、気がする……」


    「でも、こいつらの一人一人は自分たちが正しいことをしてると信じて疑ってないさ。正義の名の下もとに悪者を叩きながら、満足感を得るんだ。叩かれる側の気持ちなんて、考えもしないでな」


    「正義…………」


    　普段自分がよりどころにしている「正義」という言葉に絡め取られて、振り下ろす拳こぶしの先を失った戌井さんは静かに肩を落とす。


    「…………むずかしい……むずかしいよ……」


    　そうだ。かつてなく難しい時代に、俺たちは生きているのだ。


    　人間には尊厳がある？　私刑は法律で禁止されている？　そんな真っ当な理屈は蚊か帳やの外だ。心の削り合いには歯止めも法律も存在しない。テレビや映画なんかで肉体的な残酷描写には規制がかかっても、心理的な問題であればどんなに残酷な光景にもＲ指定はないのだ。


    「……ま、でもとりあえず、今回はそのオーバーキルっぷりが行くとこまで行ってたからわりと楽に火消しできそうだけどな」


    「……え？」


    「このwiki、規約があってさ。個人情報みたいな不当な情報が掲載されてれば、サーバー管理者に通報すれば削除申請が通るんだ。見た感じ、今回の火種はここに集中してるから、早めにここを潰つぶしちまえば火は割合すぐに消えると思う。……ていうか、そういうのやったことないよな。俺が代わりにやっといてやるよ」


    「あ、その……」


    　戌いぬ井いさんは、心底疑問、というかやや怯おびえたように俺に尋ねる。


    「匂さき坂さか……くん……なんで……こんなことしてくれるの？　あたし、君に酷ひどいこと言ったりしたのに……」


    「……なんでだろうな」


    　さっき下駄箱で脛すねを蹴けられた記憶も蘇よみがえる。確かにあれは痛かったが……。


    「お前とは確かに敵対関係みたいになってたかもしれないけどさ。明らかに正しいことってのはあるだろ。目の前に溺おぼれそうなやつがいて、手に浮き輪を持ってたら投げるし、遠くから車が向かってきてて、それに気付いてないやつがいたら大きな声を出すさ」


    「匂坂くんって……ほんとは……いやなやつじゃなかったんだ……」


    「ほんとはってなんだよ」


    　俺はまた深く溜ため息いきを吐ついて、屋上を後にしようとする。


    「まあ、だからとにかくさ。これからは気をつけろよ。インターネットの使い方にはな」


    「……あ……」


    　その時、一瞬引き止めるような戌井さんの小さな声が聞こえてきたので、俺はもう一度振り返った。


    「……なんだ？」


    「あ、あの。あ……ありがとね……匂坂……くん」


    　その時見せてくれた戌井さんの笑顔は、今まで見たことがないものだった。綺き麗れいに咲いた向日葵ひまわりみたいで。なんていうか……戌井さんってあんなふうに可愛かわいく笑うんだな。


    「……まあ、気にすんなよ」


    　なんだか、うまく言えないけど。その笑顔は、俺の胸にひどく沁しみたのだった。
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    　校舎から出ようとしたところで、校門の側そばに立っている意外な人影に気が付いた。


    「あれ、八や雲くも先輩？」


    「どうだった？　戌井さんの様子は。炎上してたんでしょ？」


    　この人なんで、俺が戌井さんと今会ってたことを知っているんだ？　しかも炎上していたことまで。


    「普通に火消ししてやりましたけど……」


    「あらあら。あなたもお人好しね。その気になれば薄い本が厚くなるような展開まで持ち込めたのに」


    「……意味が解わかりません」


    「ふふふ」


    　八や雲くも先輩は笑う。なんか少し含んだような笑い方で怖いな……。と、俺が考えていると、突然俺たちの後ろから声がかけられた。


    「八雲くん！」


    「……ん？」


    　振り返ると、そこには生徒会長の須す田だ原はら健けん太たがいた。それを見て、八雲先輩がサンドイッチを食おうとしてたら小バエが寄ってきたみたいな心底いやそうな顔をする。それに気付く様子もなく、須田原先輩はこんなことを言ってきた。


    「八雲くん。今週末の、生徒会の懇親会。出席、考えてくれたかな？」


    　その須田原先輩の言葉は、俺『たち』ではなく、八雲先輩にだけ向けられていたようだった。俺、ガン無視かよ。


    「え。行くわけないじゃない。バカなの。アホなの」


    　八雲先輩はノータイムでにべもなく須田原先輩を突っぱねた。てか、これドＳモードに入ってる八雲先輩だな。その対応に、須田原先輩も若干慌てているように見受けられた。


    「な、なぜだい、八雲くん……」


    「今週末はネトゲでイベントがあるのよ」


    「ネトゲ!?　そんなもののために!?」


    　八雲先輩は、鬼気迫る表情で須田原先輩を睨にらみつけた。


    「当たり前じゃない。この世にネトゲより大事なものなんてないわよ。ていうかだいたい、あなた下心丸出しなのよ。全てにおいて私に勝てないのを悟ったから、せめて私を味方に引き入れてステータスだけ手に入れたくなったってのが見え見え。それより須田原。私、今この子と話してるんだけど。見て解らない？」


    　そこで水を向けられて、須田原先輩はようやく俺の存在に気付いたようだった。睨むような視線がこちらに向けられる。


    「……なんだ、貴き様さまは」


    　初対面で『貴様』かよ。須田原先輩は大仰に八雲先輩に訴える。


    「八雲くん！　なんでこんな下しも々じものやつと話しているんだ！　一般生徒だろう、こいつは！」


    「……おい。目の前で下々の人間とはご挨あい拶さつだな。お前の世界には、人間に値札でも付いてんのかよ」


    　さすがにここまでコケにされるとカチンと来て、嚙かみつかざるを得なかった。俺が敬語を使わず反論すると、須田原先輩はほくそ笑んだ。


    「ほざけ。僕たちよりずっと社会的なランクも能力も下の人間のくせに──」


    　すると八雲先輩が、いきなり俺の腕を摑つかむと、胸を押しつけるように抱き寄せてきた。


    「──え？」


    「……いいえ須す田だ原はら。彼は、百年に一人の天才よ。私なんかは到底及ばない、ね」


    　その後に俺にだけ聞こえる小声でぼそりと『炎上の』と続けた。


    「なっ……こんなやつが、そんな八や雲くもくんに認められるような天才のわけ──！」


    「いいえ、それに──彼の身体からだ、すごくいいのよ」


    　八雲先輩は、芝居がかったように唇くちびるを嚙かみ、艶なまめかしい表情を見せた。


    　須田原先輩は驚きよう愕がくに目を見開く。一方、八雲先輩はまた俺にだけ聞こえる小声で『……カグツチを装着するのに』とつぶやいた。紛まぎらわしくて、一瞬こっちまでドキドキしてしまった。


    　だが、今ので須田原先輩のプライドはだいぶボロボロになったようだった。


    「お……俺の誘いを断って、こんなやつと懇ねんごろになった、だと…………」


    　八雲先輩は、とどめの決めポーズとばかりに人差し指をびしっ、と須田原先輩に突き付けた。


    「解わかったらとっとと帰りなさい、この脳みそやわらかクッション」


    「くそっ……！」


    　須田原先輩は悔しそうに、こちらを何度も振り返りながらすごすごと退散しようとする。その去り際にドスの利きいた声で、俺に向かって尋ねてきた。


    「そこの貴き様さま。名前はなんという」


    　隠しても、隠し通せるものでもあるまい。俺は腹を括くくって名乗った。


    「……二年の匂さき坂さかですけど」


    「匂坂か。覚えたぞ。貴様のことは許さないからな。いつか……借りは返してやる」


    　そんな捨て台詞ぜりふを残していった。


    「やーねぇ、最近はさかりのついた変態が多くて」


    「……てか、俺を利用しないでくれませんかね。いらない恨うらみ買っちゃったよ……」


    　そこで、八雲先輩はようやく俺から身を離した。だが、手を握ったり開いたりして、なにやら落ち着かない様子だ。


    「……どうしたんですか？　八雲先輩」


    「……匂坂くん、体温高すぎだから次からもうちょっと下げといて。零れい度どくらいに」


    「死ねってことですかそれ！　っていうか、次っていつですか！」


    「まあ、いいじゃない。それより、私は戌いぬ井いさんと話があるからもう行くわね」


    「……戌井さんと話？」


    「じゃあね」


    　そして、八雲先輩は俺が来た方向へと、歩を進めていったのだった。すれ違いざまにほんの少し不穏な空気を残して。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　その日の夕方。


    　俺が台所で夕食に何を作ろうか考えていると、居間のソファから奈な美みが足をばたつかせながら聞いてきた。


    「ねえ、おにいちゃん、テレビみてていーい？」


    「おっ、いいぞ。何見るんだ？」


    「うん、『美少女任にん侠きよう・スージーモーン』っていうおんなのこ向けアニメだよ！」


    「……本当に女児向けのアニメなのかよそれ……」


    　俺の不安をよそに、奈美は嬉々としてテレビをつける。だが。


    「あれ？　あれー？　スージーモーンやってないよ？」


    「ん？　どうした？」


    「なんだか……ぜんぶおんなじのやってる」


    　奈美は、チャンネルを回す。だが、どこのチャンネルもほぼ同じ緊急報道特番を組んでいた。その報道特番によれば──


    「……シージャック事件発生？」


    　先ほど、日本から米国に向けて出発したばかりの豪華客船が、武装したテロ集団にシージャックされた、というニュースだった。しかも、事件発生直前に、ご丁てい寧ねいに匿とく名めい掲示板に犯行予告まであったらしい。テレビの中ではコメンテーターたちが口々に昨今のネット情勢について喧けん々けん囂ごう々ごうと語っている。


    『──ですからね。匿名掲示板のようなものがあるから、愉快犯が増長するんです。匿名掲示板は犯罪の温おん床しようになっているのです』


    『本当に恐ろしいですわ。ネットを子供に与えないようにしなくては』


    「……そうだそうだ。ネットが悪い、ネットが」


    　そんないい加減なコメンテーターたちのネット害悪論に、俺は場末の酒場でくだを巻く酔っ払いのようにぼそり、と賛同してしまう。


    　そんな時。


    「……ん」


    　俺のポケットに入ったスマホが、ぶるぶると振動している。通話着信だ。相手は──八や雲くも先輩。


    「どうしたんですか、八雲先輩」


    『匂さき坂さかくん、テレビ、見てる？』


    「なんかやってますね、シージャック事件っての」


    『なら話は早いわ。今すぐ研究所のガレージに来なさい』
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    「いったいなんだっつうんだ、たく……」


    　夕飯の支し度たくを中断して、奈な美みのために出前の天丼だけ注文すると、俺はチャリを飛ばしていやいや八や雲くも重工研究所までやってきた。


    　例のガレージの扉を開けると、既に電気はついており、そこには、あのパワードアーマーがやはり鎮ちん座ざしていた。


    「……カグツチ、とか言ったっけ」


    　俺が着けたあの青いやつ、確かそういう名前だったか。そんなわけないのだが、装着を拒否した俺を今も恨うらみがましく見つめている気がする。


    「……だから、俺はもう着けないんだって……炎上したくないから……あれ？」


    　その時俺は、違和感に気付く。前回見た時よりインフレームの数が一つ減っている。昨日はあのインフレーム、四機あったはずなのに、今ポッドの中には全部で三機しかいない。あと一機、どこへ行ったんだ……？　と、俺が首を捻ひねっていると、後ろから急に八雲先輩の声がした。


    「来たわね、匂さき坂さかくん」


    「あ、八雲先輩。なんですか、いきなり呼び出して」


    「前に話したでしょ。ネットを廃絶しようとしている悪の組織、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムのこと。あいつらが動いたわ。これを見て。リシさん、サブディスプレイ画面表示」


    【かしこまりました、マスター・カレン】


    　そしてパソコン横のディスプレイが表示される。そこには、匿とく名めい掲示板の書き込みらしいものが大映しになっていた。


    「これは？」


    「今朝、ネットにあった犯行予告よ。今日の午後三時、太平洋上を通る豪華客船を武装部隊で急襲してシージャックする、というね。書き込んだ名義は『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム』。そしてその予告通り、事件が発生して、現在進行中というわけ」


    「……Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが狙ってるのはインターネット廃絶、とか言ってたのに全然違うじゃないですか。やっぱテロ集団なんですか、そいつら」


    「いいえ、テロ集団はテロ集団だけど、若干事情が複雑なのよ。やつらの目的はシージャックすることじゃないの。それは、おまけというか単なる結果」


    　八雲先輩は、匿名掲示板の書き込みを指でとんとんと叩たたいた。


    「主目的は、こっちの方」


    「……どういうことです？」


    「犯行予告することそのものよ。奴らの真の目的は──こうやって、ネットで世の中をかき乱して、人々のインターネットに対する『ヘイト』を溜ためること。レーヴァテインは、ヘイトを集めることで、インターネットをこの世から消し去る最終兵器なの。大ざっぱにいうと」


    　そういえば、確かにさっきテレビのコメンテーターは、匿とく名めい掲示板があるせいで事件が起きているのだと、わけのわからない不安に囚とらわれているみたいだった。なるほど、あれがインターネットヘイトか。


    　八や雲くも先輩は今度は大きなメインディスプレイにリモコンを向け、ボタンを押す。


    「見て、匂さき坂さかくん」


    　映し出されたのは、テレビの映像のようだった。


    　先ほど家で見たのと同じ緊急報道特番。状況は変わらず、太平洋上、豪華客船でシージャック事件発生という中継だった。船の乗客は五十人あまり、船上の一角に、全員後ろ手に縛られ人質となっているようだ。


    　犯人グループは三人組。その中で、口元にバンダナでマスクをした犯人グループのリーダーと思おぼしき男が、マシンガンを報道ヘリに向けて乱射する。


    「オラオラオラァ！　いいか、マスコミどもよく聞け！　俺は！　俺の名前は！　『匿名のハビエル』！　今朝、匿名掲示板に犯行予告を書き込んだ者だぁ！」


    　その発言を聞いて俺はツッコむ。


    「『ハビエル』って名乗ったらそれ匿名じゃねえだろ！　偽名っていうだろそういう場合！」


    　その時、八雲先輩が画面に向かって指を差した。


    「あ、そろそろ来るわよ、匂坂くん！」


    「来るってなにが──え？」


    　すると、俺の目に信じられない光景が映った。


    　銃を乱射する犯人グループのいる船に向かって──画面の横から突如、赤い尾を引く人影が飛び込んできた。いや。あれは人じゃない。インフレームだ。海の彼方から、高速で赤いインフレームが飛んできて、客船の甲かん板ぱん上に着地したのだ。


    「あれは──!?」


    　銃で武装した三名の犯人グループと対たい峙じする、こないだ俺が着けたものとは違う、一回り小さな赤いインフレームの姿。たぶん、さっきカタパルトになかったやつだ。


    「今出動してるのが、インフレームの弐に号機。女性専用インフレーム、『プロメテウス』！」


    「あれ──誰が入ってるんですか」


    「それは……ってか、足が止まっちゃったわね。ちょっとまって、通信するから。もしもし、何か問題発生？　こちらには特に問題は見受けられないけど」


    　そして、八雲先輩はプロメテウス内部の人物に電話回線を繫つなげる。だが、真っ先に聞こえてきたのは、すすり泣きの声だった。


    「ううっ……ひぐっ……む、無理だよぉ……」


    　その声。あまりの驚きに心臓が止まるかと思った。


    「い、い、い、戌いぬ井いさんっ!?」


    　それは紛まぎれもなく戌井京きよう子この声だった。


    　通信ごしに洟はなをすすって、戌井さんは泣いていた。その小さな身体からだを目一杯震ふるわせて。ニュース映像の中でも、『プロメテウス』は一歩も動けずにいる。シージャック犯は動揺しつつも、その大きな闖ちん入にゆう者しやの周りを警戒するように取り囲んだ。


    「どうしたの？　早くもっと炎上して、京子ちゃん」


    「で、でも……ひ、ひどいこと言われるの……つらいよお……」


    　俺は、改めてサブディスプレイを見て、そこにあった通信ログから事態を把握する。戌井さんは、シージャック事件の予告された匿とく名めい掲示板に自ら突っ込んでいって、事件を楽しんでる連中に片っ端から説教して回っていた。


    　おいおい。確かにそこは、正論が一番嚙かみつかれやすい場所だが──。戌井さんのメンタルじゃきついだろ。レベル４で竜王の城に行くようなもんだ。案の定、雪崩なだれのように叩たたかれまくっている。


    「京子ちゃん、あなたの正義はそんなものなの!?」


    「せっ……正義は……執行したい……がんばらなきゃ……いけないのに……」


    　それでもおそらく、彼女の心は、炎上の精神的負担に耐えかねているのだ。


    「う、ううっ……」
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    　涙をぽろぽろ流す彼女の口から漏もれる言葉を、俺の耳は、確かに聞いた。


    「…………たす……けて…………」


    　その言葉を最後に、プロメテウスがその場に膝ひざをつく。リシさんの声が響いた。


    【プロメテウス、精神メンタル耐性デユラビリテイ喪失ロスト。装甲を解除します】


    　すると、驚くべきことが起きた。戌いぬ井いさんを覆おおっていたプロメテウスの装甲が、突然弾け飛んでバラバラに散らばったのだった。ヘルメット一つを残して。


    「なっ……！」


    　プロメテウスの外れた戌井さんは、どさり、とその場に頽くずおれた。あまりの緊張状態とショックに、身体からだを動かせなくなってしまったようだった。シージャック犯たちは、少し相談したあと、ロープで戌井さんを縛り上げていた。


    「なんで、インフレームが勝手に……」


    「メンタルのキャパオーバーによる自動装甲解除よ。精神負荷がキャパを超えると、インフレーム装着者ユーザーは、動物が胃の中の異物を吐き出すみたいにインフレームから弾かれるの。ヘルメット以外ね。まとめwikiまでできる炎上っぷりだったから、いけるかと思ったんだけど……あそこまでメンタルが脆もろかったなんてね。ちょっと計算外だったわ」


    　そこで解わかった。今日の放課後、戌井さんと俺が話してた時、近くに八や雲くも先輩がいたわけ。


    「……先輩は、戌井さんが炎上してるのを見つけて、あれに無理矢理乗せたのか」


    　俺は、怒りを込めて静かにつぶやく。


    「ええ。一応すごーく簡単には説明したけど。全ては、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムを倒すためよ」


    「ふざけんな！　八雲先輩は！　ネットで炎上するってのがどれだけ痛くて苦しいことか、解ってないんだ！」


    「でも、インターネットが世界からなくなる方が、もっと苦しい世の中でしょ？」


    　八雲先輩は俺の怒りを受け流すように言った。


    「ぐっ……」


    　確かにこのご時世、ネットがなくなったら、世界のシステムは破は綻たんして悲惨な世の中になるという八雲先輩の理屈も解る。だが……。


    「それに、もう世界に火はついてしまったの。見て、画面の中を」


    「え？」


    　シージャック犯三人組のうち、リーダーっぽい男──匿とく名めいのハビエルと名乗った男は、戌井さんに銃を突き付け、銃口を首筋に押しつけたりして遊んでいる。そのうち、スカートをめくったりし始めた。どう考えても──劣情を抱いだいていることはあからさまで。これから何が起きるのか、誰にでも予測ができた。


    「おい、おいっ！　あれ、ヤバイって！　戌井さんの身が！」


    「ねえ、匂さき坂さかくん」


    　八や雲くも先輩は、シリアスな表情で告げる。


    「今、この世界であの子を助けられるのは、あなただけよ」


    「自分から原因を作っておいて、よく言えるなあんた……！」


    「それでも、何度でも言うわ。よく考えて。今何をすべきか」


    「くっ──！」


    　状況を整理する。


    　俺が今カグツチを装着して助けなかったら、戌いぬ井いさんはこのまま酷ひどい目に遭あう。


    　俺は、この数日を思い返す。戌井さんの顔を思い出す。屋上で泣いていた戌井さん。それから俺が助けた後、向日葵ひまわりみたいな笑顔を見せてくれた戌井さん。あの時も戌井さんは、普通の可愛かわいらしい女の子だった。彼女が──傷付いていいのか？


    



    　……いいわけないだろう。


    　誰よりも、ネットで叩たたかれることのつらさや苦しさを知っている俺だからこそ、思う。


    　それは──目の前で溺おぼれている人を見ても、ただ放置して助けないのと一緒だ。


    　人命救助を──放ほう棄きするということだ。


    　俺は、屋上で戌井さんに向けてした自分の発言を振り返る。


    　明らかに正しいことは、しなきゃいけないよな。


    　──八雲先輩の言う通り、世界に火はついてしまったのだ。


    



    「解わかりました」


    「なに？」


    　俺は、歯を食いしばって叫んだ。


    「……俺が、カグツチを着けます」


    　八雲先輩は、してやったりといった顔でほくそ笑む。


    「よく言ったわ」


    「でもその代わり。もう二度と戌井さんを無理矢理乗せないこと。それから、俺よりもっとふさわしい装着者ユーザーが見つかったら、俺は今度こそ平穏な暮らしに戻っていいって、約束してください」


    「……いいわ。約束する」


    「よし！　じゃあ先輩、早くカグツチを──」


    　一応、テレビカメラは現場のまずそうな空気を悟って生中継はやめてくれていたようだが、残された時間はそう多くもなさそうだ。


    「いいえ、まずこれに着替えて」


    「……え？」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……なんで急いでるのにこんなの着なきゃいけないんですか」


    　急いでいるというのに、まず俺はピチピチのウエットスーツみたいなものに着替えさせられた。全身を覆おおうラバーの匂においが、若干鼻につく。


    「フィットスーツ。インフレーム装着の前にそれを着ると、インフレームへ伝わる炎上エネルギーの効率が飛躍的に増すのよ。さ、四角い枠の中に立って両手を広げて」


    「……はい」


    　俺はガレージの中央、マーキングされたポイントに立つ。


    「カグツチ、自動オート装甲チユーン開始！」


    　その八や雲くも先輩の声をきっかけに、モーター駆動音がガレージ全体に響き、上下からロボットアームが現れる。ロボットアームの群れは、足下から順々に俺の身体からだに鱗うろこみたいなカグツチのパーツを貼り付けてネジで固定していく。くるぶし、膝ひざ下した、股また上うえ、腰、胸。そして全身が蒼あおい装甲に覆われた後、仕上げとしてヘルメットが装着されて、視界に薄いグレーがかかる。


    【装着感、問題ありませんか？】


    　リシさんに俺は答える。


    「……ああ、大丈夫だ」


    　全身にずっしりとした金属の重量と質量。堅固なアーマーで覆われている安定感。まだ炎上エネルギーは装そう塡てんされていないが、インフレーム『カグツチ』、装着完了だ。


    「行けそう？」


    　八雲先輩の質問に、俺は軽く体操しながら答える。


    「……問題ありません。いつでも行けます」


    「じゃあ、まずTweeterツウイーターにログイン。それから軽く炎上。そしたら私が指示するからジェットを起動、リシさんのナビであの船上まで飛行して行って。そこからは……ぶちかますのよ！」


    「軽く炎上って、ほんとに他ひ人と事ごとみたいに軽く言いますね……解わかりました」


    　……本当ならもうＳＮＳなんてやめたはずだったのに。今回もまあ、随分と短いネット禁だったな。俺は複雑な気分でログインして、さっそくつぶやきを作成する。


    「……と。よし、これでＯＫです。もうネット繫つながってますか？」


    「ええ。送信して」


    　すう、と大きく深呼吸。


    　送信ボタンを押す前に指が震ふるえる。


    　俺がインターネットで発言すれば、きっと痛く、つらく、むごたらしいダメージを受けて炎上するのだろう。


    　待っているものは、また全世界からの人格否定の日々だ。


    　だが──俺は、戌いぬ井いさんの顔を思い出す。今、船上で俺なんかよりよっぽど怖い思いをしている彼女のことを。


    　──ネットでは、殴っていいとされた人間は、いくらでも殴っていい。


    　だからだ。俺が代わりに殴られて、その力で戌井さんを助けるんだ。


    　これは、俺にしかできない炎上なんだ。


    　彼女のために、俺はまた世界を敵に回す──！


    「燃えやがれええええええええっ！」


    　決意を込めて、そう叫びながら俺はつぶやきを送信する。


    　ちなみに、覚悟を決めた俺がまずツウィートしたのはこんな文面だ。
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    『今日天気いいなー』


    



    　ディスプレイに表示されたその文字列を見て、八や雲くも先輩が眉まゆをひそめる。


    「何よこれ……？　本当に炎上する気あるの？」


    　改めて自分で見返しても、なんてことないツウィートだ。普通の人間だったなら。


    「たぶん、いけると思うんですけど……ちょっと見ててください」


    　しばらくの静寂を置いて、俺の予想通りの反応がぽつぽつ返ってきた。


    



    『おい、なに自慢げに言ってんだ！　うちんとこは雨なんだよボケ！』


    『うちは傘かさ販売業だから、晴れとか言ってるやつムカつくんだよ！　すっげームカつく！』


    『てめーの周りが晴れてるせいでこっちは雨になってプロ野球も中止になったんだよ！』


    



    「かはっ──！」


    　これだけの文章に対して浴びせられる激しい罵ば倒とうの言葉に、俺は内臓にダメージを受ける。


    　いつもいつも思うが──理不尽すぎるだろ！


    「匂さき坂さかくん、いつもあなたこんなことで炎上してきたの……？」


    「……やっぱ先輩もバカにしますか」


    「いえ──素晴らしい、素晴らしいわ！　あなたの炎上、天才的ね！」


    　カチャカチャ、と視界左隅すみに表示された数字──フレイムの数値がどんどん上昇していく。そして、ブゥン、と全身に静電気みたいな痺しびれが走り、内部のバックライトが全点灯した。


    「いきなり２０００フレイム……信じられない……！　これなら余裕であの船まで飛んでいってひと戦闘できるくらいの炎上よ！」


    　八や雲くも先輩がマッドサイエンティストっぽい気持ち悪い笑みを浮かべている。


    「先輩、それでどうやってあいつらのところまで飛べば？」


    「音声認識でジェットモードを起動して。あとはナビに従って飛んでいけば問題ないわ。ジェットモードの起動キーワードは……『カグツチ・スカイ・ハイ』！」


    「カグツチ、スカイ……はい？」


    　その瞬間。足下にジェット噴射が点火した。身体からだに揚力がじわじわと増していくのが、足下の感覚で解わかる。そして──あるタイミングから、完全に俺の身体が宙に浮いた。


    「う、うわわわ……」


    　不安定だ。空中で静止しながらバランスを取るのがやっとといった感じ。だが、そんな俺に飛行感を慣れさせる間もなく、八雲先輩が叫ぶ。


    「カグツチ、セット・オン・ファイアー！」


    「……うわあああああああ！」


    　突如、爆弾で吹き飛ばされたみたいな衝撃と共に、俺の身体は凄すさまじい速度でガレージを突き破って飛び出した。


    「気張ってきなさーーーい！」


    　それから五秒後。


    「はっ……速ええええええええええ！」


    　俺は太平洋上を、超高速で飛行していた。日付に逆行するみたいに、ぼんやりと水平線の向こうが明るくなって見える。


    　自分自身が、弾丸になったみたいだ。鉄の向こう側から、風を切る音が聞こえてくる。


    　目的地の船までは、あとほんの数十秒だ──。
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    　その男の名前は、羽は曳びき野の埜の獲えるといった。


    　子供の頃のあだ名はハビエル。少々ハメを外しすぎるきらいはあるが、人の言うことをよく聞く良い子、と近所でももっぱらの評判だった。


    　ことの発端は今から十年以上前のことだ。


    　当時二十三歳の彼は、新入エンジニアとして一流企業に入社し、バリバリ勤務していた。美しい婚約者もおり、誰が見ても彼の目の前には輝ける未来が約束されている、かのように思われたが──。


    



    　ある日、羽曳野は軽い気持ちで匿とく名めい掲示板にこう書き込んだ。


    



    『これから小学校で小女子を焼いちゃいます。おいしくいただいちゃいます』


    『おい、お前犯行予告するなよ』


    『ばっかでーw　逮捕されるわけねーじゃんw　小女子こうなごは魚のことですよーだ』


    



    　軽いイタズラのつもりだった。


    　しかし、逮捕されたのだ。


    　彼が知らなかったこと。匿とく名めい掲示板は、完全に匿名ではない。警察の要求があれば、プロバイダは個人情報を提供するのだ。


    　裁判の結果、彼に下された罪名は、『威い力りよく業ぎよう務む妨ぼう害がい』。刑法に定められた刑は、三年以下の懲役または五十万円以下の罰金。とはいえ実際には執行猶ゆう予よが付いたが……失ったものはそれ以上だった。


    　会社は解かい雇こ。婚約者に逃げられ、親には勘当される。


    　それ以来、羽は曳びき野のの生活は荒れに荒れた。酒に逃げ、非合法ギャンブルに手を出す日々。


    「……くそ……くそが……あんな書き込み一個のせいで……」


    　そんなある日だ。羽曳野の元に奇妙なＥメールが来た。差出人は、『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム』。


    『君が掲示板を荒らしたことは知っている』


    「なっ……!?」


    　最初は警戒した。だが、そのメールが伝えてきた内容は、羽曳野にとって非常に魅力的なものだった。


    『どうだい、今度は世界自体も荒らしてみたいとは思わないかね？』


    「世界を……荒らす？」


    『実行する気のない犯行予告だったにもかかわらず、君は逮捕された。癪しやくじゃないか？　どうせなら、今度は実行するんだよ』


    　犯行予告をして、実際にテロを起こしたり、起こさなかったりする。それによって、匿名掲示板の恐ろしさを世に知らしめ、溜ためたネットへの『ヘイト』によってネットを廃絶できるのだとメールの相手は語っていた。


    「面白えじゃねえか……」


    



    　そんな経緯があり、羽曳野は、洋上でシージャック犯として銃を乱射していたのだ。


    　だから──いきなり妙な赤い機体が現れた時には肝を冷やした。


    「な、なんだお前……」


    　だが、それが剝はがれ落ちると、中からは若い女の子の身体からだが出てきた。しかも縛り上げてからヘルメットを外すと、羽曳野好みの可愛かわいい顔をしていた。彼女は極度の緊張で、身体が動かせなくなっているようだ。


    　羽は曳びき野のの脳裏に、黒い物が渦巻いていく。


    「ネ、ネットへのヘイトを集めりゃいいんだよな……へ、へへ……た、例えばこいつをヤッちまうところを、途中まで匿とく名めい掲示板にアップして、最後まではアップしないってのもヘイト溜たまりそうだよな……へへへ……」


    「や、やめろ……」


    　女の子がいやがればいやがるほど、羽曳野の欲望は増していく。


    「あ、あたしにそれ以上触ったら、舌嚙かんで死ぬからな！　いいか死ぬぞ！　本気だぞ！」


    「ぐへ、ぐへへ……そういう時はな……こうすりゃいいんだよ」


    　羽曳野は、有無を言わせず少女の口の中にいきなりタオルを押し込んだ。


    「んーっ！　んーっ！」


    　涙を流す少女を見ながら、羽曳野はカチャカチャと音を立ててベルトを外す。


    「ひゃは、ひゃっはー！　公開エロビデオ撮影ショーだぜーーっ！　ごちそうさーん！」


    　その時、上空を棚引くように一条の光が流れてくるのが羽曳野の視界に入った。それは、蒼あおい彗すい星せいのようだった。


    「は？」


    　そして、さっき少女が身に付けていたような鉄てつ鎧よろいがもう一体、羽曳野の目前に今、降り立つ──。
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    「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　着地しようと思ったのだ。


    　だが、受け身を取り損ねた俺は、猛烈な勢いで甲かん板ぱんに叩たたきつけられ、身体からだ全体で船上を滑っていた。


    『匂さき坂さかくん、足でふんばって！』


    　通信から八や雲くも先輩の声が聞こえた。ずっとモニターされてるのか。


    「くそおおおおおおおおおおおおっ！」


    　俺は滑り続ける中、思い切って両足を着いてふんばる。だがまだ勢いが止まらない。


    「りゃあああああああああああっ！」


    　そこで身体を止めるため、今度は甲板に思い切りパンチをする。


    　ガガガ、と甲板にめり込ませた手を中心に鉄板が深く抉えぐれて勢いが相そう殺さいされ、やっとカグツチは静止した。摩擦熱で、カグツチが接触した場所から細い煙が棚引いている。


    「と、止まった……」


    「な、なんだおまえっ!?」


    　マシンガンを構えた屈強なシージャック犯の一人が動揺している隙すきに、俺は戌いぬ井いさんや、人質たちを庇かばうように回り込む。戌井さんは、口にタオルを押し込まれ、顔中に涙の跡が見える。間一髪のところだったようだ。


    「い、インフレーム…………？」


    　口に詰められたタオルを外してやると、目を驚きよう愕がくに見開きながら戌井さんがつぶやいた。


    「戌井さん。もう大丈夫だ。ここからは俺が代わりに炎上するから」


    「……え？」


    　戌井さんはきょとんとした顔をしている。そして、俺は再び犯人グループに向き直った。


    「……き……さかくん？」


    　よく聞き取れなかったが、このマスクだ。正体がバレてはいないだろう。


    「うおりゃあっ！」


    　まず、ハビエルとか言って銃を乱射していたやつの腹部を足で思い切り蹴け飛ばす。


    「ぐはあああああっ！」


    　ハビエルはゴロゴロと転がって、船室の壁に激突した。あいつが起き上がってくるまで少しかかるだろう。その光景に焦あせったのか、残り二人のシージャック犯が、俺に向かって銃器を構える。


    「し、死ねええええええええっ！」


    　犯人たちは、一斉に俺に向けてマシンガンを掃射した。


    「うわっ！」


    　銃で撃たれるなんて初めてのことだったから、俺は思わずビビって、へっぴり腰になってしまう──が。


    　チュンチュン、カンカン、カン、と、全弾を弾き返す装甲の金属音が響いた。が、そんな音だけで、俺自身にはほとんど衝撃がない。


    「……な、なんともない？」


    『当たり前よ。インフレームの装甲がそんじょそこらの銃弾なんかに負けるものですか。さ、いきなさい、カグツチ！』


    「……うおおおおおおおおおお！」


    　ガッシャ、ガッシャ、と足下から鈍い音を鳴らしながら、俺はシージャック犯たちに向かって突進していく。ヘルメットの透過ディスプレイが、敵の位置を自動で計測し、最適な行動を取れるようにコンピューターが動きのシミュレーションを表示してくれた。立っている敵は二人。最初に倒すべき敵は──こいつだ！


    「う、うわっ、なんだ、お前、寄るな、ひっ……」


    　俺は最初に倒すべきと表示されたシージャック犯の一人に急接近した。この怯おびえ方を見るに、本職の犯罪集団に属するプロフェッショナル、というわけでもないのだろう。おそらく、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムとかいう連中は素しろ人うとを取り込んでいるのだ。


    「おい、あんま物騒なもん向けるなよ……。実戦は初めてでまだ怖いんだからな……！」


    　まず俺はやつの持っているマシンガンを右手で摑つかむと──そのまま捻ひねり潰つぶすように銃身を握り込んだ。グガギギギ、と鉄が軋きしむ音がした。


    「……えっ？」


    　シージャック犯の恐れと驚きよう愕がくの混じった声。俺が手を放すと、その銃身はすっかりクロワッサンみたいな形になっていた。


    「あんま知らないけど、これじゃ銃、撃てないだろ？　降伏しろ」


    「ひっ！」


    　敵は怯おびえてはいるが、降伏せずに腰からナイフを取り出そうとしている、とコンピューターが教えてくれた。だから、やつが次の行動に出る前に、俺は風よりも速く動く。


    「おりゃああああああああっ！」


    　流れるような後ろ回し蹴げり。奴の腹部を、洋上に向かって思い切り蹴り飛ばした。


    「どぶはああああああ！」


    　胃液を撒まき散らしながら、男の身体からだは十数メートルにわたって吹き飛び、船の外に落ちていく。


    『匂さき坂さかくんオッケーよ。その辺なら救命ボートが浮かんでるから、犯人も死にはしないでしょう。その調子でもっとその辺に落として』


    「……了解です」


    　次は二人目の対処だ。俺は流れるような動作で、近くにいたもう一人に距離を詰めると。


    「な、なんだお前！　ひ、ひいいいっ！」


    「おりゃあああああっ！」


    　そいつの首根っ子を摑み上げて。


    「ぎゃああああああ！」


    　遠投のように思い切り投げ飛ばす。ラグビーボールみたいに軽々と、その男も十数メートル吹き飛び、海上の同じような場所に落ちていった。


    『ナーイスコントロール、プロ野球選手みたいだったわよ。でも、今の一連の行動で少し貯蓄フレイムが減ったわ。リアルタイムで戦いながら、追加炎上をしていくのよ！』


    　通信で聞こえる八や雲くも先輩のテンションが珍しく随分上がっていた。確かに、視界左下の数値は、６００程度にまで減少していた。


    『頑張れ、頑張れ、ほ・む・ら！　燃えろ、燃えろ、ほ・む・ら！　ヘイ！』


    「ちょっと黙っててください！　まだつぶやきを投稿しながら行動するのに慣れてないんですから！　えっと……残りの一人はどこいった」


    　その時、背中にカチン、と固いものが当たる音。いつの間にか起き上がって俺の後ろに回り込んだハビエルが、カグツチの背中に銃を突き付けていた。


    「な、何してんだお前！　う、撃つぞっ……！　い、いいのか、ええっ！」


    「だぁーってろ……」


    「……へっ？」


    　俺は振り返り、カグツチ内部から血走った目で相手を睨にらみつけた。


    「今俺が……Tweeterツウイーターしてるところだろうがああああああああああああっ！」


    「ヒイッ!!」


    【炎上支援提案。あなたのより良い炎上のために、カグツチ・フラッシュの起動を推奨。詳細はこちらになります】


    「……くそ、やってやるさ！　カグツチ・フラーーーーッシュ！」


    　俺はリシさんの指示に従い、技名を絶叫する。すると、突然肩からジャコン、と音を立てて機構が飛び出し──フラッシュが焚たかれた。


    「うわっ！」


    　ハビエルがびびって腕で顔を隠すようにしてから、ゆっくりと腕を下ろす。


    「へ？　な、何もないぞ？」


    　そりゃそうだ。今のは写真撮るのにフラッシュ焚いただけだからな。そして俺はさっそく、リアルタイムで新たなつぶやきを書き込む。
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    『乗ってた船がシージャック事件に巻き込まれてるなう』


    



    　同時に、この光景の写メを添付する。まだ薄闇に包まれている時間帯だが、フラッシュを焚いたお陰で、綺き麗れいに写っている。


    　だが、まさか誰も俺がシージャック犯と戦っているとは思わず、人質の一人になっていると思っていることだろう。人質が隙すきを見て写真を撮ったのだと勘違いするはずだ。


    　すぐに、いくつものリプライが帰ってくる。


    『はぁ？　今テレビでやってるやつか？　人質が呑のん気きにツウィートしてんじゃねえボケ！』


    『なんかヒーローっぽいのが来たから、今のうちにお前が人質助けろよハゲ！』


    『お前代わりに刺されろ！』


    『つーか死ね』


    「ぐはあっ！」


    　いきなりきつい。


    　俺、人質って設定のはずなのに……本気で死を願われているぞ……。


    「こ、こいつら……」


    　胸がキリキリと痛む。なんでこんな思いまでして炎上しなきゃいけねえんだ。


    　だが。思った通りの炎上で、腕に力が溜たまっていくのが解わかる。数値を見る。数値は、４０００ほどまで回復していた。


    　通信で八や雲くも先輩がはしゃぐ声が聞こえる。


    『ナイス炎上よ、匂さき坂さかくん！　……これだけフレイムがあれば、インフレイム・キャノンも使えるわ！』


    「……なんですか、インフレイム・キャノンって」


    『必殺技よ。手首を突き出して、インフレイム・キャノン、って叫ぶの。すると、炎上エネルギーを纏まとった弾丸が射出されるわ！』


    　よく解らないが、やってみることにする。


    「インフレイム・キャノオォォォン!!」


    　すると、俺の手首から炎に包まれた直径三センチほどの鉄球が高速で射出された。その鉄球が、凄すさまじい勢いでハビエルのマスクを掠かすめる。


    「……ひっ？」


    　数瞬後。火はハビエルのマスクに引火して、燃え広がっていた。


    「あ、あち、あち、あちちちいいいいいいっ！」


    　ハビエルは、慌てて海に向かい、自分から海上に飛び込んでいった。これで、シージャック犯三人、ひとまず鎮圧完了。あっけないものだった。


    「……ふう。終わった……か？」


    『ナイスナーイス。そしたら、警察への話とか含めて後始末はこっちでやっておくから、匂坂くんは帰投して。あ、京きよう子こちゃんだけ抱かかえて回収してきてね』


    「……了解っす」


    　指示の通り、俺は戌いぬ井いさんの側そばに寄る。


    「……戌井さん。帰るぞ」


    「あ……」


    　カグツチを装着していればなおさら軽いその身体からだを抱き上げる。


    「お、お姫様抱っこ……」


    　……何変なとこで照れてるんだこいつ。こっちまで持ちづらくなるじゃねえか。俺は戌井さんに尋ねる。


    「……怪け我がはないか？」


    「う、うん……あ、ありがとう……」


    　きゅっ、と俺の首に戌井さんがより一層強く抱きついてきた。


    　そして再びジェットを起動。足下に浮遊感が高まり……五秒後、俺は戌井さんを抱え、再び船上から空に飛び立っていた。
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    　シージャック事件解決から数時間後。


    　街頭でテレビを観ながら、須す田だ原はら健けん太たはぼやいていた。


    「なんだよ、これ……」


    　テレビの中では、路上にいるアナウンサーが興奮気味にマイクに向かって喋しやべっている。


    『先ほどのシージャックのニュースの続報です。犯人が捕まりました！　あまりに迅じん速そくな解決劇ですが……なんと、それは警察の仕事ではありませんでした。驚くべきことに、突如ロボットが船上に現れたのです！　いえ、動きを見る限り、人が入っているのかもしれませんが、とにかく、突如船上に飛来した人型の機械がシージャック犯三人を一瞬にして打ちのめし、人質を抱かかえて去っていったのです！　そしてこれがカメラのズーム画像ですが……その胸部には、八や雲くも重工！　八雲重工のロゴマークが書いてあったのです！』


    「八雲重工……？」


    『そこで我々は八雲重工の若き女子高生社長、八雲華か蓮れんさんにインタビューを試みようと思います。あっ、八雲さん！　あの機械はなんですかっ!?』


    　研究所から出てきた八雲華蓮に、マスコミが殺到する。華蓮は、足を止めて答えた。


    「あれは『カグツチ』よ」


    『カグツチ？　それは──』


    「そうね。一言で言うと──新ヒーロー登場、ってとこかしら」


    　そして、八雲華蓮はカメラに視線を向ける。


    「最近、インターネットに絡んだ犯罪が増えてるけど──心配しないで。この国の平和は──八雲重工のインフレーム『カグツチ』が守るわ。よろしく」


    　そこで、八雲華蓮は車に乗り込もうとする。


    『あっ、待ってください！　あの機体は、一体どういった技術によるものでしょうか!?　動力はなんなんですか？　操縦者は誰なんですか!?』


    　殺到するマスコミの質問。だが──八雲華蓮は、だるそうにピースを作りながら、一言で返事を済ませたのだった。


    「きぎょひみ」


    　なお、テロップではちゃんと「きぎょひみ（企業秘密）」と補足された。ニュースは再びスタジオに戻り、八雲重工を讃たたえるコメントで締められた。


    『まあ要するに、凶悪犯罪蔓延はびこる昨今、民間企業から正義の味方あらわる、ということですね。ちなみに、この一件で、八雲重工の株価もうなぎ登りとなっているわけですが……』


    　同時に、須田原工業の株が下がっているのを須田原健太は確認した。


    「ふ、ふざけやがって……」


    「……まったくさ。巫ふ山ざ戯けている」


    「え？」


    「そう、思わんかね」


    　須す田だ原はらが振り向くと、そこにいたのは──全身黒ずくめの男。右目から頰ほおにかけての傷跡が異様な雰囲気を醸かもし出していた。


    「あれに乗っているのは、君と同じ学校の匂さき坂さか焔ほむらという少年だ。炎上動力によるインフレームを動かせるのは彼しかいないと目を付けていたが……八や雲くも重工に先を越されたようだな」


    「さ、匂坂……。あ、あいつかっ！　ていうか、あんた、誰だ!?」


    「そうだな……少なくとも、君の敵ではない。須田原健けん太たくんだね。どうだね、我々の目的に同調してくれるなら、もっと強力な機体を君に提供しようじゃないか」


    「ちょ、ちょっと待ってくれ！　我々の目的って、だから一体あんたは何者──」


    　須田原の質問に、男はこともなげに答えたのだった。


    「Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム。インターネットを葬り去る者だ」
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    　戌いぬ井いさんを自宅まで送り、研究所に帰ると、八雲先輩が俺をにこにこと出迎えた。


    「いやあ、初めての実戦。想像以上によくやったわ、匂坂くん。あなたがネットで燃えれば燃えるほど……全世界から嫌われれば嫌われるほど、世界は平和に近づいていくのよ！」


    「でも、俺の気持ちは……？　ほんと、炎上するのつらいんですけど……」


    「尊とうとい犠牲だったわね……」


    「最初から見殺し前提かよ！」


    



    　次の日、学校。朝。


    　俺が登校すると、昇降口でまたあいつに遭遇した。というか……なんか、下駄箱の前でじっと佇たたずんでいた。


    「あれ、戌井さん──？」


    「わっ！」


    　声をかけると、戌井さんは飛び上がりそうなくらい驚いた後、少し目を逸そらしながら言った。


    「あ、さ、匂坂くん……お、おは……おはよう…………」


    　珍しいな、戌井さんが自分から挨あい拶さつしてくれるなんて──と思っていると、戌井さんは言った。


    「あ、あのさ」


    　ちょんちょん、と上段を指差す。


    「……げ、下駄箱。あたし、一人じゃできないから……手伝って？」


    「あ、ああ、いいけど」


    　言われるがまま、昨日と同じように、俺は戌いぬ井いさんの靴くつを下駄箱に代わりに出し入れしてやる。……ん？　もしかして戌井さん、俺が来るまで、朝から待ってたのか？　いや、まさかな。


    「はい、上履き」


    「う、うん」


    　そして……それを受け取った戌井さんは、もじもじとしながら俺に何か言おうとする。


    「あ、あのさ──き、昨日は、その……ありがと」


    　俺は考える。昨日って──カグツチのことじゃないよな。


    　あの時はマスクを被かぶっていたからバレていないはずだ。


    　あ、アレか。


    「ああ、別に気にしなくていい。まとめwikiは今朝消えてたのを確認した。まあ……炎上は慣れてるしな」


    「え？　そ、そっちじゃ……」


    「つうか、確認のためにさっき見たけどちょっとびっくりしたよ。戌井さんって、Tweeterツウイーターにああいうこと書く子だったんだな」


    「……？　……っ！」


    　戌井さんの顔が、これ以上ないというほど真まっ赤かになってしまう。


    「な、なんで見てるの、あたしのTweeter……ま、まだ、ふぉ、フォローしてないのに……」


    「？　だって、色々あった昨日の今日だったし普通確認するだろ……それに、本当に見られたくないなら鍵かぎとかかけなきゃ……」


    「バカーっ！」


    「ぎゃ──っ！」


    　戌井さんはまたいきなり、向こう脛ずねを蹴けってきた。


    「い、いてえ……」


    　なんだよ、結局元通りかよ。だが、教室まで走り去る前に。戌井さんは、鞄かばんを膝ひざに当てながら、もう一度くるり、とこちらに身を翻ひるがえした。


    「あ、あのさっ！」


    「……なんだよ」


    「これから君のこと、名前で呼ぶことにするけど。……いい？」


    「……え？　いいけど」


    「うん。これからは君のこと、焔ほむら、って呼ぶから。だから、あ、あたしのことも京きよう子こって呼んで。それで、その……こ、これからもよろしくっ！」


    　そして、戌いぬ井いさんはぱたぱたと走り去ってしまう。


    「なんかえらい照れてたな……」


    「匂さき坂さかくん、やるわね」


    　そこに、いきなり俺の背後から八や雲くも先輩が現れた。なぜか、不機嫌そうな顔で。


    「わっ！　びっくりした！　なんですか八雲先輩！」


    「……炎上の天才ってもしかしたら……人の気持ちに火をつける天才、ってことなのかしら……？」


    「八雲先輩、なんで戌井さんあんなに慌てて走ってったんですかね？　俺、なんかしたかな？」


    「……知らない」


    「あいてっ！」


    　いきなり、先輩まで脛すねを蹴けってきた。


    「なんで先輩まで！」


    「……インフレームで戦ってる間は、色恋沙ざ汰たより平和を守ることを優先しなさい、バカ」


    　意味解わかんないけど、なんでバカ呼ばわりされなきゃいけないんだ……。先輩は長い髪をなびかせくるりと振り返る。


    「匂坂くん。今日の放課後、予定空けといてね。帰ったら炎上の特訓するから」


    「……特訓？」


    「そうよ。これからも敵はどんどん現れるんだから。訓練しなきゃ」


    「あれ!?　なんか、ずっと俺がカグツチで戦う前提じゃないですか!?　俺、あくまでちゃんとした人が見つかるまでの代理のはずなんですけど！　あれ!?」


    　俺は少し諦あきらめつつも、溜ため息いきを吐つきながら八雲先輩の後をついていく。


    　まあでも、仕方ないだろう。俺にしかできない、炎上があるのだ。


    



    　そうだ。


    　そういえば、戌井さんのTweeterツウイーターの最新つぶやきは、こんな言葉で締められていたのだった。
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    　　第二話　フレイム・フォー・ジャスティス　Inflame case : BACATTER


    



    　──匂さき坂さか焔ほむらは『炎上人間』である。


    　常人より遥はるかにネットで炎上しやすい体質の俺は、炎上を力に変える機装インフレーム『カグツチ』を着用し、世界の平和を守るため、いやいやながらも日々炎上して戦っているのだった。


    　……なんて特撮ヒーローっぽい前口上で始めるつもりもなかったのだが。


    　気付けば、あのカグツチ初起動の日から、早くも一週間が経過しようとしていた。


    



    「うこっ、けほっ……」


    「わーい、カグツチさん、ありがとう！」


    　その日──俺はカグツチに身を包み、火事で焼け落ちる家に飛び込んで、幼い少年を救い出したところだった。


    「健けん……健！　ああ……よかった……！」


    　母親らしき人が、俺の手から受け取った少年を力一杯抱きしめる。彼女は涙で顔をぐちゃぐちゃにしながら、俺に感謝の言葉を述べた。


    「うう……カグツチさん、ありがとうございます！　ありがとうございます！」


    「ごほっ……いえ……たいしたことじゃないんで平気です。こんなのたいした燃え方じゃないですから。……つらいはつらいですけど」


    　ちなみに、俺が咳せき込んだのは煙を吸い込んだからではなく、炎上による心身へのダメージがまとめてきたことによるものだった。インフレーム自体は完全防火・防水仕様になっている。


    　炎上は、つらい。


    　少なくとも俺にとっては、そうだ。


    「はっ……はい！　ですよね！　カグツチさんの言う通り、こんな火事なんかに負けずに、母子強く生きていきたいと思います！　本当にありがとうございました！　ありがとうございました……！」


    　母親は、俺に何度も何度も頭を下げる。


    「……じゃあ……俺帰るんで……ども……」


    　俺は残りのフレイムを使って足下のジェットを点火すると、火の粉や灰かい燼じんを吹き飛ばしながらその場を飛び立った。
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    　カグツチが活動を始めてからまだたった一週間にもかかわらず、あっという間に新聞やニュースは、連日カグツチの話題で持ちきりになっていた。


    　だが──俺がカグツチに入っているということは、世間では誰も知らない。


    「……ふう」


    　火災現場から八や雲くも重工研究所のガレージに帰還した俺は、一息吐ついて装甲を解除する。身体からだ中からボロボロと振り落とされたカグツチのパーツが、床に開いた穴から吸い込まれていく。これがそのまま内部で再び組み立てられ、ポッドの中にカグツチとして戻るという仕組みになっているのだ。まるで全自動麻雀卓みたい。


    　一方、そんなカグツチによるヒーロー活動の首しゆ謀ぼう、八雲先輩はといえば──研究所ガレージ内、少し離れたところで、タブレット端末を触りながら呑のん気きにネットサーフィンなどをしていた。ふかふかのリクライニングチェアにゆったりと身をもたせながら、片手にはダイエットコーラ。優雅な身分だな、おい。アラブの王族かよ。なお、タブレットで八雲先輩が眺めていたのは、報道各社のネットニュース記事のようだった。遠目からでも、その見出しが見える。


    



    『八雲重工の機械アーマーを着用した正義のヒーロー〈カグツチ〉、今日も人助け！


    　一体その正体とは誰なのか!?　──デジタル夕日新聞』


    



    　そんな煽あおりを眺めながら、八雲先輩は満足げに微ほほ笑えんだ。


    「うーん、なかなかいい企業イメージアップね」


    「……だから。俺のイメージは」


    「え？」


    「いつもいつも！　俺が炎上で心身を消耗しても、褒ほめられるのはカグツチだけじゃないですか！　俺の頑張りを誰か評価してくれないんですか！　俺の献身を！」


    　すると、八雲先輩はしゃっ、しゃっ、とタブレット上で指をスライドさせた。


    「いいえ、匂さき坂さかくん。あなたもニュースにはなってるわよ。ほら、ここ」


    「え……マジすか!?」


    　ああ、天てん網もう恢かい恢かい疎そにして漏もらさずの逆パターンというか──やはり、どこかには俺の頑張りを認めてくれる人がいたのだ。一体、どんな賞賛の仕方だろう──？　と期待に胸を膨ふくらませて、八雲先輩から手渡されたタブレットを見ると、だいぶ小さなフォントで張られたそのリンク先に、確かに俺の記事が載っていた。


    



    『【炎上】また!?　懲りないお騒がせ高校生、通称〈少年Ｈ〉、今日も炎上！


    　牛丼屋で店内の紅しょうが全部食べたことを自慢げに投稿！　──痛々しい炎上ニュース速報』


    



    「報道各社じゃなくてアフィ全開のまとめサイトじゃねえか！　嬉うれしくない！　記事になっても全然嬉しくねえよ！」


    　八や雲くも先輩は、俺の抗議などどこ吹く風とでも言わんばかりに俺の手からタブレットを再び奪い取る。


    「だって、あなたが世間でもヒーロー扱いされたらネット上でなかなか炎上しなくなっちゃうじゃない。これからもインフレームを使い続ける気なら身元は隠さなきゃ」


    「そりゃそうですけど……」


    　まあ、一応ギリギリのラインで本名まわりの個人情報が流出しないで済んでいるのは、多た津づ島しまさんなんかがうまく工作してくれているお陰らしい。なので、俺のことは、氏名不明の炎上男「少年Ｈ」としてネットで話題になっているのだ。


    「はあ……だいたい、俺って本当はもっと適格な装着者ユーザーが見つかるまでのつなぎのはずじゃないですか……俺に代わる装着者候補、本当に探してるんですか……？」


    「あら。さすがにそれはカチンと来るわね。こっちもカグツチを装着できそうな人は一応ちゃんと探してるわよ。しかも無理矢理でなく、交渉して」


    「……例えばどんな人ですか」


    　具体的な事例を出してもらえないと安心できない。


    「まず、交渉に失敗した人の方から順番に言うと、『この新作アニメが売れなかったら監督引退する』って言ったのに引退しなかったアニメ監督」


    「普通に業界人じゃねえか！　しかもすげえ特定できそう！」


    「試しにカグツチを装着させてみたら、もういやだって言って、Tweeterツウイーターまでやめちゃった。ちょっと骨折したぐらいで軟弱よね」


    「怪け我がまでしてるじゃねえか！」


    「次に、テレビの鬼ごっこ番組でルールに乗っ取ってリタイアしたのに、『卑ひ怯きよう者もの』って非難が殺到したお笑い芸人」


    「ああ、あれは可哀かわい想そうでしたね……まるで俺を見てるみたいだった」


    「彼も骨折したわ」


    「やっぱり怪我したのかよ！」


    「それから、ライオ○ズの中継ぎ」


    「やめてください！　ていうか、炎上の意味が違う！　みんな頑張ってるんだ！　俺達だって頑張ってますよ！」


    　言いながら指を折って数えていた八雲先輩は、指をすべて畳んで溜ため息いきを吐つく。


    「と、まあそんなとこかしらね。交渉に失敗した人たちは」


    「失敗した人たち……？　じゃあ、交渉がうまくいった人もいるんですか」


    「だってネットガーディアン『ズ』だもん。タイミングの問題もあって、インフレームを実戦に投入したのはプロメテウスとカグツチが最初だったけど、実はそれより先に他のインフレームで練習してた子は何人かいるのよ」


    　その瞬間、八や雲くも先輩は悪魔的に爽さわやかな笑みを浮かべた。この爽やかさで笑う時は、たいていろくでもないことを思いついた時だ。


    「あら、そうだわ。じゃあ今度、ネットガーディアンズのインフレーム装着者ユーザーたちを一堂に集めて、親睦を深める合宿でもやってみることにしましょうか」


    「……え？」


    「実際に会ってみれば匂さき坂さかくんの疑問も解消できるし、協力して戦えばより効率が良くなるかもしれないものね。よし、決まりよ。場所は──江え戸ど島じまにある八雲重工の保養所がいいわね。あそこなら地下が訓練所になってるし。じゃあ、さっそく今度の土日に泊まりがけで合宿やるから、匂坂くん予定空けといてね」


    「はあああああああっ!?」


    　なにやら勝手に話が進んでいく。わざわざ？　泊まりがけで合宿で炎上？


    「い……いやだ！　いやだ！　いやだああああ！」


    　俺は慌ててその場を逃げようとする、が──。


    「百メガしょおおおっく！」


    「がっ！」


    　後ろを向いた俺の首筋にビリッという感触が走り、いきなり全身に力が入らなくなる。


    「な、なんだこれ……動けねえ……」


    「私の新発明、八雲重工の電子麻酔銃よ。ちょっとの間全身を痺しびれさせてもらったわ。大丈夫、死にはしないから」


    　そして俺の耳につかつか、と足音が聞こえ、真上から逆さに八雲先輩が覗のぞき込んできた。あっ、パンツ見えた……けど嬉うれしいような、嬉しくないような。


    「合宿、楽しみね」


    「い、いやだ……！　今までは火事になってるとか困ってる人が目の前にいたから炎上にも耐えてきたけど……自分から意味のない炎上なんて……」


    「まあ、落ち着いて話を聞きなさい。匂坂くんにとっていい情報もあるのよ。なにしろ──合宿に来るあなた以外のインフレーム装着者は全員──女子なのだから」


    「ぜ、全員女子……？」


    「ね、楽しそうでしょ。とにかく、いいじゃない。一回会ってみても損はないと思うけど」


    　まあ、確かに……。俺以外のインフレーム装着者ってのがどんな人たちなのか、まったく気にならないということもないのだが……。


    「……じゃあ……せめて一つ条件が」


    「なに？」


    「俺、妹と二人暮らしなんですけど、あいつの面倒も見てくれませんか……」


    「解わかった、合宿に連れてきてもいいわ。うちの社員誰かに遊び相手になってもらうから。カグツチのことも、妹さんにはうまく誤ご魔ま化かすわよ。それならオッケー？」


    「……………………はい……」


    　そんなわけで、八や雲くも先輩の口車に乗せられた俺は、あれよあれよという間に、インフレーム装着者ユーザーを集めた合宿に参加することになってしまったのだった。
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    　そして、合宿日当日。結構な早い時間に現地集合だったため、俺と奈な美みは早朝から家を出る準備をしていた。地元から江え戸ど島じままでは電車で向かうことになる。


    「ぴくにっくぴくにっくー、えへへー」


    　奈美は麦わら帽子など被かぶって、玄関の前からもうはしゃいで跳ね回っている。どうせ一泊ということで、俺たちの荷物はリュックサック程度にまとめてある。


    「随分楽しそうだな、奈美」


    「うん！　奈美ね、おとまりはじめてだから、うれしいんだー！」


    「あ、そうか……なんだかんだで、二人暮らしだと今までそんな機会もなかったもんな」


    　その楽しそうな表情を見ていると、まあ外泊もたまにはいいか、とまんまと騙だまされてしまいそうになるのだから俺も現金なもんだ。


    　俺は、はぐれないように奈美の手を引きながら、駅までの道を徒歩で行く。するとその時、奈美の足がぴたりと止まった。


    「ん、奈美、どうした？」


    「おにいちゃん、あ、あの……」


    　奈美はもじもじと身をくねらせている。


    「こ、こんなこといったらおにいちゃんおこるかな、おこるかな」


    　奈美がはわわ、と口を開いて語尾を二回繰り返すのは何か焦あせっている証拠だ。


    「どうした、怒らないから言ってみろ。忘れ物か何かしたのか？」


    「あ、あのね……もうおうちでちゃったけど……お……おしっこしたいっていったら……おこる？」


    「奈美……」


    　奈美は尿意を感じていることに心底申し訳なさそうな表情をしている。だから俺は──


    「怒るわけないだろおおおお！」


    「ひゃあ！」


    　奈美を抱かかえ上げて、猛ダッシュする。


    「奈な美み、まだ間に合いそうか？　とりあえず公園のトイレでいいか？　公園まで最速で、かつあんまり振動させないようにお前を連れてってやるからな！」


    「あ、ありがとうおにいちゃん……」


    　公園！　公園！　どっかに公園！　あった！


    「おりゃああああ！」


    　そして俺は、最寄りの公園に入ると、鬼神の如ごとき速さで奈美を女子トイレにエスコートする。


    「よし！　いいか！　もしこの近くにお前のおトイレを覗のぞこうとでもする変質者がいたらお兄ちゃんがブッ飛ばしてやるからな！　安心して放尿するといいぞ！」


    「お、おにいちゃんはずかしいよ……おっきなこえやめて……」


    「……さて」


    　俺は近くを見回す。さっそく不審者の確認だ。まあ、といっても、こんな朝早くからこんなところにそうそう不審者がいるなんてことは──


    



    　……見つけてしまった。


    



    　少し離れたベンチに、奇妙ななりをした一人のおっさんが座って、こっちをじーっと見つめていた。年としの頃は、三十代中盤といったところか。初夏の陽気にもかかわらず全身黒ずくめのコートを着込み、頭部は黒髪を後ろに流してまとめ、口くち髭ひげを盛大に蓄えている。なにより、右目から頰ほおにかけて存在する大きな傷跡が不穏な雰囲気を漂わせていた。その上、背中には奇妙なバックパックを背負っている。公園でスカイダイビングでも始める気か……。しかも、その不審者はこともあろうに。


    「やあ！」


    　俺と目が合った瞬間、気さくな笑顔で声をかけてきやがった。


    「……ど、どうも……」


    「時に少年。君はTweeterツウイーターをやっているかね？」


    　……え？　いきなり何を聞いてくるんだ、このおっさん。冷や汗がすごい勢いで出る。ましてや、初対面の人にTweeterの話なんて──と俺が困惑していると。


    「──いや、質問を変えようか。ネット上での心ない言葉に傷付いたことはあるかな？」


    　いきなり質問が変わった。なんだ、さっきのはただの興味本位からの質問だったのか？　ＩＴ関係の人で、市場調査してるとかなのかな……。俺はほんの少しだけ警戒を緩ゆるめる。


    「……まあ、なくもないですね」


    　本当はしょっちゅうだが。


    「そうだろう……？　でも昔はね、違ったんだよ」


    「昔？　違う？」


    「昔のネットには秩序があった。呪じゆ文もんのように『ネチケット』って標語があってね。ネットを扱う人々はお互いに気を遣いながら交流していたものさ」


    　するとおっさんは目を閉じ、すう、と息を吸い込むと──


    「ポピピポピピポピポパ」


    　高らかに空に向かって歌とも台詞せりふともつかない奇妙な独り言を発した。


    「……へ？」


    「ビーガガガポピーポピーウィンウィンウィンガガガガーガーガー、ビロンビロンビロン、ザーザーザー、ジョ───ザ────ザザザザ────」


    　しかも続けて口頭でわけの解わからない擬音を発し始めた。最初から疑ってはいたが、ここに来て役満コースで変質者確定である。


    「お、おじさん……だ、大丈夫ですか……」


    　俺は極めて頭部の方に関わる質問を発した。その声に、おっさんはぴたり、と独り言を止める。


    「おっと失礼。昔が懐かしくなってしまってね。つい口ずさんでしまった」


    「い、今のは……？」


    「ダイヤルアップ回線の接続音だよ」


    「ダイヤル、アップ……」


    　確か、電話回線を使うネットの通信方式だったか。もちろん、今ではとっくに廃すたれた技術だ。ましてや現役高校生の俺にとっては、なんとなく聞いたことがあるだけの言葉に過ぎない。


    「あのダイヤルアップ回線のモデム音はネットユーザーにとって福ふく音いんだった。あれが鳴るたびに、私は異世界に足を踏み入れるような厳げん粛しゆくな気持ちになっていたんだ。それが今は常時接続だろう。例えるなら、日本家屋に誰もが土足で上がっているようなものだ」


    「時代の変化ってやつじゃないですかね……でも、便利じゃないすか」


    　俺にとっては、いいことばかりではないが。


    「いいや。間違いなく、二○○○年代初頭ごろのインターネット文化の方が、現在のものより遥はるかに豊ほう穣じようで高こう尚しような文化を築いていたんだ。君は『テキストサイト』という文化を知っているかね？」


    「い、いえ……」


    「そうか。テキストサイト文化を知らないとは実に残念だ。ＨＴＭＬを操作できる選ばれた精鋭たちが、人々を楽しませることだけを考えながら、『フォントいじり』などの独自文章技術を研ぎ澄まし切せつ磋さ琢たく磨ましていた、恍こう惚こつ、陶とう然ぜん、忘ぼう我が必須のあの文化を……。そう。あの頃のネットには希望があった。ネットユーザーは未開の地を開拓するフロンティアで、これから自分たちの暮らしはネットによってどんどん良くなっていくのだと信じていた。だが──今のネットはどうだ？　携帯電話で国民のほとんどが常時接続の環境を手に入れた結果、何が起きた？　ネットに溢あふれているものは、陰口。粗あら探し。揚げ足取り。罵ののしり合い。叩たたき合い。本音を言い合うことすらできない。息苦しさしかない。こんなものは、俺が求めていたインターネットじゃない！」


    「は、はあ……」


    　俺を置いてけぼりにして、おっさんは拳こぶしを振りかざして熱弁する。


    「これが本当に、あの頃俺たちが夢見たインターネットの未来なのか？　……否いな！　インターネットは死んだ。今残っているのは、薄汚くて醜悪で腐臭を放つ、かつてあった文化の骸むくろだ。死者は、丁重に弔とむらってやらないとならない」


    　そんな演説じみた語りに俺が圧倒されていると、おっさんは俺の顔をじっと見つめてくる。


    「……実はね。今のインターネットを終わらせて、もう一度いちから新たな秩序あるネット世界を築こうとしている団体があるんだ」


    「え？　インターネットを──」


    　なんか、そんな連中が、どこかにいると聞いたことがあるような──。


    「君だって、もし叶かなうならインターネットで人々が傷付け合うことのない世界の方がいいだろう？」


    「そ、それはまあ──」


    「私についてこないか？」


    　おっさんは、今までより数倍増しで怖い口調で俺に尋ねてくる。


    　その瞬間、ぞくり、と総そう毛け立った。


    　俺を誘うその顔に、何か鬼気迫るものを感じたからだ。氷より冷たいものに触れたような。海より深い場所に落ちたような、そんな感じがした。


    「は、はは……」


    　俺は背筋を凍らせたまま、愛想笑いだけを返した。


    「お、おにいちゃん、奈な美みおといれでたよ……いこ？」


    　気が付くといつの間にかトイレから出た奈美が、俺の裾すそを引っ張っていた。


    「あ、ああ……じゃ！　すみません俺急ぐんで！」


    　俺は片手を上げると、さっさとその場を後にした。公園を出るまで、おっさんが俺の方をじっと見つめていたが、見て見ぬ振りをする。


    　はあ、それにしても──いるものなんだな、変質者。うん。インターネットを廃絶させようとしている悪の集団がある、とか八や雲くも先輩から聞いたことがあるような気がしたけど──あの人がそれのわけない。言動が怪しかったし、ただの変質者だよな。うん。そういうことにしよう。俺は何も見なかった。と、俺は半なかば無理矢理自分に言い聞かせて、今の人を『ダイヤルアップおじさん』と名付けて心の奥底にしまっておくことにしたのだった。
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    　俺たちが住んでいる、天照あまてらす高校のあるＫ県Ｙ市から電車で四十分ほど。


    　今回の目的地は同じ県に存在する、江え戸ど島じまという陸りく繫けい島とう。水族館や海水浴場もある名勝として知られている。その江戸島駅から実際に島の方に向かって徒歩で十分ほど歩いたところに、八や雲くも重工の保養所があるらしい。


    　江戸島駅に降り立った瞬間、奈な美みはくるくると回りながら喜びを表現した。


    「わあーーーー、うみだぁ！　うみのにおいがするよ、おにいちゃん！」


    「よかったな、奈美」


    「そういえばおにいちゃん、そのほようじょってどこにあるの？」


    「それは、地図が──あれ？」


    　俺は、鞄かばんの外ポケットを探りながら、声を上げてしまう。


    「どうしたの、おにいちゃん？」


    「……やべ、地図なくしたかも」


    「ええー」


    　鞄の外ポケットに入れておいたはずなのに。普段使いの鞄だから──うっかりどっかに落としたりしたのかもしれない。


    「……しゃあないな」


    　俺は八雲先輩に電話をかける。電話の向こうで何かを斬きったり魔法を唱となえたりしているっぽいゲーム音が聞こえる。


    『なによ。今、ダンジョン入るところなんだから、用件は手短にしなさい』


    「もしもし、八雲先輩ですか？　あの、俺たち、保養所への地図をなくしちゃって……もし可能なら、駅まで迎えに来てくれませんか？」


    『…………無能』


    　冷たく刺すような罵ば倒とうが聞こえる。それと同時に八雲先輩は溜ため息いきを吐ついて、了解、と短く言うと電話を切った。


    



    　初夏の日差しを浴びながら俺たち兄妹が江戸島駅で待っていると、十五分程度で日ひ傘がさを差した八雲先輩が迎えにきてくれた。


    「やー、すみません、先輩がわざわざ迎えに来てくれるなんて」


    「あなたたちを迎えるのにわざわざネトゲをやめて来てやったのよ。感謝しなさい」


    　やっぱり、ギリギリまでネトゲしてたのか、この人……。


    「やくもさん！　はじめまして！　さきさかなみです！　いつもおにいちゃんがおせわになってまして、ありがとうございます！」


    　奈な美みが、八や雲くも先輩に向かって慇いん懃ぎんに頭を下げる。


    「……八雲華か蓮れんよ。よろしく」


    　八雲先輩も不器用に、そっぽを向いたまま自己紹介する。俺に対する時よりも、ほんの数ミリぐらい態度が軟化しているような気もする。短い付き合いでも解わかるくらい不器用な人だが、どうやら奈美のことを嫌ってはいないらしい。俺は、こっそりと八雲先輩に耳打ちする。


    「あの、もう俺以外の参加者は全員来てるんですか？　その……『アレ』の装着者ユーザーは」


    「まあね。あなたが遅刻してくるから一斉に挨あい拶さつするタイミング逃のがしちゃったじゃない」


    「う……すいません……」


    　そして、そこからまた三人で十分ぐらい歩き、俺たちは目的地に辿たどり着いた。


    　鉄筋コンクリートで建てられた、表向きは八雲重工の所有する立派な保養所。だが、この地下には第一研究所より数倍の広さを持つ広大な訓練所があるのだという。


    「わあ、おっきなたてものだねー」


    　奈美が楽しそうに周りをきょろきょろ見渡している。


    「ねえ、おにいちゃん、それで奈美どこで待ってればいいの？」


    「そうだ。先輩、それで奈美の世話は……」


    「これが見るわ」


    「え？」


    「いらっしゃいませ、匂さき坂さか様。奈美ちゃんのお世話はお任せください」


    「あ、多た津づ島しまさん」


    　気が付くと、八雲家専属の執事、多津島さんが奈美の背後から肩に手をかけながらにこやかに微ほほ笑えんでいた。実は多津島さんは保育士の資格も持っているという話だった。まあ、多津島さんなら安心だろう。ということで俺は奈美と一旦別れて、訓練室に向かう。


    「じゃあ、おにいちゃん、かれんさん、またあとでねー！」


    「ああ、あとでなー！　良い子にしてるんだぞ───！　奈美─────！」


    　いつまでもぶんぶんと手を振っている奈美を見ながら、八雲先輩がつぶやいた。


    「確かに、よくできた妹ね。ていうか……仲いいわね。気持ち悪いぐらい」


    「ええ。色々あって、俺たち今ほとんど二人だけで力を合わせて生きてるんです。時々叔お父じさんは様子見に来ますけど」


    「そう。あなたんとこも、父親がいい加減だった口？」


    「……いや。うちは両親とは死別です。親父は立派な人でした」


    「……そう」


    　その発言に、八雲先輩は少し暗い表情を見せた。


    「テレビとかで見たんですけど、先輩のお父さんは、八雲重工の創業者なんでしたっけ？　今は何をしてらっしゃるんですか？」


    「まあ、どっかで生きてるんだろうけど……やつはだいたい世界中を飛び回ってるから、もう数年会ってないわ。……どこで何をしてるのかしらね、あのクズは」


    　なんとなく、そのことを尋ねると先輩が不機嫌になっている気がしたので、俺はそれ以上追及しないことにした。
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    　更衣室でいつものインフレーム装着用フィットスーツに着替えた後、保養所の地下に向かう下り廊下をつかつかと歩きながら、俺は八や雲くも先輩に尋ねる。


    「ところで、結局今日って何人ぐらい来るんですか？　全員女子だとかってのは聞いたけど」


    「あなた以外には三人。一人を除いて、あなたより先にインフレームを試していた先輩よ。年としは色々だけど。どう、緊張する？　先輩装着者ユーザーに会うの」


    「……い、いや、それは別に」


    　どっちかというと、女の子に会うという事実の方に緊張するのだが。


    「匂さき坂さかくんを迎えに行ってる間の時間がもったいないから、先に来てる子たちには順次、インフレーム装着のウォーミングアップをやってもらってたところよ」


    　そして、俺たちは廊下を抜け、やたら広い地下室に出た。ここが訓練室か。確かに、あの第一研究所のガレージより数倍の広さはありそうだ。あそこが一軒家ぐらいの広さだとしたら、ここはマンションが一ひと棟むねは建てられそう。


    「うん、やってるみたいね」


    　八雲先輩の声に導かれるように部屋を眺めると、確かに部屋の奥のスペースで一体のインフレームが激しく演舞しており、その少し手前にそれを立って眺めている二人がいた。俺たちはその部屋の中央にいる二人に向かって歩いていく。


    　八雲先輩はくるりと俺に振り返ると、手振りを交えてその二人を順に俺に紹介した。


    「じゃあ、合宿に参加する一人目。この子は当然、匂坂くんももう知ってると思うけど」


    「ああ、知ってるけど……まさか」


    　俺はびっくりして本人に尋ねてしまう。


    「……なんで、戌いぬ井いさんがここに？」


    「きょ、京きよう子こって呼んでって言ったでしょ！」


    　あの座敷犬みたいなミニマムサイズで正義フェチの俺のクラスメイト。戌井京子がそこにいた。京子の態度は相変わらずややつっけんどんとしている。というかそんなことより。


    　俺は八雲先輩を睨にらむ。


    「八雲先輩！　俺がカグツチで戦うからもう京子を無理矢理インフレームには乗せないって約束したじゃないですか！　なんで、京子がまだここに！」


    　すると、先輩は心外ね、とでも言いたげに唇くちびるを尖とがらせた。


    「無理矢理じゃないわよ。本人の志願。京きよう子こちゃんから、もう一度プロメテウスを装着するチャンスが欲しい、って直じき訴そされたの」


    「でも、京子、お前……こないだ泣いてたじゃねえか」


    　俺は京子の方を見る。京子は自信満々にＶサインを作った。


    「……もう平気。正義があれば大丈夫。正義の心で身長も伸びるよ！」


    「伸びないだろ！　なんだよその精神論！」


    　そこで、重大なことに気が付いて、俺は溜ため息いきを吐つく。


    「……それより……バレちまったな。俺があの時カグツチに入ってたこと」


    「えっ!?　……焔ほむら、隠してるつもりだったの？」


    　俺の発言に、京子は目を点にして驚いていたようだった。逆の意味で。


    「……へ？」


    　八や雲くも先輩が、信じられない、といった表情で俺の方を見てくる。


    「京子ちゃん普通に解わかってたわよ？　だいたい声でバレバレじゃない。匂さき坂さかくん、ちょっと抜けてるところがあるわね……」


    「う……そんな可哀かわい想そうなものを見る表情で見ないでくださいよ……」


    　それにしても、だ。俺は改めて京子の姿を見る。京子もインフレーム用フィットスーツを着ているのだが、俺の全身を覆おおうタイプに比べると、京子の着ているものは、股こ間かんが大きく切れ込んでいて、いわゆる太ももの絶対領域が剝むき出しになっている。


    「てか、女性用のインフレーム・フィットスーツ、フェチ度高くね？」


    「あ、あたしだって好きで着てないってばっ！」


    　京子はちょっと恥ずかしそうに、頰ほおを赤らめた。


    　ていうか、こうやって身体からだのラインを強調されると、ちんちくりんな京子でもなかなか色気があるんだな、と改めて思い知らされる。なんだか想像していたより、胸の凹凸の方も……。


    「じ、じろじろ見ないでよ……すけべ」


    「ほんとよ。匂坂くんって、性欲の化け物……セクシャル・モンスターね」


    「ひ、酷ひどい！　そこまで言わなくても！」


    　そんな俺の抗議をサラリと無視して、八雲先輩はもう一人の紹介へと移った。


    「それで、二人目がこの子。この子とは初対面でしょう？　年としは幼いけど、練習上ではあなたより先輩なんだから、最低限の敬意を払うように」


    　そして紹介された二人目は──びっくりするほどおどおどした女の子だった。


    「あ、あの、はじめまして……！　卯う月づき桃もも香かと申します……！」


    　おっかなびっくり話しかけてくる彼女──卯月ちゃんは、まだ中学生ぐらいに見えた。身長はさすがに京子より少しは大きそうだが、それでも百五十センチ台ってところか。フィットスーツのラインを見るに、正直胸はあまりなさそうだが、丁てい寧ねいに整えた黒髪が清せい楚そな印象を抱かせる。前髪の端には、二筋のまとまった毛が可愛かわいらしく垂れていた。世間的に言えば、思わず守ってあげたくなる女の子、って感じか。


    「どうも、匂さき坂さか焔ほむらです、よろしく……っていうか。君、いくつ……？」


    「は、はひっ！　ちゅ、中学三年生になります！　ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いひまひゅ……！」


    　やっぱり中学生か。卯う月づきちゃんは緊張のあまり、呂ろ律れつが回っていないようだった。それから卯月ちゃんは、にっこり笑って両手を合わせた。


    「あ、あのっ……！　や、八や雲くも先輩から聞いてますけど……さ、匂坂さんって日本で一番燃えやすい人なんですよね、尊敬してますっ……！　こないだの豪華客船上での戦いのビデオも何回も見ちゃいました！　あ……あのっ！」


    　卯月ちゃんはいきなり深々と頭を下げてきた。


    「わ、わたひをっ、弟子にしてくれませんかっ！」


    「……へ？」


    「あ、あの……わたし、うまくインフレームに乗れる自信がなくて……でも、匂坂さんはすごい人だと思うから……し、師匠って呼んじゃ、だめですか……？」


    　卯月ちゃんは、あまりに切なそうな潤うるんだ眼で俺を真まっ直すぐ見つめてくる。ここで断ったら、またそれこそ大泣きされそうだ。


    「い、いや……まあ……別にいいけど……が、がんばろうね……」


    　そう答えると、卯月ちゃんの顔が、華やかな喜びに満ちた。


    「あ、あ、あ、ありがとうございますっ……！　これからがんばりましょうね！　師匠！」


    　なんで俺、初対面でこんなに崇すう拝はいされてるんだ……。八雲先輩から、どんな尾ひれのついた話が伝わっているのかと思うと、若干不安である。でもまあ、こんなに可愛らしい子に師匠って呼ばれて尊敬されるのも、まったく悪い気はしない。まるで妹がもう一人増えたみたいだな──と俺が穏やかな気持ちになっていると、京きよう子こが残念なものを見るような目で俺を見ていることに気が付いたので、俺は咳せき払ばらいをして気を引き締め直した。


    　でも、そんなことより、卯月ちゃんを見ててちょっと気になるのは……。


    「てか、卯月ちゃん、そんなおどおどしてるのに、炎上とかして大丈夫なのか……？」


    　普段から虚勢を張ってる京子のメンタルがあんなにボロボロになるんだ。人を見かけで判断するのはよくないが、正直卯月ちゃんのメンタルはそんなに強そうに見えない。


    「あ、いえ、それは──」


    　何か言おうとした卯月ちゃんを制して、八雲先輩が先に言う。


    「ああ、実は彼女のインフレーム動作方法は『炎上』じゃないのよ。それは、今試運転してる子も同じなのだけど」


    「へ？」


    　そして、俺は改めて部屋の奥、トレーニングスペースで軽やかに動いているインフレームに目をやる。


    　そこには、プロメテウスともまた違う、今まで動いているところを見たことないインフレームが、バク転などを決めながら鮮やかに演舞していた。見覚えがないわけでもないので、たぶん第一研究所に置いてあった機体だ。ボディカラーの基調は白と黒。頭部のヘルメットには、猫耳のような出っ張りがある。背中には四枚の羽根のような飾りがついていて、妖よう精せいみたいな、なんだか無邪気なイメージを抱かせる機体だ。


    「あれが、インフレーム参さん号機『アフロディーテ』よ」


    　するとそこにロボットアームが、俺が第一研究所で戦っていたようなサイボーグ忍者を運んできて、アフロディーテの前に落とす。模擬戦でも始めるのだろうか。一番大きなモニターによると、現在アフロディーテのフレイム数値は３００。八や雲くも先輩が、アフロディーテにも聞こえるように大きな声を出す。


    「由ゆ希きちゃん、そろそろ仕上げにしなさーい！」


    「はーい☆　解わかったみょろー」


    　中に入っている由希と呼ばれた少女だろうか、可愛かわいらしい声の返事が聞こえた。


    「でも八雲先輩、あのインフレームは炎上で動くんじゃないって……じゃあどうやって……」


    「まあ、今から実演するから、見てなさい」


    　そして、アフロディーテは一瞬動きを止める。きっと、このタイミングで、新たなツウィートをしているのだろう。それと連動しているのか、訓練室のメインモニターには、今インフレームを装着しているらしき者のTweeterツウイーターが表示された。それは、こんなものだった。


    



    myoroky


    『今日ご飯おいしかったみょろ～』


    



    　そんな発言とともに可愛らしい弁当の写メ。その瞬間、ババババ、とＲＴリツウイートやコメントがポップアップで無数に表示された。


    『おいしそうだね！　いいね！』


    『ぶひいい　みょろきーのお弁当ぺろぺろおおおお』


    『晩ご飯は何食べるのー？　僕も食べて！　食べて！』


    　ご飯を食べた、という情報に、必死で大勢が食らいつこうとしている。


    「し、心底どうでもいい発言……でも……なんであれだけで……」


    　なんと、アフロディーテはあの下らない日常発言で新たに５００フレイムを獲得していた。


    「だって、ネットユーザーに大人気なトップアイドルのツウィートだもの」


    「……え？」


    「これで８００フレイムっ！　よぉーし、これで仕上げだみょろ！　みょろきーちゃん必殺ぅ！　〝ぷらいまる☆すぴ───ん〟！」


    　アフロディーテの胸部が開き、そこからベーゴマのような鉛状の物体が高速で射出される。そのベーゴマは凄すさまじい勢いでサイボーグ忍者の頭部を直撃し、粉々に破壊した。


    「はい、演習終了ー」


    　その八や雲くも先輩の掛け声と共に、アフロディーテは動きを止める。それから、軽快に飛び跳ねながらこちらに近づいてきて、俺たちの目の前で止まった。


    「は────いっ、おつかれおつかれちゃーんっ」


    「じゃあ由ゆ希きちゃん、装甲解除するわよ」


    「はーいっ」


    　そして、八雲先輩がリモコンを操作すると、アフロディーテの装甲がバラバラと剝はがれ落ちていき──


    「……えっ？　き、君……は……」


    　俺はあまりの驚きよう愕がくに言葉がうまく出てこない。そこには──なんと、俺でも顔を知っている有名人が立っていた。


    「紹介するわ。三人目のインフレーム装着者ユーザーで、専用機体は『アフロディーテ』。匂さき坂さかくんより訓練を始めたのは二か月先輩。猫ねこ宮みや由希ちゃんよ」


    　彼女は少し赤みがかった髪をふるふると震ふるわせて、猫のように汗を払い除のける。


    「……ふう！　汗かいちゃったみょろ！」


    　側頭部に、少しロールのかかった二つの遊び毛がぴょこんと飛び出した。きりっとした眉まゆや通った鼻筋は毅き然ぜんとした美しさを備えながら、万人受けしそうな幼さも残している。少し窄すぼめた唇くちびるからは、小悪魔のような悪いた戯ずら心も読み取ることができた。


    　とにかく、その顔は──青あお羽ばがＰＶなんかをさんざん見せてくれたので俺も覚えてしまった、トップアイドルの『みょろきー』こと猫宮由希そのものに間違いなかった。


    　インフレーム装着用ユーザーのフィットスーツ越しだと、はっきりした凹凸を持ったナイスバディがありありと解わかる。出るとこは出ていて、腰はきゅっとくびれている。抱きしめたらいかにも柔らかいだろうなあと思わせる、完かん璧ぺきな偶像アイドルだった。


    「はーい。よっろしくぅ☆　みんなのアイドル、いたずらエンジェル、猫宮由希だみょろっ！　みょろきーって呼んでみょろ～？」


    　そして、みょろきーは横ピースで笑顔を決める。青羽が持っていた雑誌でまったく同じポーズをしていた。恐らく今のが決めポーズなのだろう。そこで、みょろきーの視線はやっと俺に向けられた。


    「あれ、君が華か蓮れんっちが話してた、日本一燃える男の子の……？」


    「あ、ああ、匂さき坂さか焔ほむらです……」


    「同級生でしょー？　敬語はいいみょろよ。……焔っちね。ふーん……」


    　そして、みょろきーは急に俺の首筋に鼻を近付けてきて、すんすん、と匂いを嗅かぐ。


    「わ、な、何を……」


    　生のアイドルに顔を近付けられるなんて初めての経験だったから、その動作に心臓がドキドキしてしまう。


    「…………こんなんでみょろきーよりほんとに燃えるのかみょろ？」


    「え？」


    　びし、とみょろきーは俺に向かって指を突き付けてきた。


    「こないだはタイミングだけでインフレームの初実戦を取られちゃったけど、本当はみょろきーの方が先に練習してたし！　フォロワー数も多いんだみょろ！　覚えとくみょろ！」


    　少しだけ、対抗心のようなとげとげしさを感じる。え、これなんだ。縄張り争いか？


    「い、いや、その……」


    「由ゆ希きちゃん、喧けん嘩か売らないの。それにインフレームを動かすのに必要なフレイムはただのフォロワー数勝負じゃないわ。どれだけ、人の感情を揺り動かしたかよ」


    「……つーん」


    　みょろきーはそっぽを向いてしまった。可愛かわいいけど、なんかちょっと敵対心を持たれているようだ。もしくは、猫っぽい気まぐれな感じ。
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    「て、てか、なんでトップアイドルがこんなところでインフレームの練習してるんだよ」


    「だあって、お仕事は退屈だし？　せっかくのフォロワーさんを有効活用できるし？　なによりあれ着けるの面白いし～」


    　みょろきーは心底楽しそうに、笑みを見せる。まあ、気むずかしさはあるけど、性根から悪い子ではなさそうだった。というか……近くでまじまじ見るとさすがに可愛かわいいな。


    　だが、理解した。みょろきーはトップアイドルだから、炎上させるまでもなく人々のリアクションが集まる。だからそれでフレイムを稼げばいいわけか。あれ、とすると──。


    「えっと、それじゃ卯う月づきちゃんはどうやってインフレームを……？」


    　俺は、卯月ちゃんに改めて問い直す。この子もアイドルなのだろうか？


    「じゃあ桃もも香かちゃん、ちょうど由ゆ希きちゃんも終わったし、次はあなたのインフレームの乗りこなし方を見せてあげて」


    「は、はい……き、緊張するなぁ……」


    　そして、卯月ちゃんはトレーニングスペースに歩いていくと、両手を広げてインフレーム装着待機状態になる。すると床を割って現れたのは、これもたぶん第一研究所にあった、桃色のインフレームだ。ロボットアームはそのまま卯月ちゃんの身体からだ中にパーツを貼り付け、あっという間に装着が完了した。


    「これが、わたしのインフレーム。インフレーム肆よん号機『ダ・ヴィンチ』です」


    　ダ・ヴィンチの意匠は、他のインフレームの中で一番解わかりやすかった。ボディカラーがピンクで統一された上に、長い耳や赤い目は、あからさまに兎うさぎを模したデザインだ。全体的には、一番可愛らしいデザインのインフレームだといえる。だが、そんな形状の中で、とりわけ一つだけどうしても気になる部分があった。左腕の先に、大きな円盤状の物体が取り付けられているのだ。それは間違いなく、ダ・ヴィンチにしかない機構だ。


    「あは、やっぱりこれ気になりますよね。ここの部分、液タブになってるんですよ」


    「液タブ？」


    　それって……液晶タブレットだっけ？　液晶にタッチペンで絵を描くと、そのままパソコン内でも絵が描けるという、イラストを描く人用の機材……。


    「ちょうどいいじゃない、桃香ちゃん、実演してあげて」


    「は、はい……わかりました……」


    　その言葉と共に、ダ・ヴィンチは軽くしゃがみ込んだ。そのままどっしりと動かない。腰についているヒラヒラが恐らくスタビライザーで、重心を安定させているのだろう。そして結果、ダ・ヴィンチもとい卯月ちゃんは、まるで椅い子すに座っているような外見になった。


    「……あ、あの子何を──あれで戦えるわけが──」


    「まあ見てなさい。あれはまだ動力を獲得する前の段階。彼女はね──『神かみ絵え師し』、なの」


    「神かみ絵え師し!?」


    　そして、卯う月づきちゃんは大きな声で叫ぶ。


    『卯月桃もも香か、お絵かき一分一本勝負ミニ・ドロ、いきまーす……！』


    　ダ・ヴィンチの右中指がペンのように伸びて、卯月ちゃんはその先端を左腕先の液タブ部分に当て、さっとなぞった。そのまま、すらすらと水でも搔かき回すみたいに、卯月ちゃんは凄すさまじい速さでペンを運んでいく。さっきまであんなにおどおどしていたのに、イラストを描いている間は鬼気迫るようなオーラが見える。


    　またたく間にアニメ調で可愛かわいい女の子キャラのイラストが描き上がり、それが研究所のメインモニターに映し出された。しかも、あの若さでプロかと見み紛まがうようなうまさだ。


    「はい、じゃあ投稿しまーすっ！」


    　卯月ちゃんは、そのイラストをTweeterツウイーター上にそのまま投稿したようだった。すると。


    『うおーっ、〈そうおん！〉の優ゆうちゃんだ！』


    『すごい！　可愛い！』


    『さすがももぴょんさん！　めちゃ上じよう手ずです！』


    　そんな、賞賛のコメントとＲＴリツウイートがディスプレイにあっという間に並んだ。今ので４００フレイムを得る。彼女のインフレームはどうやら、自分のイラストに対する『感想』や『賞賛』の声をエネルギーに換えるということのようだった。


    「なるほど、それで『神絵師ダ・ヴインチ』か……。色んなやり方があるんだな……」


    　俺は心から感嘆の声を漏もらす。


    『て、照れちゃいます……』


    　卯月ちゃんはやたら恥ずかしがりながら、手元にあった訓練に使うコンクリートブロックをバンバン叩たたいた。衝撃のたびに、コンクリートは数センチ抉えぐれていく。まあ、フレイム溜たまってるからな……。


    　と、一通りインフレーム装着者ユーザーを紹介し終えて、八や雲くも先輩がドヤ顔を見せる。


    「……という具合よ。どう、解わかった？　でもまあ、インフレームの動力は結局のところ、ネットによって動かされる人々の『感情』なわけだから、結局一番効率的なのは『炎上』なの。そういう意味でも匂さき坂さかくんがいなくてもいいってことにはならないから、よろしくね」


    「は、はは……」


    　やっぱり、俺が装着者をやめるなんてそう簡単にはいかないらしかった。


    　そんな流れを締めるように八雲先輩は一息つくと、みんなを見渡して言った。


    「──さて。じゃあ自己紹介が済んだところで。本格的な練習に入りましょうか」
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    　八や雲くも先輩が集めた八雲重工のインフレーム装着者ユーザーたち、『ネットガーディアンズ』。その合宿、一日目午前。俺たち四人、というかインフレーム四機は訓練室の中央に横一列に並んでいた。その眼前には、総司令官の八雲先輩。


    「じゃあ、アフロディーテとダ・ヴィンチを動かすところはさっきみんな見たし、まず匂さき坂さかくんのカグツチの練習からいきましょうか。彼は炎上させたら日本一だから、みんな期待しててね。じゃ、匂坂くん、適当に炎上することつぶやいて」


    「……あの、八雲先輩」


    「……何よ」


    「そんな期待を煽あおるようなこと言われても、先に言っときますけど、わざわざ炎上しそうなことなんてつぶやきたくないですよ、俺は……」


    　俺のそのやる気ない態度に、みょろきーが激高する。


    「こらー！　焔ほむらっち、やる気ないなら帰れみょろー！」


    「う、うるさい！　炎上以外でフレイムを稼いでるやつに俺の気持ちが解わかるか！」


    　だが、八雲先輩はみょろきーを制止して、俺にこんなことを持ちかけてきた。


    「まあまあ、由ゆ希きちゃん。じゃあ匂坂くん。わざわざ炎上しそうなことはつぶやかなくていいわ。その代わり……今日のプロ野球の結果だけ教えて」


    「……は？」


    　俺は、八雲先輩が何を言っているのか判じかねる。


    「ちょっと気になっちゃったのよね。カグツチのウインドウから、スポーツ速報のページに飛べるから、そこから結果を見てコピペして」


    「なんで、わざわざ……まあ、それぐらいいいですけど……」


    　俺はコピペと投稿を実行する。その瞬間、八雲先輩が笑みを浮かべた。


    「匂坂くん。ぬかったわね」


    「え、ぬかったって何が……」


    「初対面の人の前での鉄則よ。『政治と宗教と野球の話はするな』。特に、野球というスポーツには熱狂的なファンが多いから、あなたがつぶやけば、さぞ──」


    　ちなみに俺が貼り付けたツウィートは、こんな感じだ。


    



    homura_16


    『昨日の試合結果（ベリーグ）


    　広島パープ　１-２　名古屋ゴンドラズ


    　東京スバローズ　２-３　阪神ナイガース


    　横浜ペイスターズ　８-７　東京パイアンツ』


    



    　すると、すぐに反応が来る。


    『おいコラ！　野球の録画見るの楽しみにしてたのに！　ネタバレすんなハゲ!!』


    『俺の贔屓ひいき球団が負けたのがそんな嬉うれしいか！　あぁ!?』


    『ベンチがアホやから野球がでけへんのや！』


    「ぐはぁ！」


    　俺は心象風景で、背中から刺された。


    「うん、今ので一気に１０００フレイム。匂さき坂さかくん、さすがね……たかがスポーツ速報のコピペで……どう？　由ゆ希きちゃん」


    　みょろきーは、歯を食いしばって悔しそうにしていた。


    「く……た、確かに、凄すごいかもしれないみょろ……」


    　納得されちゃったよ。それも悲しい。


    「さ、それじゃあ最後に京きよう子こちゃん、プロメテウス準備して」


    「よしっ……！　あたしも炎上がんばるぞ……！　正義のためにっ……！」


    　そういえば、京子のやつ。最初にまとめwikiができた時はアニメの批判で炎上してたけど、今回もアニメの批判で炎上するのか？


    　そして京子は、並々ならぬ決意を込めて、ツウィートを投稿する。それはこんなツウィートだった。


    



    happydog621


    『昨今の政治家は汚職ばかりで汚い！　投票率の低下が原因！　若者は選挙に行こう！』


    



    「なんだそれぇぇぇぇっ！」


    　俺は、思わず口に出して叫んでしまった。新聞の投書欄かよ！


    　確かに、正論ではある。だけど……炎上しようというのなら、これじゃダメだ。


    　首を傾かしげているのは、八や雲くも先輩も一緒だ。


    「……たった１００フレイム……。うーん、京子ちゃん、もうちょっと違うネタで炎上できないかしら？」


    　思った通り、今の発言で逆さか撫なでできたのは、その政治家の支持者らしきごく少数の人間だけだった。


    「は、はい……あれ？　お、おかしいな……よ、よし、違うのもう一回！　いけえっ！」


    　そして、京子は次のツウィートをする。それは──こんなものだった。


    



    happydog621


    『飛び出すな　車は急に止まれない』


    



    「ただの交通標語じゃねえかああああああああ！」


    　今度も俺は白目を剝むきながら絶叫でツッコミを入れてしまった。


    　結果、何回やっても、１００から２００フレイム前後。その後も俺たちは持ち回りでフレイムを獲得する練習を繰り返したのだが──京きよう子こだけはいつもダントツで最下位の成績だった。


    「……あ、あれー？　お、おかしいな、あはは……。ちょ、調子悪いのかなあ……？」


    　京子は恥を隠すようにぎこちなく笑って取り繕つくろう。そんな京子の笑みが消えると、八や雲くも先輩は──俺たちを見回してこんな提案をした。


    「ふう。ま、いいわ。そろそろ、気分転換がてら休憩にしましょ」


    　その時、みょろきーが叫んだ。


    「はーい、はーい。せっかく江え戸ど島じまに来たんだから、海に行きたいみょろ！」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　みょろきーの要望が通り、休憩時間はみんなで海に行くことになった。


    　いったん男女別になって水着に着替えて、男の俺は一人で砂浜までやってきた。まだ誰も来ていないようだ。初夏の日差しが眩まぶしい。


    「……いいもんだな、海は」


    　こんないい休日に炎上なんて、何やってるんだろうな、俺……。と、波打ち際で寄せては返す波を眺めて物思いに耽ふけっていると。


    「あ、し、師匠ー……！」


    　一番最初にこちらに向かって駆けてきたのは卯う月づきちゃんだった。


    「お、卯月ちゃん、女性陣で一番乗りだな。……っていうか卯月ちゃん、その水着」


    　真っ先に全身の紺色が目に飛び込む。卯月ちゃんは、いかにもマニア受けしそうな、学校指定ムードを漂わせた紺色のスクール水着を着ていた。しかもご丁てい寧ねいに、胸部には『３-Ｂ　うづき』とマジックで名前入り。俺は、その出いで立ちを眺めながら突っ込む。


    「なんでスク水……？」


    「あ、あは……うち貧乏なんで、スク水しかなかったんです……せっかくなんで、葉っぱだけ付けて出てくるかどっちか迷ったんですけど……」


    「葉っぱ、よくやめた。大正解だ。合ってる」


    「と、ところで師匠っ！　あ、あのっ、師匠って泳げますか……？」


    「まあ、一応人並みには……」


    「じゃ、じゃあ、後で泳ぎ方教えてもらえませんか……？」


    　卯月ちゃんが掌てのひらで少し顔を隠しながら、おずおずと話しかけてくる。


    「俺に教えられることなら、構わないけど……」


    「わーい！　えへへ……嬉うれしいです。師匠、バタフライで一ひと搔かき三メートルぐらい跳べるんですよね……？」


    「跳ばねえよ！　トビウオかよ！　だから卯う月づきちゃん俺に幻想抱きすぎ！」


    　無邪気に微ほほ笑えむ卯月ちゃんの真まっ直すぐな視線が痛い。そんな俺に、冷たい声が飛んできた。


    「あーあ、やれやれだみょろ、ここに超絶ナイスバディ現役トップアイドルがいるってのに、焔ほむらっち、中学生に鼻の下伸ばしちゃって。ロリコンなの……？」


    「……その声は、みょろきーか」


    　みょろきーの水着は、南国っぽいオレンジ色のビキニにパレオ。青あお羽ばに半なかば無理矢理グラビアでさんざん眺めさせられた肢し体たいが、いざ目の前にあった。……いやいや。青羽と話していた時は興味ないなんて言っていたが。いざ目の前にしてみると、俺は謝りたい気分で一杯だった。さすがに破壊力が違った。と、俺が見とれているのに気付いたのか、


    「はぷふーん、このすけべ～」


    　みょろきーは、謎なぞの笑い方で猫っぽく窄すぼめた口を押さえてほくそ笑んだ。


    「……くっ」


    　その時。今度は遠くからピーッ、ピーッ、とホイッスル音が聞こえてきた。


    「……なんだみょろ？」


    　京きよう子こが、ホイッスルを吹きながらやってきていた。京子は青ストライプのビキニだ。京子の場合は、直接的にエロいボディをしている……というわけではないのだが、いうなれば健康的なお色気を感じる。


    「こらーっ！　みんな準備体操の前に海に入らないで！　それは正義ジヤステイスじゃないよっ！　はい、みんなーっ。準備体操してから入るよ！　ジャスティス体操するよー！」


    　なんだよ、ジャスティス体操って……。


    　そして、そんな京子の後ろから。


    「あ──っ、おにいちゃーん！」


    「おっ、奈な美み！」


    　奈美もついてきていた。奈美の水着は、可愛かわいらしい色の幼女用水着。とはいえ、俺が選んでやったやつだから、奈美の天使性を除けば別に意外性はない。


    「わあ────うみだあ──────！　おおきい───！」


    「よかったな、奈美、海に来られて」


    「……うん！　……あれ？」


    　奈美がじっと、みょろきーを見ていた。


    「おねえさん、てれびにでてるひと？」


    「はっ……」


    　奈な美みの視線に気づいたみょろきーが、『はぷふーん』の表情を止める。そして、『よそいき』の笑顔を一瞬で作って奈美に向けてくれた。


    「はーい、そう、いたずらエンジェルみょろきーだよー。みょろきー……スマイルっ！」


    「わーい！」


    　すげえプロ根性だな……。


    　と、そこに。


    「みんな、何の話をしているの？」


    　最後に白ビキニの八や雲くも先輩がやってきた。俺たち全員が、息を呑のんだ。


    「これは……」「ま、負けたみょろ……」「に、二次元よりすごいです……」「だ、大正義だ……」


    　なんというか、八雲先輩の発育がいっぺんに全てを持っていってしまった。その凹凸の完かん璧ぺきなボディラインは、もはや一つの暴力と言ってもよかった。いったい天は何なん物ぶつを与えるのかって感じだ。


    　八雲先輩は、俺たちを見回すと、いきなりカメラを取り出した。


    「さて、そんなことより、まず記念写真撮るわよ」


    「え……？　八雲先輩なんでいきなり……」


    　そして、こんなことまで言い出す。
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    「じゃあみんな、匂さき坂さかくんを真ん中に密着してー」


    「なっ!?」


    　何が起きているのか解わからない。それと同じ気持ちだった人物もいるようで。


    「華か蓮れんっち、なんでみょろ！　みょろきーがなんでこんなやつと……」


    「由ゆ希きちゃん、ちょっと」


    　何やら、先輩がみょろきーに耳打ちする。


    「ふんふん、それならおっけー」


    　……何の相談だったんだ。すると、


    「かもぉーん、ぴぃーす」


    　みょろきーがまず、必要以上に密着してきた。


    「え……？」


    　戸惑っている他の面々に対しても、八や雲くも先輩が促うながす。


    「ほらほら、写真写真。みんな、もっと密着して──」


    　京きよう子こも照れながら俺の左腕を取ってくる。


    「や、や、八雲先輩、な、なんでこんなポーズで」


    「うん。そうそう。京子ちゃん、腕とか組めない？」


    「が、頑張ります……」


    　信じられない。夢ではあるまいか。鼻の下を伸ばすなと言われても、健全な高校生なら無理なシチュエーションになってしまった。結局、卯う月づきちゃんや奈な美みも交まじり、俺は全ての女子陣と肌が触れ合って、色々柔らかいものを重みで感じてしまう。しかも、日差しの海でリゾートだ。完全に、リア充っぽい写真になってしまいそうだ。


    「はい、チーズ」


    　最後に八雲先輩がとどめとばかりに背中から飛びつくように密着してきた後、タイマー操作で、シャッターがカシャリと落ちた。


    「ま、まいったなあ……。こ、こんな写真出回ったら、リア充死ねってまた……」


    　その時、俺ははっと気付いた。カメラを片付けている八雲先輩の背中にそっと問いかける。


    「……八雲先輩。もしかして今、いつか俺の炎上に使えると思って、わざとリア充っぽい写真撮ったんじゃないですよね」


    　八雲先輩は、後ろを向いたまま静かに答えた。


    「……勘のいいインフレーム装着者ユーザーは嫌いよ」


    「やっぱりそんな魂こん胆たんかよ！」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　それから俺たちがしばらく海で遊んでいると、急に腹の虫が大きく音を立てた。そういえば、朝も早かったし、今までろくにものを食べてなかった。


    「……先輩、ところでお腹なかすいたんですけど、お昼は……？」


    　俺のこの発言に、八や雲くも先輩はこともなげに言い放った。


    「あ、忘れてたわ」


    「はぁ？」


    「普段私ポテチしか食べないから、食に対して関心が薄いのよ」


    「不健康にも程があるだろ！」


    「まあ、いいじゃない。確か、その辺に水着でも入れるハンバーガー屋があったはずだから、みんなで行きましょう」


    「……もう、ほんと、いい加減ですね」


    



    　というので、俺たち一行はハンバーガー屋に来た。窓際の、海が見える席に六人で陣取る。


    「……ふう。せっかく江え戸ど島じまに来たんだからハンバーガーじゃなくしらすとか食いたいってんだよな」


    「ほんとだみょろ。江戸島に来たのにしらす丼食えないなんて焔ほむらっち可哀かわい想そうみょろよ」


    「……へ？」


    　横を見ると、みょろきーが既にしらす丼をむしゃむしゃと頰ほお張ばっていた。


    「どっから出した！」


    「出前頼んだみょろ」


    「ハンバーガー屋に他の店の出前を持ち込むな！」


    　一方京きよう子こは、『みんなが悩んでる間に、あたし先に買ってくる！』といきり立って、一足先に注文に行ってしまった。他の面めん子つはと言えば。


    「……匂さき坂さかくん、私は席に座ってるから、なんでもいいから食べ物買ってきて。お金はあとで私が全部出してあげるから」


    「奈な美みは、ハッピーセット！」


    「体ていのいいパシリすか。まあ、奈美の分のついでに買ってきますけど」


    　そこに、卯う月づきちゃんも手を上げた。


    「あ……わ、わたしも注文お手伝いします……っ！」


    「お、ありがと、卯月ちゃん」


    　そして、俺は卯月ちゃんと一緒に列に並ぶ。卯月ちゃんはにこにこしながらじっと俺を見ている。なんか、あまりに崇すう拝はいされると逆に居い心ごこ地ちが悪い。俺は会話を切り出す。


    「そ、そういえばさ、卯月ちゃん、若いのに絵上じよう手ずだよね」


    「あ、はい……わたし、家が貧乏なんで、お金がかからない趣味っていったら、小さい頃から絵を描くしかなかったんです。鉛筆と消しゴムさえあれば、一枚の紙に何回も描けますし」


    　そして、目を輝かせる。


    「だから、外食なんてのも久しぶりで……。はー、懐かしいです……」


    「好きなもん頼んでいいぞ。どうせ八や雲くも先輩のおごりだ」


    「はい、じゃあ遠慮なく頼みますね！」


    　列は俺たちの番に進み、卯う月づきちゃんは満面の笑みで店員に注文した。


    「すみません、お水ください！」


    「水かよ！」


    「あ、ご、ごめんなさい、いつもの癖くせで……。すみません、注文変えます」


    　そして、卯月ちゃんは恐らく奮発するつもりで──こう告げた。


    「すいません、お水とバーベキューソース（十円）ください！」


    「卯月ちゃん！　俺が注文するから！　運ぶのだけ手伝って！」


    



    「おーい、みんなハンバーガー買ってきたぞ」


    「ご苦労だったわね。この小切手帳に好きな値段を書き込んでおいて」


    「ハンバーガーに対してそういうことやる人初めて見ましたよ」


    「しらす丼うまうまみょろ」


    　みょろきーは本当にしらす丼を美う味まそうに食ってるし。改めて統一感のない連中だな……。と、その時だった。


    　俺の耳に、妙に脳天気な、いかにも何も考えてなさそうなチャラい声がレジ方面から聞こえてきた。その声は、こんな驚きよう愕がくの発言をする。


    「あんのー、さーせんー。店内でぇー、ハンバーガー百個ください」


    「はっ!?」


    　何が起きているんだ。俺は、すぐさまレジに向かって振り向く。するとそこには、茶髪、ピアス、制服着崩しという、『チャラさ三原則』に忠実な三人の高校生らしき男女の集団がいた。


    　店員が、困ったように聞き返す。


    「ハ、ハンバーガー百個……ほ、本当に店内で食べられますか……？」


    「ホラ、万札あんだからさー。はよだしてー」


    　リーダー格のチャラ男が、見せつけるように諭吉を揺すってひけらかす。


    「しょ、少々お時間をいただきますが……」


    「うっすー」


    　そして、少し時間が経たってから、そいつらの目の前にハンバーガーの山が積まれる。チャラ男たちは、真ま面じ目めに持ってきた店側を嘲ちよう笑しようするようにはしゃぐ。


    「わお、マジ笑けるんだけど。あいつらほんとに持ってきやがった」


    「写真撮らなきゃ写真」


    　そして、男の一人が自撮りモードでスマホを突き出して、写真を撮る。


    「ハンバーガー百個とハイチーズ、イエーイ」「イエーイ」「イエーイ」


    　そして、三人は顔を見合わせる。


    「でさ、伊い園その、お前これ食うの？」


    「食うわけねえじゃんw　花はな澤ざわは？」


    「ちょw　あたしもダイエット中なんですけどw　中なか嶋じま、捨ててきてよw」


    「だよなー」


    　そんな会話と共に中嶋が立ち上がって、おもむろにハンバーガーの山をゴミ箱に突っ込み始めた。その様さまを見て、まず卯う月づきちゃんが悲鳴をあげた。


    「ぎゃ、ぎゃーっ！　ハンバーガーが、ひと、ひとつ、ふたつ、みっ……！　つっ！」


    　そのまま、卯月ちゃんはぶっ倒れた。


    「卯月ちゃん？　卯月ちゃん！　き、気絶してる！」


    「うう……きっと桃もも香かっち、耐えられなかったんだみょろ……飽ほう食しよくの文化に……あまりの貧乏暮らしだから……」


    「んなあほな！」


    「ね、ねえおにいちゃん、あのひとたち……」


    「奈な美みちゃんは見ちゃダメよ。教育に悪いから」


    　八や雲くも先輩がすかさず、奈美の目を塞ふさいで見えないようにした。


    　一方、例のチャラい連中は、してやったとばかりに今度はハンバーガーの溢あふれるゴミ箱の写メを撮っている。ご丁てい寧ねいに、再度ピースサインまでして。


    「……あいつら……」


    　食べ物を粗末にするにも程があるその態度にさすがにムカッ腹が立ってきた。


    「腹立つよな、まったく……もし京きよう子こが見てたら……あれ？　京子は？」


    　俺の怒りより先に、気付いたら目の前でポテトを食べてた京子の姿が消えていた。


    「こらーっ！　君たちっ！」


    　俺が止める間もなく、あいつらに喧けん嘩かを売っていた。


    「速えええ！」


    　京子は、チャラ男連中に喧嘩を売り続ける。


    「あぁ？　んだよ」


    「い、今すぐ、肉とピクルスとイースト菌に謝れ！」


    　謝る対象は本当にそれでいいのか解わからないが、京子の挑発を受けてリーダー格の男が立ち上がった。上から見下ろすように、ガンをつける。


    「……んだてめえ。舐なめてやがんのか」


    「…………え？　あ、あの……」


    　京きよう子こが、息を呑のむ音が聞こえてきた。そして、涙目になると、


    「ご、ごめんなさい……」


    　解わかりやすいぐらい気が弱くなって謝ってしまった。


    「謝るぐらいなら最初っから突っかかってくんじゃねーよボケ！」


    　まあ、ごもっともだ。京子のやつ、また勢いで正義を主張してしまったものの、豆腐メンタルがヘタレちまったってところだろう。


    　だけど──俺にもやつらには一言言いたいことがあった。京子を庇かばうように、俺はそいつらの眼前に立ちはだかった。


    「おい、お前ら、その辺にしとけ」


    「んだよコラ！　てめえもなんか言いてえことあんのかよ！」


    「……お前ら、本当に人生を放り投げる覚悟はあるのか？」


    「あ？」


    「食べ物系はやめとけ。炎上でもトップクラスに酷ひどい超炎上するぞ」


    「はぁ、何言ってんのこいつ？」


    　ＤＱＮドキユン連中は顔を見合わせて俺を嘲ちよう笑しようする。何一つ危機感がないのだ。自分たちが今しでかそうとしていたことに対して。


    「口で言っても解んねえみたいだな……」


    　連中の理解の低さに溜ため息いきを吐つきながら、俺は自分のスマホを操作する。古傷にナイフを突き立てるみたいな心持ちで、とりあえず数年前、俺が四回目にアカウントを消す理由となったまとめサイトを開いた。かつて俺の『フライドチキンを床に落としてしまった』という発言が燃え広がったものだ。そのページの、一際強烈な自分への呪じゆ詛その群れを眺めながら──


    「ブハァッ！」


    　俺は精神的ダメージの高まりにより鼻血を噴出した。


    「ひっ！　な、なんだよこいつ！」


    　鼻血と、唾だ液えきでぐしゃぐしゃになった顔のまま俺は奴らににじり寄る。一応、まとめサイトの画面も同時に見せながら。


    「お、おい……こ、れ、が、食べ物系で炎上する、痛みってやつだ……見える、か……」


    「うわっ、寄るなっ！　汚え！」


    「わかったら……その写真をアップするのは……やめておけ……」


    「わ、わかった！　やめる！　やめるよ！　てかあんたあんま近く寄んなよ！　気持ち悪いから……ギャーッ！」


    　……が。そこで予想外のことが起きた。精神的ショックを与えすぎたのか、三人のチャラ男たちが次々にぶっ倒れたのだ。あまりの展開に、さすがに俺も驚く。みょろきーが口に手を当てる。


    「焔ほむらっちが、殺した……殺したみょろ！」


    「死ぬか、こんなことで！　お、おい、お前ら……」


    　俺が頰ほおを叩たたいたりしていると、次第にチャラ男たちは目覚める。


    「……あれ？　ここは、どこですか？」


    「え？」


    　明らかに様子がおかしい。三人は、憑つき物が落ちたみたいに綺き麗れいな目をしている。


    「僕たち、野球の練習をしてたら、いきなり、何か大きなロボットにでくわして……あれ、どうしたんだっけ」


    　ロボット……？　一体どういうことだろう。


    「い、伊い園そのくん、帰ろうよ……」


    「す、すいません……よく解わからないけど、僕たちもう帰ります。すいませんでした」


    　そして、三人組は生まれ変わったようにすごすごと帰っていった。


    「まるで催さい眠みん術が解けたみたいな豹ひよう変へんぶりだったな……」


    　その光景を見て、最後に八や雲くも先輩が一言だけつぶやいた。


    「ロボットに出くわした……バカッター状態になりかけてた……どうも気になるわね」


    　だがそれ以上追及しようもなく、ハンバーガー屋での出来事は妙なしこりとして俺たちの中に残ったのだった。
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    「さて。匂さき坂さかくんの鼻血も止まったところで──」


    　ネットガーディアンズ合宿一日目、午後。再び奈な美みと別れて俺たちはまた訓練室に戻ってきていた。


    「この時間は、インフレームの基本的な仕組みについて、座学で改めて説明するわ」


    　八雲先輩は、ホワイトボードの前に仁に王おう立だちし、指示棒をぺちぺちと手で叩きながら講義を始めようとする。俺をはじめ、装着者ユーザーたちは体育座りで四人並んで座っていた。せめて椅い子すぐらいくれてもいいのに。


    「インフレームは、ネット上での人々の反応を、フレイムと呼ばれるエネルギーに変換して動く。ここまではみんなももう解ってるわね。今回はインフレームのもう一つの側面──防御の仕組みについて説明するわ」


    　八雲先輩は、かつかつとホワイトボードに文字を書いていく。


    「──インフレームの防御の最大の要素。それは【感情メンタル連動シンクロ装甲フイールド】システム。要するに、インフレームはメンタルの状態に合わせて防御力が変動するのよ。同様に、感情に過剰な負荷がかかると、精神メンタル耐性デユラビリテイという数値が減少していき、臨界点を超えた瞬間、装甲は解除されてしまうわ」


    　なるほど。あのシージャック事件の時、京きよう子このプロメテウスが弾け飛んで装甲解除された、あれみたいな感じか。


    「はぷふーん。みょろきーは、みんなに愛されてインフレームを使うだけだから、精神負荷とかはあんまり関係ない話みょろね」


    「──でもね、負荷がないというのは、何もメリットだけじゃないわ。例えばこの指示棒で素直に匂さき坂さかくんの頭を叩たたいても、大した威力はないけど──」


    　八や雲くも先輩は、俺の頭をぺちぺちと叩く。


    「やめてください、そういう地味ないやがらせ」


    「こうやって、反動をつけて叩くと──」


    　八雲先輩は、指示棒をぐぐっと引いてから、弾性力で俺の額を打だ擲てきした。ペシーン、と小気味良い音が響く。


    「あたーーーっ！」


    「ね、効果抜群でしょ。負荷に耐えてこそ攻撃力は増すの。だから、防御以上に、インフレームで戦うなら必要になる技術、それが──」


    　八雲先輩は、ホワイトボードに、乱暴にその言葉を書き込んだ。


    「──【マックスペイン・インフレイム】！　各装着者ユーザーがメンタル負荷の限界を超え、自分の心身を極限まで磨すり減らして炎上することができた時──それぞれのインフレームは、『マックスペイン技』という超必殺技を使うことができるのよ！」


    　超必殺技って……格ゲーかなんかみたいだな。かっこいいのかかっこ悪いのか解わからない。


    「というわけで、マックスペインの目安を計測するためにも、とりあえずこの時間はみんなの精神メンタル耐性デユラビリテイを計測する時間にします」


    　八雲先輩は、段ボール箱の中をごそごそと探り、変な人形を取り出した。ぱっと見ピエロのぬいぐるみのようだが、手に矢印を持っていて、額にデジタルの数字計がついている。


    「これも私の発明品よ。その名も、メンタルチェッカー、メンチちゃん！　じゃあこの人形でみんなのメンタル数値を計測するから、じっとしててね」


    　八雲先輩はまず、メンチちゃんの矢印をみょろきーに合わせる。


    「なんなのみょろ？　これしき、トップアイドルには……」


    　すると、メンチちゃんがいきなり喋しやべりだした。


    『こいつ整形してんだってよ。胸もシリコンだって』


    「してないみょろおおおお！」


    　みょろきーがそのリアクションをした瞬間、ピピピ、と体温計みたいにメンチちゃんの頭部にあるデジタル数字が変化する。


    「由ゆ希きちゃんの精神メンタル耐性デユラビリテイ、３５０」


    　変な測定装置だな、また……。


    「……うう、いいのか悪いのかさっぱり解わからないみょろ」


    「ううん、一般人平均の精神耐性は２００程度だから大したものよ。とはいえ、この数値はメンタルの『キャパ容量総量』で、一回叩たたかれた時にどれだけのダメージを受けるかの『打たれ強さ』とは別の数値なのだけれどね。ＲＰＧ風にいうと、『精神メンタル耐性デユラビリテイ』がＨＰの数値、『打たれ強さ』が防御力って考えればいいわ。じゃあ次、桃もも香かちゃん。何か絵を見せて」


    「は……はいっ……」


    　卯う月づきちゃんは自作と思われるイラストを八や雲くも先輩に手渡す。それは、緑の身体からだに黒の縞模様を着けた男女が、浜辺で仲良く佇たたずんでいる絵だった。


    「なにこれ？」


    「スイカを擬人化したカップルのイラストです。あ、あの、わたし、なんでも擬人化してくっつけちゃうのが好きなんですっ」


    　すると八雲先輩の差し向けたメンチちゃんが、すかさず喋しやべる。


    『野菜に欲情してんのかよキモい絵見せんな！　しかもデッサン狂ってんだよ、タコ！』


    「ひいいいいいい！」


    　ピピピ、と音がして測定終了。


    「ええと……桃香ちゃんは精神耐性１００。ややキャパ少なめってとこかしらね。じゃあ次、匂さき坂さかくん」


    「……やだな、なんか言われるの」


    　俺のことだから、さぞ酷ひどい罵ば詈り雑ぞう言ごんが……と覚悟していると。だが、メンチちゃんは何も言わず……ただ、そっぽを向いて、口元を歪ゆがめた。


    『……へっ』


    「鼻で笑うだけかよ！　何も言われすらしないのかよ！」


    　だが測定できたらしい。


    「匂坂くんは、精神耐性５００。さすがに、この中で一番鍛えてるだけあるわね」


    「師匠っ、さすがです……っ！」


    「いや、鍛えたくて鍛えてるわけじゃ……それに、別にメンタルのキャパが大きくても痛みが減るわけじゃないし、嬉うれしくはないんですけど」


    「じゃあ、最後に京きよう子こちゃん」


    　京子か。これではっきりする。あまりに『メンタルが弱い』という印象のあった京子が、実際にはどの程度のものなのか……。そして、京子に向けてメンチちゃんが罵ば倒とうの言葉を叫ぶ。


    『おい、そこのナノ粒子！　肉眼で見えねえんだよ！』


    「ふ、ふわ……な、ナノ粒子…………」


    　そして、ピピピと精神耐性力が表示される。その数値は──


    「精神メンタル耐性デユラビリテイ……20」


    「20!?」


    　20。マジかよ。俺の二十五分の一じゃねえか。まだ比較的メンタル値の低い卯う月づきちゃんと比べても、五分の一だ。そんじょそこらの豆腐メンタルじゃないぞこれ……。


    「あは、あはは……」


    　京きよう子こは苦笑いしている。


    　だが、ここまで数値化されると、誰の目にも明らかだった。


    「……京子ちゃんは全然ダメね」


    「八や雲くも先輩、はっきり言わなくてもいいじゃないですか！」


    「ううん。ここは仲良しクラブじゃないの。京子ちゃん、あなたは──炎上しながら戦うにはメンタルが弱すぎるわ」


    「う……で、でも……あたしは……あ、あの、正義の心でがんばりますから！」


    「力の伴わない正義なんて、ただの言葉じゃない」


    「えっ──？」


    「だいたい、さっきの交通標語みたいなツウィートはなによ。あれで炎上する気あるの？　炎上する覚悟すらないんだったら、最初からインフレームを装着するのやめたら？」


    　八雲先輩の言葉は非常に手厳しい。


    「…………でも……あ、あたしは……あたしは正義のために……」


    　京子の声は花が萎しぼんでいくように小さくなり、しまいには黙って俯うつむいてしまった。


    　結局、その日の練習は、最後まで京子に笑顔が戻ることはなかった。
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    　保養所の浴場に、猫ねこ宮みや由ゆ希きと卯月桃もも香かが入浴していた。


    「ふみょ～」


    　由希は浴槽に浸つかり、足をふわふわとばたつかせていた。今にも泳ぎ出しかねない勢いだ。その隣には桃香が静かに浸かっている。


    「ねーえ、桃香っちぃ」


    　足を動かすのに疲れたのか、由希が湯船の縁にあごを乗せて桃香に問いかけた。


    「な、なんですか……？」


    「どう思うみょろ？　新しいパイロット二人。焔ほむらっちと京子っち」


    「え？　わ、わたしは……お二人ともすごく、尊敬してますし……がんばりたいです、みなさんと一緒に……」


    「みょろきーは、完全に認めたわけじゃないみょろ。とくに焔ほむらっち！　今度実戦があったら、絶対に焔っちよりみょろきーの方が活躍してやるみょろ！」


    　由ゆ希きからすれば、先にインフレームに乗っていたのは自分なのだ。


    「ま……でも、どっちかっつうと心配になるのは」


    「あ……京きよう子こ先輩、の方ですよね……？」


    　二人の見解は共通していた。


    「華か蓮れんっちに色々言われて、だいぶ落ち込んでたみたいだったみょろね～。随分思い詰めた顔だったみょろよ。あれ……やめる前の顔みょろよ」


    「わ、わたし、心配です……」


    「でもまあ、アイドル業界だって、向いてない子が淘とう汰たされるのは、しかたがないともいえるし。世の中、そんなに甘くないってのも事実みょろ」


    「じゃ、じゃあ、猫ねこ宮みや先輩は……このまま京子先輩がやめちゃってもいいと思うんですか……？」


    　由希は、ちゃぽん、と湯船を強く叩たたいた。


    「……いいわけないみょろよ！　……焔っちにしろ、京子っちにしろ…………ちゃんと納得して、負けたって言ったり、見送ったりしたいみょろよ」


    「……そうですよね……」


    「しょうがないみょろよ。まあ、世の中、なるようにできてるみょろ」


    　浴場は、心のガードが洗い流される。二人は、また湯気に混じって、溜ため息いきを吐つくのだった。
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    　合宿一日目の練習メニューは全て終わった。夕食と入浴を済ませた後、俺は自分に割り当てられた部屋のベッドに身を横たえていた。時刻はもう十時過ぎだ。


    「……疲れた……身も心も……」


    　身体ばかりでなく、心もボロボロになるのが、炎上合宿の辛いところだ。そんな時、ピロリン、とスマホの音が鳴ってメール着信ランプが光った。


    「お、返信かな」


    　少し前、小こ塚づかさんに詳細は明かさず、勉強会みたいなもので合宿に来ているのだとメールを送ってみたのだ。アイドルのみょろきーに会ったとか、神かみ絵え師しの子に会ったとか、その辺の話を織り交まぜながら。


    『よくわからないけど、楽しそうな合宿だね～、がんばってね～』


    　末尾には可愛かわいい絵文字付き。やはり、小塚さんは癒いやしだ。


    「………………」


    　俺はスマホのアプリを開き、Tweeterツウイーター上のとある個人ページに飛んでみた。


    『週末だし、今日は映画を観に行ってきたよ～。アニメで、【ハマと釣りの社長】っての～。おもしろかった～』


    「元気そうだな、よかったよかった」


    　最近つい開いてしまうそれは、小こ塚づかさんのアカウントだった。


    　俺はTweeterでフォローこそしていないが、小塚さんのTweeterアカウントは把握していて、こっそり見ているのだった。


    「……ん？」


    　その時、コンコン、と俺の部屋をノックする音が聞こえた。こんな時間に誰だろう。奈な美みかな……？


    「ほ、焔ほむら……あたし……は、入ってもいい？」


    「なっ!?」


    　京きよう子この声だった。


    「ちょ、ちょっと待ってくれっ！」


    　慌てて俺は身だしなみを少し整える。時刻は、十二時を回ろうとしていた。深夜に、女の子が部屋に来る……なんて、どういう理由でもさすがに緊張する。


    



    「よ、よう」


    「う、うん」


    　少し時間を置いてドアを開けると、京子が、なぜか大きな荷物を持って立っていた。また服装も、完全にこれから外に出かけるような着込み方だ。


    「ど、どうしたんだよ、こんな時間に……男の部屋に来て」


    　とりあえず、俺は京子を部屋に招き入れる。


    「あ、あのさ。あたし、焔に相談したいことがあってさ」


    「相談？」


    「え、えーっと、その…………」


    「…………」


    「…………………」


    　二人とも緊張で言葉少なになる。なんとなく所在なく、俺たちは同じベッドに二人、一メートルぐらいの距離をあけて座った。しばらくの沈黙の後、京子は決意したようにつぶやき始めた。


    「あたし、向いてないのかな……」


    「何に」


    「正義に……」


    「……向いてるとかあるのか、それ」


    「さっきね。気付いたんだ。あたしね……豆腐メンタルだったみたい」


    　いや、それは知ってた。……なんて言えるか。


    「あの……あのさ……なんで、焔ほむらは平気なの？」


    「平気って？」


    「炎上するのが……」


    「別に平気じゃない。何万回炎上したって──心を傷付けられたら血は出るさ。八や雲くも先輩も言ってたろ。叩たたかれて成長するのはメンタルのキャパだけで、痛みは別の話だって。……俺が思うに、炎上が平気だって言うやつは、多かれ少なかれやせ我慢してるだけだ」


    　心構えでできる痛みの軽減は、ただの麻酔みたいな誤ご魔ま化かしにすぎない。どこかでしっかり傷付いているのだと俺は思う。


    「でも──それができるんだから、やっぱ強いよ、焔は。あたし、傷付くのも怖いし……うまく炎上もできないみたい」


    「正論ってのがやっぱ弱いんだろ。いっそ、もっと露ろ悪あく的てきなことつぶやいてみるとかどうだ？　逆に気が楽になったりするかも──」


    　俺が提案するも、京きよう子こは意固地に首を振った。メンタルは弱いのに、そのあたりは頑固なんだな。


    「……なあ。気になったんだけどさ……お前、なんでそんな正しさに拘こだわるんだよ」


    　京子は少し考える素振りを見せる。


    「……誰にも言ったことなかったんだけど……聞いてくれる？　……あたしが、どうして正義に拘るようになったかの話……」


    「聞くよ」


    「うん……。きっかけは、小学生の時だったんだ……」


    　そして京子は、自分の過去を語り始めた。
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    　あたし、戌いぬ井い京子は、周りの誰よりも弱虫な子供だった。


    　鬼ごっこで追いかけられては泣き、節分の時に鬼に扮ふんした先生が怖くて泣き、かくれんぼで一人になることが怖くて泣くような子供だった。


    　だから、小学校低学年の頃からずっと、当然のようにいじめられていた。


    　小学生というのは、自分たちと異質なものがあれば排除しようとするものなのだ。


    　そんな境遇に変化が訪れたのは、小学校六年生の時だった。


    



    「ふええ……ふえっ、ふええ……あたしの、ものさし、どこぉ……」


    　夕暮れる教室の中、あたしは泣きじゃくりながら自分の机やゴミ箱の中を一心不乱にまさぐっていた。物差しがなくなったのだ。いつものパターンだと、たぶんいじめっ子グループが面白半分に捨てるか隠すかしたのだろう。


    「うう……ものさし……ものさし、ないよぉ……」


    　床に額を擦こすりつけて探していると、突然、あたしの目の前に、一足の上履きが現れた。


    「え……？」


    　顔を上げる。いつの間にか、同じクラスの久く米めちゃんが立っていた。長い黒髪を後ろでポニテにした久米ちゃんはいつも教室の隅すみで物静かに本を読んでいるタイプで、六年生で同じクラスになってから数か月経たつが、あまり話したこともなかった。その久米ちゃんが手に持っているものは、一本の竹の物差しだ。しかも、久米ちゃんの名前まで入っている。


    「え……どうしたの、久米ちゃん？」


    　あたしが尋ねると、久米ちゃんは静かに、その物差しをあたしに差し出した。


    「……これ、京きよう子こちゃんに貸してあげる」


    「でも……」


    「あたし、プラスチックのもう一本持ってるから、大丈夫だよ」


    「久米ちゃん、違うよ。そういう……そういうことすると……」


    「だって、正しくないじゃない、いじめなんて」


    「でも、そんなことしたら……」


    「……いいの」


    



    　──案の定。翌週から、あたしだけでなく、久米ちゃんもいじめの標的に加わっていた。


    「ごめん……久米ちゃん、ごめんね……」


    　トイレ中に頭からホースで水をかけられた久米ちゃんの頰ほおをハンカチで拭ふきながら、あたしは涙をぽろぽろ流して、何度も謝る。


    「……ううん。大丈夫。正しいことをしたんだから、後悔はないよ」


    　毅き然ぜんとした態度だ。すごいな、と感心してしまう。


    　久米ちゃんは、いつだって頭が良くて大人びていて、あたしよりずっと先に進んでいて、難しい本を読んでいた。


    「久米ちゃん、それ、何の本読んでるの……？」


    　いつかあたしは、放課後に自分の席で本を読んでいる久米ちゃんに聞いたことがある。久米ちゃんは自分が読んでいた、分厚い大判の本の表紙をあたしに見せてくれた。


    「ロールズの『正義論』。京子ちゃん、読む？」


    「う、ううん……たぶん、あたしが読んでも解わからないから──」


    　そして、久く米めちゃんは窓の方の空を見つめながらこう言った。


    「ロールズはね、ベンサムの功こう利り主義に異を唱となえた人なんだ」


    「べんさむ……？　こ、こおりしゅぎ？」


    「ベンサムの功利主義のモットーは『最大多数の最大幸福』。つまり、社会全体で幸福の量が最大になるのならば、一部の人を切り捨てても構わない。それが正義だってこと。でも、私はそれは正しくないと思う。最低状態の人たちにこそ、正義は適用されなければいけない。だから私は──憎むんだ。冷たいこの世界を。そのシステムを」


    　そして、久米ちゃんは本を置き、顔を近付けてくると、あたしの額に額をつけた。桃のシャンプーの香りが鼻をくすぐって、ドキドキする。


    「ねえ京きよう子こちゃん。一緒に、闘争しよう？」


    「とうそう……？」


    「いじめっ子グループはせいぜい数人でしょ。私たち二人なら、戦える。私たちは、社会的弱者なんだ。だから、正義を貫くために身を寄せ合うように生きていないとだめなんだ」


    「うん……」


    「私たちは、正義の戦士なんだ。がんばろうね」


    「うん……うん！」


    　本当のことを言うと、よく解わかっていなかったが、あたしは何度も頷うなずいた。


    　それは、盟めい約やく。


    　何もかもが必死で、必然で、必須で。


    　あの頃あたしたち二人は、生きるのに精一杯だった。


    　それでも、正しく生きようと決めたのだ。


    　正しく生きることは、普通に生きることよりさらに痛いのだとしても。


    



    　ところが、それから数か月もしないうちに、盟約は静かに終わりを迎えた。


    　まず突然、久米ちゃんが学校を休むようになった。一週間経たっても、二週間経ってもやっぱり久米ちゃんは学校に来ない。勇気を出して久米ちゃんの家に電話をしてみても、通じない。心配していたら──数日後、あたしの家に一通の手紙が届いた。その差出人を見てあたしははっとする。久米ちゃんからだ。


    　あたしは、自分の部屋に飛び込んで、ペーパーナイフを操る手ももどかしくその手紙を開封すると、布団に潜りながらその手紙に目を通した。


    『京子ちゃんへ。たぶんこれが届くころには、私はもう京子ちゃんの側にいないと思う。だからこれは、お別れの手紙だ』


    　お別れ。その文字列を見て、胸がどきんとした。お別れって。どういうこと？


    『実はね。私こないだ、あるものを見つけたんだ。京子ちゃん、【裏サイト】って知ってる？　簡単に説明すると……携帯から書き込める掲示板。極端に悪意にパラメーターを割り振った、ね。いじめの計画や対象がそこに書き込まれたりする。それでね……私たちは今まで、敵はいじめっ子グループだけだと思っていたでしょ？　でもね……そこを読んだら……』


    　次の行にあたしは息を飲んだ。


    『そこには私と京きよう子こちゃん以外のクラス全員が参加していた』


    　なんてことだ。あたしの目の前が箱で閉ざされたような感覚に陥おちいった。それは、久く米めちゃんも同じだったのだろう。心なしか、そこからの文字も少し震ふるえている。


    『それを見た時、詩的に言えば、私の正義の翼は折れちゃったんだ。京子ちゃんは、それでもまだ一緒に闘おう、って言ってくれるかな？　でも──私は、もうダメ。一度剝むき出しの悪意に触れてしまったから、もうこのクラスにいることはできない。実はと言うと、私の身体からだ、前回京子ちゃんに会った時と、少し違ってるんだ。太い注射針と白い布が私の腕に巻き付いている。詳しくは語らないけど、それが今回直接さよならを言わないで去る理由。見苦しい姿を見せたくはないっていう……私のわがまま。許してね』


    「久米ちゃんっ……」


    　もう耐えきれない。そんな思いをして、なんで。なんで、何も言ってくれなかったんだろう。そして、どんな気持ちでこの手紙を書いているのだろう。考えるほどに、あたしの心は、沼に沈んでいくみたいに暗くなっていく。


    『私はね、自分がこの世界にいるはずの人間じゃないってずっとずっと感じていて、どこかへ飛んで行きたかった。それでも、これ以上ない残酷さで、現実は私を地面に叩たたき付けた。だから──せめて、私は最後の抵抗をすることにしたんだ。冷たい世界に対する、自爆テロ。私は裏サイトのアドレスを親や教師たちに告発して、クラスの憎悪を一身に背負ったまま学校を去ります。一回ネットワークを破壊しちゃえば、少なくとも京子ちゃんの卒業くらいまではもつだろうと思うから。どうか、京子ちゃんの世界が幸福でありますようにって祈ってます』


    「うっ……うう……」


    　ぽとぽとと、拭ぬぐっても拭っても水滴が手紙に落ちる。久米ちゃんがしてくれたことよりも、あたしが久米ちゃんのために何もできなかったこと。そのことの方が悔しかった。


    『それから、できれば──折れてしまった私の翼の分まで、京子ちゃんは正義を貫いてくれると嬉うれしいな。ねえ京子ちゃん。あなたは、煉れん獄ごくを往ゆく私にとってのベアトリーチェだったんだ。何だか、私だけ救われちゃってごめんね。貸していた竹の物差しは、京子ちゃんにあげます。私だと思って、大事にしてください』


    　そこで手紙は終わっている。あたしをその手紙を何度も何度も読み返しながら、手紙をくしゃくしゃに抱きしめる。


    「久米ちゃんっ……！　……あたしは……！」


    　あたしは、久米ちゃんに伝えてあげたかった。


    　あたしだって、その正義に救われてたんだよ、って。


    　だけど、それを伝えることは叶かなわず。私の手元に残ったのは竹の物差しだけだった。


    　後悔は、いつだって何かを失った後に起きるのだ。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……そんなことが、あったのか」


    　京きよう子こは、例の物差しを背中から取り出してみせた。


    「それが、この物差し。だから、その日以来、久く米めちゃんの意志を継いで、あたしは正しいことをするって誓ったんだ。この物差しに」


    　伝聞だけでも、自責の念の質量は確かに感じられた。それが、あんなにメンタルの弱い京子を、正義主義者として突き動かすものの片へん鱗りんなのだろう。


    「でも……久米ちゃんみたいになりたいって思ってがんばってきたけど、結局あたしはニセモノの正義で、落ちこぼれだった……だからメンタルも弱いしフレイムも集まらないんだ……」


    「……あのさ、京子」


    「うん……なに？」


    「俺はずっとネットに触れてきたから解わかるんだけどさ。人気ブログを作るのに一番大事なことって、なんだか知ってるか？」


    「え？　なんでブログ……」


    「いいから」


    「わ、わかんない……すごい面白い記事を書くとか……？」


    「毎日更新」


    「毎日……」


    「お前のいいところは、まっすぐな所だと思う。せいぜい正論程度でなんで反論が来るかって、眩まぶしすぎるからだ。だから……その正義を──信念を貫き続けろよ。そしたらいつか……報むくわれると思うんだけどな」


    　京子は、しばらく考えるが。


    「でも……それでも、プロメテウスは、カグツチにもアフロディーテにもダ・ヴィンチにも敵かなわなかったんだ……八や雲くも先輩のいう通り、力のない正義はただの言葉なんだよ……」


    「京子……」


    　何と言ってやればいいのか解らず、俺も黙り込む。


    「だから、あたし……あたし……」


    　京子は、決意を込めて、その言葉を押し出したようだった。


    「……あたし、インフレーム装着者ユーザーを引退することにした！」


    「なっ!?」


    「ほんとはね……あたし、焔ほむらの相棒になりたかった。一緒に戦いたかった。でも、足を引っ張るだけみたいだし、焔には敵かないそうもないし……。だから、これからは……普通の正義マニアに戻るね……」


    　普通の正義マニアって、わりと字じ面づらだけで普通ではないが。


    「ねえ、焔。約束して……？」


    「何を？」


    「あたしの分まで、正義の心で戦って？」


    「そんな期待されても、俺だってニセモノだよ。ヒーローなんて……柄がらじゃない。だって、客観的に見てみろよ。俺、基本的にはネットで炎上してる人だぞ？　どう控えめに見ても、痛い人だぞ？」


    「ううん。焔は、ヒーローだよ。あたしは……信じてるから」


    　京きよう子こが、あんまりにもまっすぐ俺の目を見てそれを言うから。なんとなく俺はドキドキしてしまい、わざとぶっきらぼうに言う。


    「……まあ、できるだけは、やってみる」


    　京子は俺のそばに近づくと、握り拳こぶしを作って、俺の胸をぽんと叩たたいた。


    「あたしの正義！　焔に、託すからね！」


    　本当を言うと、相棒になりたいってその言葉は嬉うれしかったんだけど。それを言ってもどうしようもないことも解わかっていた。


    「……お、おう」


    　そして、京子は納得したように頷うなずく。


    「うん。じゃあ、あたしは今から、家に帰るから」


    「え!?　ちょっと待て、帰るったって、電車ないだろ……」


    「と、徒歩で……」


    「電車で四十分だぞ。どれだけかかると思ってるんだ」


    「で、でも、あ、あたしは……もう失格した人間だから……」


    　切れ切れの言葉から、京子の無念さが伝わってくる。


    「あ、あたしは……い、インフレーム装着者ユーザーを……し、失格したから……」


    　それ以上、言葉は紡つむがれなかった。


    「……え？」


    　気が付くと、とさ、と。俺の胸元に軽い感触。自然な流れで、京子が俺の胸板に顔を寄せていた。


    「お、おい」


    「──うっ……」


    　京きよう子この肩が小刻みに震ふるえ──


    「うわあああん……」


    　ダムが決けつ壊かいしたみたいにぼろぼろと涙を流した。


    「お、おい、落ち着け。な」


    　俺は恐る恐る京子の右肩を叩たたいて落ち着かせてやる。自然と、二人の距離は近くなる。そんな中──俺は、左手に温かい感触を覚えた。見ると、京子が俺の左手を握ってきていた。


    「う……う……」


    　握っていいかとも聞かずに。だから俺は──


    「……」


    　何も言わずにその手を握り返してやった。


    　それから十分近くにわたって、京子は嗚お咽えつを繰り返したのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……京子……」


    　もう、とうに就寝時間を過ぎた深夜。俺はしばらく、天井を見つめながら考えていた。


    　そんな時、いきなりスピーカーから八や雲くも先輩の声が流れてきた。


    「あー、匂さき坂さかくん、聞こえる？　聞こえたら地下の訓練室まで来てちょうだい」


    



    　訓練室に行くと、八雲先輩が一人でいたのだが……変な雰囲気だった。


    「匂坂くん、ちょっと新兵器を作ってみたから実験に付き合って」


    「……なんのつもりです、それ」


    　八雲先輩は、インフレーム用フィットスーツを着込んでいた。非常に形のよい先輩のボディラインがくっきりと強調されている。


    「決まってるじゃない。私自らがフレイムを獲得する実験よ！」


    　そんなマッドサイエンティストっぽい台詞せりふを発しながら、先輩は自分のフィットスーツに、吸盤やプラグのようなものを次々取り付けていく。


    「試作品だけれど。私がいつもログインしてるネトゲ『エゼルオア』のマネーを変換して、インフレームが戦う支援力にするという新兵器を作ってみたのよ。名付けて、Ｒリアル・Ｆフレイム・Ｔトレード機構！」


    「よく考えますねそういうこと……」


    「伊だ達てにネトゲに私生活の全てを費やしてないわよ」


    「それ、普通にダメ人間宣言ですよ」


    「それより、まあ、見てなさい。私が所属しているギルドの面々に、ちょっとマネーを融通してもらうから。ネトゲ経験が長いだけあるコミュニケーション力を見せてあげるわ」


    　そして、八や雲くも先輩はパソコンの前に座り、ネトゲ世界にログインする。俺は緩ゆるいソファに座って、その様さまを横からディスプレイで見せてもらうことにする。


    　ギルドの集合場所らしき丘の上には、既にアバターがたくさん集まっていた。


    『あ、karen_eightcloudさんこんにちは！』『お久しぶりです、karen_eightcloudさん』『え、karenちゃんいるの……？』『あ……karenさん来たんだ……』


    　八雲先輩が、その十人ほどのギルドメンバーから、次々と話しかけられる。


    「うわ、顔広いですね先輩。なるほど、ここでマネーを分けてもらうわけですね」


    「ふふ、これがコミュ力」


    　なんだか楽しそうだ。その時、先輩の表情が少し硬くなった。


    「……え？　新しいギルド参加希望者が来てる？」


    　画面の下にメッセージが表示されていた。


    『すいません、初心者なんですけど、色々教えてもらえますか？』


    　その冒険者の防具類は部外者にも解わかる「初期装備」っぷりで、いかにもゲームを始めたばかりという風ふう采さいだ。


    「お、チャンスですよ先輩。ここで恩を売ればマネーがもらえ……八雲先輩？」


    「……………………」


    　八雲先輩は無言のまま、その冒険者に何の躊躇ためらいもなく最強呪じゆ文もんで総攻撃を仕掛けていた。初心者の冒険者は、なすすべもなく一瞬でＨヒツトＰポイントを失い、大地に倒れ伏す。


    「ぬあああああっ！　なにしてるんですかあんた！」


    「こんな初心者、足手まといになるから即ＰＫプレイヤー・キルよ！　初見逝いってよし！」


    「優しさの欠片かけらもねえ！」


    「それはさておき、あなたたちのマネーをよこしなさい、っと……メッセージ入力」


    　八雲先輩は、息つく間もなく、金銭の譲渡を要求する高慢なメッセージをギルドに向けて送信する。


    「…………」


    　八雲先輩の表情が固まっている。


    「どうしたんですか？」


    「…………たった今、ギルドメンバーの総意で、私が垢あかバン（排除）されたわ」


    「コミュニケーション下へ手たすぎぃ！」


    「ガッデム！」


    　八雲先輩はキーボードを床に叩たたきつけた。興奮した気持ちを落ち着けるようにしばらく肩で息を整えてから、ゆっくりと振り返る。


    「……というわけで、新機構の実験は失敗に終わったわ。おかしいわね、理論上は問題なかったのだけれど。残念だけど、しばらくは支援機構の実装は諦あきらめて」


    「いや、先輩の交渉が絶望的に下へ手ただったせいですよね。コミュ力を見ろとかなんとか」


    「そんなコミュ力なんてものがあったらネトゲなんかにハマってないわよ！」


    「開き直りやがった！」


    　なんだかんだで学校では仮面を被かぶれる先輩も、本性が剝むき出しになる。ネトゲは、そんな恐ろしい場なのかもしれない。


    



    「……ふう」


    　フィットスーツから着替えてきた八や雲くも先輩は、だるーっとしたパジャマで再び訓練室までやってきた。そして、しれっと、ソファに座っていた俺の膝ひざの上に乗ってきた。


    「……匂さき坂さかくん。ちょっと、ここ貸しなさい」


    「なんでわざわざこのポジションに……」


    「いいじゃない、座ざ椅い子す」


    　知らなかった。俺、ついに人間ではなくなったのか。


    「そんなことしてると、先輩のこと、ただの寂しがり屋認定してやりますよ」


    「……別に、したければすれば」


    　こんなしおらしい八雲先輩は、初めて見る。女の子の弱い部分を見ているようで、ほんの少しだけ可愛かわいらしく思ってしまった。てか、なんでこんな落ち込んでるんだろう。


    「いつもこんなだったら、可愛げがあるんですけどね」


    「……うるさいわよ」


    　悪態に悪態を返してから、八雲先輩は溜ため息いきを吐ついた。


    「私、さっき京きよう子こちゃんにきついこと言い過ぎたかしら」


    　ああ、練習の時のこと気にしてたのか。思ったより繊せん細さいなんだな……ちょっと意外だった。


    「さっき、京子ちゃんがインフレーム装着者ユーザーを引退したいって言ってきたわ。もう、今夜のうちに荷物を纏まとめて出て行くって」


    「……俺も、相談を受けました。……心が折れたって」


    「……残念ね」


    　俺も残念だ。でも、心が折れたというやつに無理強じいはできない。


    　八雲先輩は少し黙ってから、静かに尋ねてきた。


    「……私、ちょっと、匂坂くんに聞きたいことがあるのだけれど。聞いてもいい？」


    「なんです」


    「なんで──あなたは十五回もアカウントを消して……それでもまた、鍵かぎもかけずに戻ってきたの？　正直なところ──私があなたに興味を持ったのは、炎上体質じゃなくてそこだったの。なぜ匂坂焔ほむらは、コミュニケーションを諦めないのか」


    「……なんでですかね」


    　それは、つくづく俺自身でも疑問だ。


    　何回、もうやめたって思っても……結局のところ、戻ってきてしまうのだ。


    「俺、時々考えるんですよ。ソーシャルネットワーキングサービスって何なんだろうって。Tweeterツウイーターは人同士を繫つながらせるけど、そのせいで生まれる憎しみもある。ＳＮＳって、いいものなのか、悪いものなのか、俺にはまだ解わからない」


    「わかるわ。私だって、ネトゲをやめようと思ったことも何度もあったわ。いやなことも、傷付けられることもあった。でも……結局戻ってきちゃう。なんでだろう……ネトゲが人間関係の全てだからかしら」


    「須す田だ原はら先輩とかのいる生徒会があるじゃないですか」


    「あんなのうんこが歩いて喋しやべってるのと一緒よ」


    「……そういうこと言わない」


    　そういえば、父親がいい加減な口だったのどうこうを聞いた気がする。それが先輩の孤独の片へん鱗りんなのだろうか。


    「私は超天才だけど。感情をエネルギーに変換することもできたけど。人間が傷付いてもなぜコミュニケーションを求めてしまうのか、その謎なぞだけは未いまだに解とけないのよね……」


    「自分で超天才って言わないでくださいよ」


    　……その時。


    「………………えい」


    　いきなり八や雲くも先輩が、さらに深く、俺の身体からだに身を預けてきた。柔らかな身体が、より深く密着する。髪の毛のいい匂いが俺の鼻び腔こうをくすぐって、ドキドキが止まらない。


    「な、な、な、何するんですか八雲先輩！」


    「なんとなく。ＳＮＳと現実の繫がりってどう違うのか、実験よ」


    「……お、俺を実験台にしないでください……」　


    「そういえば、前に校舎で私があなたに抱きついたとき、次は体温下げといてって言ったわよね？　あの続き……する？」


    「……え？　つ、続きって……」


    　そして、八雲先輩が俺の身体に触れたまま、くるり、とこちらに向き直ると──。


    「……なーんちゃって。あーあ。匂さき坂さかくんいじりにも飽きた飽きた」


    　八雲先輩は何事もなかったかのように俺から身を離して、タブレットをいじり始めた。


    　……ドキドキし損ぞんかよ。


    「うーん、それにしても。どうも引っかかるのよね。さっきのハンバーガー屋といい……このバカッターの増加の仕方」


    　八雲先輩は、なにやら地図を開く。しばらくピンチしたり引っ張ったりしていると、急にガバリ、と起き上がった。


    「……え？　この地点、これを結ぶと──まさか！」


    　その瞬間、訓練室に合成音声の声が響いた。


    【警告ＷＡＲＮＩＮＧ。警告ＷＡＲＮＩＮＧ。こちら八や雲くも重工セキュリティシステム。華か蓮れん様にお知らせです。第一研究所が、何者かに襲撃されました】


    「なんですって!?」


    【第一研究所の現在の映像、出力します】


    　俺は目を疑った。最初に俺たちがいた研究所が、ボロボロに破壊されていた。そこで暴れていたのは──プロメテウスでも、アフロディーテでも、ダ・ヴィンチでもない、まったく見たことのないインフレームだった。深緑色の、胸部から腹部のラインにかけて太くなっている、やたら寸ずん胴どうなインフレームだ。


    「……なんですか！　このインフレーム！」


    「知らないわ！　うちのインフレームじゃないもの！　でもなんとなく──予測はつく」


    　ズシ、ズシと重量級の足音を響かせて、そのインフレームは何かを探すように闊かつ歩ぽしている。すると、八雲先輩はスマホを取り出し、どこかに電話をかけ始めた。その呼び出しに合わせるかのように、インフレームは動きを止め、やがて電話が誰かに繫つながる。


    「……何やってるの、あなた」


    『おや。八雲くん。……もう気付いたのかい？』


    　あれ、この声と口調、聞いたことがある。まさか──


    「監視カメラでとっくに監視してるわよ。そのインフレーム、どうしたの」


    『いやあ。実は、カグツチを壊そうと思って君の研究所を壊したんだけど、全然見当たらないんだよね、カグツチ』


    「いいから質問に答えなさい！」


    『ははは。これね。我が須す田だ原はら工業のオリジナルインフレーム【ウルカヌス】さ』


    　そして、ウルカヌスの頭部が上下に開き、顔面が現れた。思った通り、それは、俺も八雲先輩も知っている人物の顔だった。


    「……須田原生徒会長……！」


    　あの高慢な生徒会長、須田原健けん太ただ。なぜか、須田原先輩がオリジナルのインフレームに乗っている。


    　第一研究所の外でも大騒ぎになっており、警察や消防のサイレンが鳴り響いているようだ。


    　モニター越しに八雲先輩は須田原先輩を睨にらむ。


    「なんであんたの会社がインフレームなんて作る技術力を……！」


    『ふん。親切なおじさんがね。僕にくれたんだ、このインフレームの設計書を。それから──匂さき坂さかがカグツチの中身だってことも教えてくれたさ』


    　八や雲くも先輩は身を乗りだす。


    「まさか──Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが!?」


    『ああ、そんな名前だったかな』


    　八雲先輩が歯は軋ぎしりした。


    「やっぱり……インフレームで活動を始めたら、向こうも黙ってはいないってことね。ていうか、おぼっちゃまのあなたによく炎上ができてるわね」


    　そう挑発するように八雲先輩が言うと、須す田だ原はらは意を得たり、とでもいった感じでほくそ笑んだ。


    『君たちは、Tweeterツウイーターでバカみたいなことをして炎上するやつのことを何て言うか知ってるか？　……【バカッター】だよ』


    「……なんで、急にそんなことを」


    　ウルカヌスは、何も言わずに自分の胸部の窓を開いてみせた。そこには、怨おん霊りようみたいになった人間の顔写真がいくつも、シュールレアリズムの絵画のように合成されねじ曲げられて並んでいた。そのどれもが、絶望に満ちた表情をしている。


    『これが、ウルカヌスの持つ並列炎上回路、『バカッター駆動機構』さ。この機構は君たちのインフレームなんかより遥はるかに高性能でね──なんと自分以外のアカウントによる炎上でも動力にすることができるんだ』


    「自分以外の──？　ってことは、ハンバーガー屋にいた不良たちを操ってバカッターにさせようとしてたのもお前か」


    『手を広げすぎてどの不良か解わからないけど、まあ、そうだろうね。朝礼の時は、バカは炎上するなって言ったけど……それが自分の糧かてになると思うとほんと楽しいねえ！　やっぱりどんどんやれって感じだよ！』


    　八雲先輩は、手元のタブレットを擦こする。


    「……なるほど。そうだと思った。ここ最近のバカッター事件、並べると綺き麗れいに須田原工業の半径一キロ以内で起きてるんだもの」


    　まとめサイトには、不良高校生の炎上案件が続々と並んでいた。これらが全部、ウルカヌスの動力源になっているんだ。そんな俺たちの戸惑いを見て、須田原先輩が鼻で笑いながら宣言する。


    『てかさあ。僕はカグツチを壊しに来たんだけど。どこ？　カグツチは。出さないともっと暴れちゃうよ？　あと、匂さき坂さかにも言ったよね？　覚えてろ、って。今こそ借りを返してやりたいんだよなあ』


    　その時、八雲先輩が俺にだけ聞こえる小声で語りかけてきた。


    「匂坂くん」


    「なんです」


    「……あいつを、迎え撃うつわよ」


    「じ、自信はないですけど……やりますか」


    　そして、八や雲くも先輩はスマホに向けて語った。


    「須す田だ原はら。私たちは、江え戸ど島じまの八雲重工保養所にいるわ。逃げも隠れもしないから、近隣住民の避難が終わったころにやって来なさい。返り討ちにしてあげるわ。……私のカグツチがね！」


    『いいさ。望むところだ』


    　……なんか、やっぱりいつの間にか俺が戦うことになっていた。


    　かくて、須田原との決戦の地は江戸島と決まった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　保養所のすぐ側そばに、八雲重工の所有している廃ビル群が並んだ一角があるらしい。ここなら江戸島の市民への影響が一番ないだろうということで、そこで待ち受けることになった。


    　Ｙ市から江戸島にやってくるウルカヌスを迎え撃つために、三体のインフレームがフォーメーションを作ることにした。アフロディーテとダ・ヴィンチが前衛。カグツチが後衛で、ピンチになったら二機を支援する係だ。


    「奈な美みはちゃんと避難完了しましたか？」


    　カグツチの中から俺は問いかける。


    『ええ、多た津づ島しまが連れていってくれたわ。本当はプロメテウスもいてほしかったんだけど……しかたないわね。カグツチとアフロディーテとダ・ヴィンチ、三体協力して、すみやかに敵を活動停止させて』


    　通信回線ごしに八雲先輩の声が聞こえる。京きよう子こはいない。戦えるのは、俺たちしかいないのだ。


    『サポートプログラム、発動するわよ』


    　そんな八雲先輩の声をきっかけに、視界にマイクのマークが表示される。


    【ハロー、ワールド。インフレーム装着者ユーザー支援用プログラム、リシです。最初に一言断っておきますが、今日の私はやや不機嫌です】


    「……どうしたっていうんだ、リシさん」


    【……海、楽しそうでしたね】


    「……は？」


    【今日、装着者の皆さまは私を置いて海で遊んでたくせに、という不満の表明です】


    「肉体もないくせに何言ってんだお前!!」


    【電子の世界にも刃にん傷じよう沙ざ汰たはあるんですよ。ウイルス的な意味ですが】


    『リシさん、それより、緊急事態なの。実戦なの。しっかりサポートお願いするわよ』


    【あ、はい。仕事は仕事でちゃんとやります。仕事ですから】


    「最近どんどん人間くさくなりますね、リシさん……」


    『……プログラミングの方向性、間違えたかしら……』


    　まあとにかく、戦わなければならない。


    『さあ行きなさい、ネットガーディアンズ！　カグツチ、アフロディーテ、ダ・ヴィンチ、発進！』


    　そして俺たち三機は、廃ビル群に向かい、予定通りのポジションについた。


    「みょろ♪　みょろ♪　みょろきー♪　常時接続ちゃーん。愛の女神、アフロディーテ、はっしーん」


    　みょろきーは鼻歌を歌っている。奇妙なテーマソングだ。


    「ふふーん、ついにみょろきーの初実戦だみょろ。あくまでバックアップの焔ほむらっち！　足を引っ張らないでみょろよ」


    「……はいはい。なんでもいいから、できれば俺が炎上しなくて済むよう、頼むぜ」


    　俺が後衛を務めることになったのは、うまくいけば派手に炎上しなくても済むという目算もあったからだ。……と、その時。遠くからズシン、ズシン、と機械の足音が響いてきた。それは、だんだん近くなってくる。


    「……な、なんかでかいっぽいみょろね」


    　そして──ついに草木を搔かき分けて緑色のヤツが現れた。さっき映像で見たインフレーム。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが設計図を提供し、須す田だ原はら工業が開発した『ウルカヌス』だ。俺たちのインフレームより、若干大きい感じがする。


    　ウルカヌスは一瞬、俺たちを品定めするように見て、通信回線越しにつぶやいた。八や雲くも先輩の電話がまだ繫つながっているのだろう。


    「ほう、カグツチだけじゃなく、三体も来るとはねえ。卑ひ怯きようなのはどっちの方やら……。ま、ウルカヌスの力なら、三体どころか五体でも余裕だと思うけどね」


    「……あんまりネットガーディアンズの力を舐なめないでほしいみょろよ。さ、つぶやきつぶやきっと」


    「あ、あわ、わたしもお絵描きしますっ……！」


    「桃もも香かっち、焔っち、お先いっ！」


    　ダ・ヴィンチがイラストを描く準備をしている間に、みょろきーのツウィートがさっそくＴタイムＬラインに流れてきた。


    



    myoroky


    『お仕事で江え戸ど島じまに来てるみょろよー（水着にもなったよ！）』


    



    　素朴な印象を与える、お仕事頑張ってるアピールだ。さっそくファンからの反応が芳かんばしい。


    『いいね！』


    『みょろきーの水着、見たかったなあ』


    『江え戸ど島じまはしらすがおいしいですよ！　おすすめのお店は……』


    　すげえな、アイドルって観光ガイドとかいらねえんじゃねえか。あの勢いだと、そんな応援メッセージが、恐らく１５００フレイムぐらいは来てるだろうか。


    「フレイム溜たまったみょろ！　アフロディーテ、いきまーす！　〝あぶすとらくと☆しゃぼ───ん〟！」


    　ジャキン、とアフロディーテの背中から二本のパイプが勢いよく飛び出し、その照準がウルカヌスに向けられると、先端から勢いよく泡のシャワーが噴出された。


    「この泡が強い酸性であんたを溶かすみょろ……あれ？」


    　アフロディーテが泡を放った先。もうウルカヌスの姿はなかった。


    「……のろいよ、君たち」


    　ウルカヌスは、一瞬で、十数メートルほど離れた場所、俺たちの至近距離に移動していた。


    『は……速いっ!?』


    　八や雲くも先輩の驚きよう愕がくの声が響く。


    「もっ──桃もも香かっち、イラストはまだみょろ!?」


    「あ、あと少しで描き上がりますっ！」


    「させるか！　バカッター誘導光おおおお！　全開ぃぃ！」


    　ウルカヌスが仁に王おう立だちしながら、両腕を大きく広げる。瞬またたく間に、その両掌てのひらに、白い光が集まり光量が増していく。俺は絶叫する。


    「おい、みんな、なにか攻撃が来るぞ！　気を付けろ！」


    　だが間に合わない。ウルカヌスの両手から放射状に拡散された光が、最前線にいたアフロディーテとダ・ヴィンチを飲み込んだ。


    「みょろおおおお！」


    「きゃああああ……！」


    「みんなっ！」


    　たっぷりと、時間にして数秒間。ウルカヌスのその攻撃が止やむと。


    「あれ？　なんとも……ないみょろ？」


    「……え？」


    　特に、アフロディーテとダ・ヴィンチの二機に、外から異常は見られなかった。だが、ウルカヌスはしてやったりという感じで、腕組みをする。


    「ふふふ。今のビームには催さい眠みん効果がある。じわじわ効いてくるさ」


    「みょろ？　みょろきーの視線が勝手に動いて……なんか書き込んでるみょろ!?」


    「わ、わわ、わたしの手も勝手に動いてますっ！」


    　二人の身体からだが勝手に動いて、書き込みをしているようだった。そして、まずみょろきーがＴタイムＬラインにこんな発言を流す。


    



    myoroky


    『しらす丼にお醬しよう油ゆかけすぎたみょろ。まずかったから江え戸ど島じま海岸に捨てたみょろ』


    



    　あっ、食い物ネタだ。これは、あからさまに燃えるだろ。


    『えっ、みょろきーちゃんさすがにやりすぎじゃ……』


    『海を汚すな、バカ芸能人！　マスゴミ！』


    『アイドルがバカッター状態w』


    「あああ！　みょろきーがバカッターって言われてるみょろおおお！」


    「きゃあああああ！」


    　ほぼ同時に、卯う月づきちゃんの方からも悲鳴が聞こえてきた。


    「卯月ちゃんどうした！」


    「あああ！　わたしの手が勝手に動いて！　イラストに勝手に！　勝手に！」


    　卯月ちゃんが一生懸命描き上げたイラストを見る。そこには、いかにもアニメ然とした流りゆう麗れいな萌もえキャラの下に、こんな署名が書き足されてしまっていた。


    



    『イラスト　by とりやまあ○ら』


    



    「やああああ！　どう見ても百人が百人『噓うそつけw』って言いそうな偽にせのサインが入ってしまいましたーーーっ！」


    　案の定、『一瞬で解わかる噓吐つかないでください』『幻滅しました。今までのもトレスだったんじゃないですか？』『神かみ絵え師しがバカッターw』などのコメントが並ぶ。


    「はぁあっはっは！　これがぁ！　誰でも彼でも『バカッター』にさせる、ウルカヌスのバカッター誘導光だああ！」


    　狼ろう狽ばいする俺たちを眺めて、ウルカヌスは高笑いする。


    「みょろみょろみょろ……」


    「あうあうあう……」


    　みょろきーと卯月ちゃんが、口からエクトプラズムでも出しそうな放心状態に陥おちいっていた。打たれ慣れとかの問題ではなく、思ってもいなかった方向からの炎上ということでダメージがでかいのだろう。そして立て続けに、状況を知らせるリシさんの音声が聞こえてくる。


    【アフロディーテ、精神メンタル耐性デユラビリテイ喪失ロスト。装甲を解除します】


    【同じくダ・ヴィンチ、精神メンタル耐性デユラビリテイ喪失ロスト。装甲を解除します】


    「「きゃあああああ！」」


    　パリーン、と心が折れるような音と共に、二人の装甲が弾け飛んでバラバラと散らばる。


    「は、早っ……！」


    　立て続けに二体も活動不能になってしまった。残された機体はカグツチだけだ。息をつく間もなく、ウルカヌスと一対一になってしまった。


    「くそっ……結局こうなるのかよ！」


    「ははは。あとは匂さき坂さか、お前だけだな」


    　こうなったら、やるしかない。現状のフレイム数値は、５００。普通の人間相手だったら何の問題もない数値だが──これで果たしてあいつに通じるかどうか。


    「カグツチ、スラスター、オォォォン！」


    　踵かかと部ぶからジェットを噴射すると同時に地面を踏みつけ、前傾姿勢になった俺は、やけくそ気味にウルカヌスに殴りかかっていく。


    　が、その右腕を手首からウルカヌスががっしりと押さえた。


    「くっ！」


    　力を受け流され、身体からだが大きく傾く。だが、完全に投げ飛ばされる前に──俺は左腕も伸ばし、ウルカヌスの右手首を摑つかんだ。


    「うおおおおおおおおお！」


    「はあああああああああああ！」


    　正面からぶつかった衝撃で土つち埃ぼこりが巻き上がる。結果、俺たちは、左右の手でお互いの手首を押さえ、力で押し合う形になった。


    　カグツチとウルカヌス。互いに全力で押し合う。このまま力で勝って体勢を崩せばだいぶ有利になるだろう。だが今のところパワーは拮きつ抗こうして、膠こう着ちやく状態だ。このまま押し切るには、追加のフレイムがいる。


    「くそっ、結局新しく炎上するのかよ！」


    　俺はやつと組み合ったまま少し考えて、視線でつぶやきを入力する。内容はズバリ、『今日していたこと』だ。──送信！


    



    homura_16


    『今日、アイドルの猫ねこ宮みや由ゆ希きと会ってた。』


    



    　噓うそは言っていない。すると、俺の予想以上の炎上反応が帰ってくる。


    『裏山死刑。こっちは握手会に二十万使ってるのに』


    『易やす々やすと噓吐つくんじゃねーよ』


    『本当だとしたら、アイドルのプライベートをつぶやいてんじゃねえよ！　非常識野郎が！』


    「ぐっ……俺、日記も書けねえのかよ……！」


    　ボディーブローのような罵ば倒とうを受け、きりきりと胃が痛む。


    　だが今の炎上でまた、２０００フレイムほどがカグツチに充じゆう塡てんされた。そのフレイムを、さっそくパワーに変換する。


    「……カグツチ、パワー増大ぃぃぃ！」


    　手応えが軽くなった。俺は、なお一層強くウルカヌスの身体からだを押し込む。


    「……匂さき坂さか、少しはやるようだね」


    　そして、ついに均きん衡こうが破れた……と思った瞬間。ウルカヌスは高速で身を一度引き離した。


    「なっ──」


    「今だ！　もっと炎上しろバカッター共よ！　ピザ！　牛丼！　パン！　全員で顔の型を取れえええええ！」


    　その叫びに合わせてウルカヌスの胸のマーブル模様が、コーヒーの中のミルクを搔かき回したように蠢うごめいて、唸うなりを上げながら発光する。それはまるで、『バカッター』で人生を破滅させた人間たちの断末魔の悲鳴のようだった。


    「くそっ！　なにがバカッターだ……！」


    　俺は、そんなウルカヌスを追うように助走を付けて全力でパンチを繰り出すが──。


    「無駄あああああっ！」


    「なっ──！」


    　パンチは、いとも容易たやすくかわされた。しかも、パンチを外して崩れた体勢になったカグツチに、真上からとんでもない速度のエルボーが叩たたき込まれる。俺はそのまま猛もう烈れつな勢いで地面に叩きつけられた。


    「ぐはああああああああっ！」


    　コンクリートの床が、隕いん石せきでも墜つい落らくしたように数十センチ抉えぐれ、俺の後頭部には鈍器で殴られたような重い痛みが走る。インフレームを着けて痛みを感じたのは初めてだ。生身の人間相手ならともかく、さすがにインフレーム同士の戦闘だと、無傷というわけにはいかないらしい。


    「はははっ、匂坂、見たか？　無数のバカッターを集めて戦うウルカヌスは、貴き様さまのカグツチなんかよりよっぽどパワーもスピードも上回っているんだよ！」


    「くそっ……！」


    　俺は、今の衝撃でふらつく身体を無理矢理起こして立ち上がった。


    　手加減してる余裕はない。もう一段階上の派手な炎上を目指すしかない。


    



    　と、その時だった。


    「……あれ？」


    　ウインドウに流れる、自分への罵ば倒とうを含むＴタイムＬラインを眺めていた俺は。


    　ついうっかりそのアカウントを目に入れてしまった。


    「……小こ塚づか……さん？」


    　自分の顔写真をアイコンにしている、その見覚えのあるアカウントは、小塚さんのものに間違いなかった。そのつぶやきを見た俺は、今日一番の衝撃を受ける。
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    『なんか今、ネットで炎上してる人、知り合いかも。Tweeterツウイーターやってないって言ってたのに……わたし騙だまされてたんだ。ひどいなあ〉〈』


    



    　……小塚さんが、リアルタイムでつぶやいている。


    　そういえば。俺は、小塚さんに俺の現実世界につながるキーワードを教えてしまっていたことに気が付く。アイドルの猫ねこ宮みや由ゆ希き。


    　つまりこれは、俺の炎上を指していると見て間違いないだろう。


    　小塚さんに、今、俺の炎上が見られている。


    　一番恐れていたことが起きてしまった。


    　……炎上バレ、だ。


    　それもよりによって、俺の心の癒いやしであるところの、小塚さんに。


    　え、待てよ。てことは、このまま炎上を続けたら──小塚さんに、嫌われる？


    



    　俺は想像する。


    　これから毎日会う度たびに、小塚さんの顔が嫌悪に歪ゆがんで、その唇くちびるから溢あふれんばかりの罵ば倒とうの言葉が──


    「ぎゃああああああああああっ！」


    　俺は──気が付けば、ウルカヌスに背を向けて、全力で逃げ出してしまっていた。


    



    「匂さき坂さかくん、何やってるのよこのアホおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    　八や雲くも先輩は俺の悲鳴よりさらに大きな声で叫んだ。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　戌いぬ井い京きよう子こは、鞄かばんを背中に背負いながら、江え戸ど島じまの夜道をひた歩いていた。


    「……空、きれい……」


    　だが、見上げる星空が、また滲にじんできた。水彩に溶かしたように月がち輪りんがぼやける。


    「うっ……うう……」


    　その涙を拭ぬぐう。最後まで戦えなかった。


    　戌いぬ井い京きよう子こは、その事実に打ちひしがれ、ふさぎ込んでいた。


    「……ちょっと休憩しよう」


    　さすがに、徒歩で帰るのは無謀すぎたか。なんて思っていると突然。


    　サイレンの音と共に、切羽せつぱ詰まった音声放送が聞こえてきた。


    『江え戸ど島じま方面に、避難命令が出ています。正体不明のロボットのようなものが八や雲くも重工の保養所近辺で暴れています。八雲重工のカグツチをはじめとしたインフレーム三体が、応戦中。一般市民は、危険なので直ただちに避難してください』


    「え？」


    『繰り返します。ただいま江戸島近辺に、避難命令が出ています。近隣住民は、直ちに避難してください』


    「ロボットって、そんな……」


    　襲ってきたんだ。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが。それで、インフレームと対決してるんだ。


    「みんなと一緒に戦いに……行かなきゃ……」


    　京子は引き返そうとして、でもどうしても足が止まる。自分は引退を決意したはずだ。だいたい、カグツチの足下にも及ばない自分に何ができるというのだ。


    



    　その時、京子の耳に、子供の声が聞こえてきた。


    　声のする方を見ると、携帯を覗のぞき込む子供たちがいた。小学校低学年の男の子一人と、女の子一人。兄妹だろうか。避難命令が出てるというのに、親は何をやっているんだ。


    「ねえ、君たち！　危ないよ？　早く避難しなきゃ！」


    　京子はお姉さんっぽく諭さとす。だが、子供たちのうち、女の子はこう答えた。


    「ううん、わたしたち、カグツチのおうえんをしにきたんだ！」


    「カグツチの……？」


    　その手には、子供用ガイドブックが握られていた。タイトルは『インフレームのすべて』。八雲重工、こんな本まで出してるのか……。


    「そっか。うん。でも、カグツチは無敵だから、大丈夫だよ！　ちゃんとお家に帰ってね」


    　しゃがんであたしが女の子にそう言うと、坊主頭の男の子がこう割り込んでくる。


    「ちげーよ！　カグツチは、逃げたんだよ！　アフロディーテとダ・ヴィンチもやられちゃったから、もう無理だよ！　もう終わりだよ！」


    　その発言に、京子は違和感を覚える。


    「カグツチが逃げた？　ねえ、それどういうこと？」


    「どうもこうもねーよ！　この携帯テレビで見てたらさ！　カグツチが、急にあのでっかいインフレームに背中向けて逃げ出したんだよ！　あいつ、ビビリなんだよ！」


    　確かに、少年の持っているワンセグテレビではカグツチの戦闘を生中継しているようだったが、そこにカグツチの姿は見えなかった。焔ほむらが……敵に背中を向けて逃げた？　焔にも、迷いが生まれたんだろうか？　だが、そんな男の子の台詞せりふに、女の子が必死に反論する。


    「ちがうよ！　カグツチは、にげないもん！　ちょっとたてなおしてるだけ！　せいぎのみかたは、にげないもん！」


    　その会話に、京きよう子こは身を切られるようだった。


    「……正義の味方は逃げない、か」


    　さらに女の子は、それに付け足すように元気に叫んだ。


    「それに、まだプロメテウスがいるもん！」


    「え……？」


    　心臓が跳ね上がる。


    「プロメテウスを……知ってるの？」


    「うん！　ほら、このご本にのってるよ、せいぎのみかただよ！」


    　その真まっ直すぐな思いが、逆につらい。


    「でもね、プロメテウスは来ないかもしれないよ……」


    「なんで？」


    　京子は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で伝える。


    「……なんでって……プロメテウスは、カグツチより弱いから……」


    「そんなの、かんけーないよ！」


    「……え？」


    「わたし、強いからおうえんするんじゃないよ。プロメテウスは、カグツチといっしょにたたかうヒーローだからおうえんするんだよ！」


    　その言葉に、再び心臓がとくんと高鳴った。でも、それは決していやなものではない。火がついたみたいに、胸に熱いものが込み上げてくる。


    「そっか……」


    　なにもあたしは勝つためだけに、戦わなくてもいい。自分を見ていてくれる人が、ここに一人でもいるのだ。なら……自分を貫くために、戦わなきゃ。


    　焔の言葉が、思い出される。


    『その正義を──信念を貫き続けろよ。いつか……報むくわれると思うんだけどな』


    「うっ、うう……」


    「おねえちゃん、なんでないてるの？」


    　そう思うと、いつの間にか感極まって、涙が溢あふれ出していた。


    　なんだか、いっぺんに救われてしまったみたいだ。勿もつ体たいない。ありがたい。


    　その他色々な感情が心の中でぐちゃぐちゃに搔かき回されて、もうだめだった。


    　拭ぬぐっても拭っても、後から後から涙は零こぼれてきた。


    「………………よし」


    　今ならきっと、戦える気がした。京きよう子こは、顔を上げた。


    「あれ、どこいくの、おねえちゃん？」


    「あたしはちょっとね、忘れものを取りに行くんだ。自分の信念を、貫くためにね！　だから──君たちはお家に帰らなきゃだめだよ。わかった？」


    「うん！」


    「それから──」


    　振り返り際ぎわ、京子は大声で叫んだ。


    「プロメテウスがまだいるからね！　カグツチも、プロメテウスも、がんばるからね！」


    　そして、戌いぬ井い京子は、保養所への道を全速力で戻り始めた。


    



    　走る中で、色々なことがシンプルになっていく。


    　きっと、考えすぎてたんだろう。


    　久く米めちゃんの代わりに強くなろうとしていた。


    　焔ほむらの代わりに強くなろうとしていた。


    　そんなことは土台無理で、だから心は一度折れかけた。


    　なら──────認める。


    　あたしは弱い。戌井京子は、ちっぽけで、もしかしたら世界で一番くらいに弱い生き物だ。


    　それでも──あたしは、ただ、正しいことがしたい。


    　その気持ちだけで……あたしは戦う。弱いままでも、正義は最後まで貫き通す。


    　そして、明日は、今日より少しだけ強いあたしになる。


    　そう信じて前に進めばいいのだ。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　いつの間にか上空にはテレビ局のヘリも増えていて、リアルタイムでウルカヌスとカグツチの戦闘を中継していることが推測される。付近には、人っ子一人いない。俺たちが戦っている間に、八や雲くも重工の指示により、一般市民は概おおむね避難を完了していた。


    「どーこに隠れやがった、この根性なしが！」


    　ウルカヌスのスピーカーを通した、須す田だ原はらの嫌味な声が聞こえてくる。


    　俺は、廃ビルの一つに身を隠していた。


    「無理無理無理無理っ……」


    　その時突然、内部のバックライトが消え、ビーッ、ビーッ、とカグツチに不穏な警告音が鳴り響いた。


    「な、なんだ？」


    　俺は、視界の端に表示されたインフォメーションを見る。リシさんが告げた。


    【カグツチ、フレイム残量の低下を確認。省電力モードに移行。速やかに新たな炎上を行ってください。このままだと装甲解除予想時刻まで、あと八分です】


    『なにやってんの匂さき坂さかくんっ！　早く、炎上案件をつぶやいて！　もうすぐエネルギー切れになっちゃうでしょうがあああ！』


    「そんなこと言ってもっ！　今は……無理ですってば！」


    　俺は小こ塚づかさんの顔を思い出す。あの子に嫌われて生きるのは……炎上するよりつらすぎるだろうが！


    



    　そしてまた違う廃ビルに向かい、俺はカサカサとダンゴムシみたいに這はって逃げようとする。その瞬間、俺の足に、ガシリと絡みつく感触があった。


    「見つけたぞおお！　ちょこまか逃げるなああああ！」


    「うわあああああ！」


    　脚を持ち上げられ、カグツチの巨体が易やす々やすと振り回される。身体からだは、そのまま円周状に弧を描き──


    「ぐはああああ！」


    　派手に、コンクリートに叩たたきつけられた。細かい破片が宙を舞う。そのまま手を離されると、カグツチは派手に地面を擦こすりながら吹き飛び、数メートル先にあった小さなビルの壁にぶち当たった。俺の頭の上に大量の瓦が礫れきと角材が降り注いできた。全身が殴られたみたいにズキズキする。


    　ウルカヌスから、須す田だ原はらの嘲あざけるような声が聞こえてくる。


    「匂坂。なぜそこまでして戦う？」


    「え……？」


    「世間の反応を見ろよ。貴き様さまはいつまで経たっても報むくわれないままじゃないか。こんなクズ連中のために戦う必要はないだろ？」


    　俺は改めてＴタイムＬラインを見る。確かに、そこには俺に対する無数の煽あおりコメントがまだ羅列されていた。


    『みょろきーのプライベートを暴いたやつがいるって？』


    『潰つぶしてえよな』


    『誰か、魚ぎよ拓たく取ってないかな？』


    「く、くそ、好き勝手言いやがって──」


    　誰もがよってたかって、俺のことをおもちゃにしようとしている。そんな感覚に陥おちいる。確かに、なんでこんなやつらのために、わざわざつらい思いをしなくてはならないのか。


    「お前が頑張ろうが、どうせヒーローにはなれないんだ。だからもうこれ以上抵抗しないで、僕のとどめを食らええええ！」


    　ウルカヌスの足が高く振り上げられる。その照準は、ぴったり俺の腹部に合っている。カグツチの装甲ごと俺を踏み抜く気だ。


    「う、うわ、マジ、それ死ぬ、死ぬって……！」


    



    　ここまでなのか。その時だった。


    「ジャスティ──────ス！」


    「なああああああっ？」


    　疾しつ風ぷうのように、いきなり俺の眼前を赤い影が横切り、そのままウルカヌスに思い切り体当たりしていった。不意打ちにより、ウルカヌスのボディもまた壁に叩たたきつけられて、轟ごう音おんが響く。


    「な、なんだ？」


    　コンクリートや埃ほこりの粉ふん塵じんが落ち着いて、体当たりした機体がはっきり見えると──そこには、プロメテウスがいた。


    「プ、プロメテウス？　──まさか」


    「……焔ほむらっ！」


    　プロメテウスから、京きよう子この声が聞こえてきた。


    「京子、お前……！　引退したんじゃないのかよ！」


    　京子は、俺を激しくなじる。


    「なんで……なんで戦わないんだよ焔！　あたしは、あたしの正義っ、焔に託したのに！」


    「だって……さっき……さっき見えちゃったんだよ！　好きな人が、俺を罵ば倒とうしてたのを！」


    　それを聞いた瞬間、京子の動きが止まった。


    「……焔の、好きな人が？」


    「だから、俺がカグツチに入って、戦うってことは、覚悟以上に大事なものを失うってことなんだ！」


    「……そっか。わかった」


    　プロメテウスは、振り返って俺に背を向けた。


    「京子……？」


    「なら、焔がその気になるまで、あたし一人で戦う」


    「お、おい！　京子、お前戦えるのかよ！　その豆腐メンタルで！」


    　ウルカヌスも、ようやく起き上がったようだった。プロメテウスは無言のまま、ウルカヌスに向かってズシ、ズシと歩いていく。その歩みの途中──京子がつぶやいた。


    「大丈夫だよ。信じてるから。……あの時、カグツチに入った焔ほむらが、あたしをお姫様抱っこで助けてくれた時──」


    　少しだけ間を置いて。


    「ヒーローだって解わかったんだ。焔は。あたしの憧あこがれる」


    　そして俺は、プロメテウスの背中が小さくなって、ウルカヌスに飛びかかっていくのをただ眺めていた。


    



    『やっちゃえみょろ、プロメテウス─────っ！』


    『頑張ってくださーい！』


    　装甲を解除して研究所に帰ったと思おぼしきみょろきーと卯う月づきちゃんの声が、通信回線越しに聞こえてきた。


    「おおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いを込めて、京きよう子こが咆ほう吼こうする。


    「エンハンスド・ジャスティス・ルーラアアアアアアアア！」


    　京子の意思そのものを内包したかのように、プロメテウスの右腕、その先端から伸びる二本のブレードが融合し、一本の直線的なレールへと変化した。そのレールは、青白いオーラを大量に纏まとっている。


    「おりゃああああああっ！」


    　プロメテウスは、そのオーラを刀のように大きく振りかぶると──袈け裟さ斬ぎりするようにウルカヌスの左肩からぶち当てた。


    「ぐっ──！」


    　鉄がひしゃげるような音がして、ウルカヌスの肩部にひびが入り、細かい破片が崩れ落ちる。須す田だ原はらは焦あせったように叫ぶ。


    「な、なんだ貴き様さまの力はあああ！」


    「５０００フレイム……！　信じられない。京子ちゃん、なんであんな力が──」


    　その時、卯月ちゃんが慌てたような声を出した。


    『あ、あのっ……！　八や雲くも先輩、これ見てください！　ネットの雰囲気がちょっとヘンです！』


    『え？』


    『これですっ──！』


    　卯月ちゃんが、八雲先輩にタブレットを手渡す。俺も、その画面をカグツチのサブウインドウで閲覧する。それは、京子の発言に対する、リアクションだった。
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    『みんな、諦あきらめちゃだめ！　大事なのは、カグツチと、戦ってるみんなを信じること！』


    



    『happydog621さんの意見、まったくだ！　カグツチを信じようぜ！』


    『happydog621さんは俺たちのご意見番だ！』


    　いつの間にか。京きよう子この愚直なまでの正論が、次第に世間でちょっとしたご意見番として支持を受けるようにまでなっていた。


    　それはそうだ。京子、すごいもんな。こんな時代に、バッシングを受けても、あそこまで愚直に自分の正しさを貫けるやつはいないからだ。


    『京子ちゃん、ついにやったわね……炎上より応援が多ければ、そこまでメンタルを損そこなわずに済む……』


    　こけの一念が、ついに岩を通したのだ。


    「やや旗色が悪いぞ……何をやってる、もっと炎上しろ、このバカッター共がああああ！」


    　さっきよりも激しい唸うなり声と共に、ウルカヌス胸部のバカッター駆動機構が回転、発光する。その光が、ウルカヌス全体にまで広がっていくのが解わかる。今ので、ウルカヌスの防御力がまた少しアップしたのだろう。


    「そうだ……それでいい……来た、来た、来た、来た、バカッタァ────ァ────！」


    　プロメテウスの第二、第三の撃がウルカヌスに放たれる。左上段。右下段。左中段。しかし、ウルカヌスはその悉ことごとくを完かん璧ぺきに前腕でガードしていく。


    「ははは、バカの悲鳴がバカッターに響いて僕はまだ強くなるぞ！　プロメテウス、恐るるに足らず！」


    「うるさいっ！　お前は！　誰よりも正しくないっ！　人を簡単に……バカとかバカッターって見下すなぁ────！」


    　お互い一歩も動かず、激しい斬り合いと受け合いが続く。


    　だが──八や雲くも先輩の声がまた絶望に変わる。


    『だめっ……ウルカヌスを倒すには……まだ足りない！』


    「舐なめるなこのゴミカスがぁぁぁぁ！」


    「きゃあああああ！」


    　その時、ついに反撃に転じたウルカヌスの一撃がプロメテウスを吹き飛ばし、プロメテウスの機体が、まだコンクリートに埋もれている俺の数メートル横に跳ね飛んできた。


    「京子っ……！　大丈夫か！」


    「ぐっ……まだ……まだあぁぁぁぁ……」


    　プロメテウスの装甲のあちこちのすきまから、煙が燻くすぶっている。


    【プロメテウス、精神メンタル耐性デユラビリテイ僅わずか。推定行動可能時間、残り五分です】


    「うっ……ううっ……！　い、痛い……つらいよっ……でもっ……負けないっ……！」


    　ふらつく足を押さえ、プロメテウスはまた立ち上がった。


    「焔ほむらっ……！　さっき言ったよね……豆腐メンタルなのに戦えるのかって！」


    「あ、ああ……」


    「あたしの……あたしの正義は！　弱くても絶対に諦あきらめないことなんだ！　約束だからじゃない。みんなが幸せになれる世界を目指す！　だから！　焔がその気になってくれるまでっ！　あたしが戦うんだっ！」


    　そしてまた、プロメテウスはウルカヌスと組み合っていく。


    　その姿を見て、俺の胸は痛む。


    「京きよう子こ……何、やってるんだ、俺は──」


    　今、俺の目の前で京子は、戦っている。


    　誰よりも、メンタルが弱いにもかかわらず。


    　俺の二十五分の一のメンタル強度しかない京子が戦っていて、俺が逃げているのだ。


    『ねえ、匂さき坂さかくん』


    「八や雲くも先輩……？」


    　通信から、八雲先輩の声が聞こえてくる。


    『匂坂くん……今まで、あなたは決して鍵かぎをかけないから尊敬してた。でも、そこに引きこもってたら──一緒じゃない。アフロディーテもダ・ヴィンチも活動停止。プロメテウスもピンチに陥おちいってる。あなたがここで戦わなかったら、社会には多くの混乱と犠牲が出ることになる。それでいいの!?　本当にいいの!?　答えなさいよ!!　匂坂……焔ぁっ!!』


    「匂坂、焔──」


    　俺は、自分の名前を声に出す。親父が付けてくれた名前だ。


    『あたしは、信じてるからね。焔のこと』


    　京子の声が、まっすぐな笑顔が俺の脳裏にフラッシュバックする。


    　ああ──くそ。そんなにまっすぐな目で見られたら。


    　戦うしかねえじゃねえか。


    【カグツチ、活動停止まで、あと三十秒です。早く炎上を行ってください】


    　俺は、目を伏せたまま唇くちびるを強く嚙かみ締める。


    「──ほんっと、ろくでもないよな、この世界は」


    『──匂坂くん？』


    「出る杭くいは打たれる。歩き出せば叩たたかれる。悪意はそこら中に溢あふれてて、頼んでもないのに、敵ばかりが腐るほど現れやがる」


    　カグツチがどんなに頑張っても、結局、俺は叩かれるだけ。そこまでして人々を救う価値があるのかと問われたら、今の俺は簡単に答えることができない。


    　そして今回の戦いの果てに訪れるだろうものは、たぶん炎上の痛みだけではない。俺のささやかな失恋まで確定している。


    　失うものは多大。


    　傷付く深さは甚じん大だい。


    「……でも」


    　俺はカグツチの右足に力を込めるが、震ふるえた膝ひざから傾き、また大きく転倒してしまう。


    「戦うんだ」


    　報むくわれるかどうかじゃない。


    　もし、この世界に一つでも守りたいものがあるなら。


    　俺たちは、戦わないといけないんだ。


    　もし転んだら、また立ち上がればいい。だから──俺はもう一度強く、地面を踏みしめる。今度は大丈夫そうだ。


    【カグツチ、活動停止まで、あと二十秒】


    「くそおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　俺は叫び、立ち上がった。


    【カグツチ、活動停止まで、あと十秒。炎上を。炎上をお願いします】


    「言われなくても準備はできてる！　さあ──燃えやがれ！」


    　そして、俺はTweeterツウイーターに向けて、あらかじめ書き込んでおいた文面を送信した。
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    『カグツチなんか負けちまえばいいのになー』


    



    　あえて少し露ろ悪あくぎみにつぶやいてみる。さっそく無数のコメントが飛んでくる。


    『ふざけんな、逆張りすんなバカ！』


    『カグツチが負けちゃったら、あの機械がやりたい放題じゃない！』


    『みんなのヒーロー、カグツチを悪く言うな！　カグツチ、がんばれ！』


    　さすがに、あっという間に炎上した。


    「ぐふっ……」


    　心ない言葉の数々に、内臓がキリキリと痛む。ちなみにそのカグツチを装着してるのは、俺なんだけどな。そう思うと、叩たたかれていることになおさらつらみが増す。


    　一方、カグツチのフレイムは一気に６０００フレイムまで増加した。棒グラフのメーターの針が一瞬で満たされ、内部バックライトが点灯する。すべての計器の電源が一気に入ったのだ。


    「インフレーム・カグツチ、再起動おおおおおおおおおおおっ!!」


    『頑張って、匂さき坂さかくん！　それは、あなたにしかできない炎上なの！　何を言っても、正論でも邪論でもとにかく反感を持たれて叩かれるという世界で一番不幸なあなたにしかっ！』


    「やっぱへこみますねそれえええ！」


    　俺はそのまま天に向かって高く飛び上がった。月に照らされ、上空十メートルほどの地点から、現在の状況を俯ふ瞰かんする。


    　ちょうどプロメテウスは膝ひざをつき、その首に腕をかけたウルカヌスが、手刀でプロメテウスの頭部をぶち抜こうとしている状況のようだった。が……させるか！


    　俺は空中から、二体のいる場所に向けて姿勢を制御してから叫ぶ。


    「ブースト、点火ぁぁぁ！」


    　俺の踵かかとからジェット燃料が噴出され、俺はミサイルのように加速し、ウルカヌスの顔面に拳こぶしをぶち当てる。


    「おりゃあああああああああああっ！」


    「ぐはああっ!?」


    　ハンマーで大きな杭くいでも打ち込んだような感触が手に残る。そのままウルカヌスの身体からだは十数メートル吹き飛んで、また違うビルの壁を突き破っていった。


    　俺は、倒れているプロメテウスに手を差し伸べる。


    「……ほ、焔ほむら……」


    「京きよう子こ。悪い。ちょっと遅れた」


    「お……遅いよお……」


    　少しだけ緊張がほぐれたのか、京子の鼻声が聞こえてくる。


    　プロメテウスを引き起こし、俺は震ふるえているその頭に、手を置いてやる。


    「一人で何もかも背負いやがって。お前の勇気、俺が引き継ぐから。俺は炎上することしかできないくだらない男だけど……お前だけは、絶対に助けるから」


    　ウルカヌスの突っ込んでいたビルの方から、瓦が礫れきを動かすような物音がした。ウルカヌスが、また起き上がってきたのだろう。


    「ううん……！」


    　京子は、俺の横に並んだ。


    「プロメテウスも動けるのはあと少しだけど──あたしも、焔と一緒に戦う。最後まで。一緒に戦わせて」


    「……よし。二人で、ウルカヌスを倒すぞ」


    　俺たちは、強く腕を合わせた。ちょうどウルカヌスが猛スピードで、ビルを再び突き破って俺たちの前にすっ飛んできた。


    「いい加減くたばれこのカスどもがぁぁぁぁあっ！　もう……もう、終わりだぁぁぁ！」


    　それは、こっちも同感だ。ウルカヌスに対して、俺たち二人は同時に向かっていき──


    「やあああああああ！」


    　プロメテウスが、まず左に大きく飛んだ。そして、俺は右から攻めようという心構えだ。


    「ジャスティス・ルーラー・ロングバレル！」


    　プロメテウスが叫んだ。プロメテウスの右腕に伸びていた物差し状の炎上思念が、ガシャン、と銃身のようなレールに変形される。その先端に白色光が充じゆう塡てんされ──、


    「発射フアイア！」


    　そのまま発射された、ぶれることのない直線的な弾道が、ウルカヌスに向けて飛んでいく。


    「弾はじき飛ばしてくれるううううっ！」


    　ウルカヌスは、右腕一本でその光弾を弾き返した。なんたる豪腕──！　だが、今の一撃で、隙すきができた。俺はウルカヌスの左側面から、やつに飛びかかっていく。ウルカヌスは咄とつ嗟さに向き直り、腕を交差してガードした。だが、関係ない。このまま──ぶち抜く！


    「りゃああああ！」


    「ぶはああああああっ！」


    　組んだ腕ごと吹き飛ばすような、カグツチの膝ひざ蹴げりがウルカヌスの胸部を捉えた。


    　ウルカヌスは、大きくのけぞる。


    「バカな……な、なんだその強さは……？　さっきと全然違うぞ……！」


    『あははははっ！　なにしろ、匂さき坂さかくんは天下一の〈炎上人間〉ですもの！　ちょっと覚悟を決めれば、その炎上力たるや、あんたなんか鼻くそみたいなものよ！』


    　通信回線越しに、八や雲くも先輩が楽しそうに宣言していた。俺、本気で所有物と思われてるんじゃないだろうな。


    「く、くそ……バカッター共……バカッター共？　ど、どうした」


    　ウルカヌスはなにやら焦あせっているようだ。


    「……あいつ、どうしたんだ？」


    　そこに、八雲先輩の通信が入った。


    『今の攻撃で、ウルカヌスの並列炎上回路、通称バカッター駆動機構の破損を確認。現在ウルカヌスは、須す田だ原はら自身の炎上のみを動力源としている状態みたいよ』


    「そっか。じゃあ──須田原。ここからは、俺とお前の直接炎上勝負、ってわけだな。いいぜ。かかって来いよ。炎上しろよ！」


    　プロメテウスはついに活動限界に達したらしく、もう動いていない。


    「……く、くそう……み、見てろ……」


    　今、インフレームの向こうで、須田原が炎上しようとつぶやきを入力しているのだろう。


    「はあっはっは……見ろ、どうだ……燃えたぞ……僕も炎上を……炎上……」


    　そして、おそらく須田原が二つ三つ書き込んだと思われる後、すぐにウルカヌスの動きが止まってしまった。


    「……炎上……したぞ……」


    　様子が変だ。やけに声が小さい。


    「どうした？　だったら、さっさとかかって来いよ」


    「う、うう……胃が……胃が痛い……」


    「……胃？」


    　俺は悟る。そうか。優等生のこいつは、今まで自分で炎上したことがなかったんだ。なんと打たれ弱いことか。


    「くそっ……！　なんで、お前みたいなクズに、僕が、僕が──」


    「自分が傷付くことを恐れてきたお前らしい末まつ路ろだな、須す田だ原はら」


    　俺は、つかつかとウルカヌスに向かって歩きながら、須田原に呼びかける。


    「吐きそうだろ。痛いだろ。苦しいだろ。俺は今までにその一万倍は傷付いてきた」


    「お、お前、なぜ平気なんだ──！」


    「だから、平気なわけねえだろ。何万回傷付いても流れる血の量は一緒だ。心が折れたことだって、一度や二度じゃない」


    「じゃあ、なぜ……」


    「わからねえけどたぶん……俺が匂さき坂さか焔ほむらだからなんだろうな」


    「な、なんだそれは……」


    「見てろ、須田原。これが、俺の覚悟だ」


    　俺は、やつと決着をつけるべく、その必殺の文面を入力し、エンターキーを押した。
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    『実は、あのインフレームの中に入ってるのが俺なう』


    



    　あのインフレーム。俺としては、カグツチのつもりだ。だが、たぶん世間の目には、そう映らない。俺がウルカヌスに入っているのだと、あるいはそう騙かたっているのだと誰もが思うことだろう。そして、それは──今まさに行われている惨さん事じの主謀者が、俺だと言い張ることに相違なかった。


    　その瞬間、ウルカヌスの中で驚きよう愕がくに見開かれる須田原の顔が、ありありと想像できた。


    「バカな、貴き様さま、正気か──！」


    　ウルカヌスから、理解できないとでもいうような引き攣つった声が聞こえてくる。自分の埒らち外がいのものに触れたような、怯おびえの混じった声だ。


    「嫌われるのは──」


    　俺はウルカヌスに向けて、言い放った。


    「慣れてるからな」


    　俺の発言は、即座にＲＴリツウイートされる。


    　視界の隅すみから隅まで、無数の俺を罵ば倒とうする言葉が並んだ──。
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    「くはっ……！」


    　無数の怨えん嗟さの声が聞こえる。


    　この全員が、俺のことを心底憎み、死を願っている。


    　胸が痛い。呼吸ができない。吐き気がする。


    　悪意は、溢あふれる血のように止まらない。


    　過去に経験したどの炎上よりも大きい炎上だった。


    　全身が熱く燃えるようだ。


    　気管支を通る空気さえ蒸発してしまいそうだ。


    　精神はドロドロに溶けたコンクリートを流し込まれたように、グラグラ煮え立っている。


    「きび……しいな、これ──」


    　──だが。


    　俺はその全ての痛みに感謝する。そんなものが、俺を殺し、俺を救うのだ。


    『１万２０００フレイム到達！　心身負担、危険閾いき値ち突破っ!!　マックスペイン・インフレイム使用可能予想時刻まで、あと五秒!!』


    「…………英雄になんか、なれなくていい」


    　このくそったれな光回線を通じて、俺は世界中の人間に嫌われる。


    　それを才能というのだろう。それを天てん稟ぴんというのだろう。


    　だから──みんな叩たたけ。精一杯、俺のことを。


    　思うさま叩くといい。溜りゆう飲いんを下げるといい。忘れるといい。サンドバッグは、ここにある。


    　その痛みを武器に換えて、俺は戦う。大事なものを、大切な人を守るために戦い続ける。


    　最高にみっともなくても、英雄ヒーローになんかなれなくても。傷付く理由なんて、それだけで十分だ。


    　この天てん網もうを紅ぐ蓮れんに染め上げて、ありったけの炎上を今、空に放つ──


    『今よ、匂さき坂さかくん！　マックスペイン・インフレイム、発動!!』


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっっっ！」


    　カグツチの胸部に充じゆう溢いつする、膨大な炎上エネルギー。自分の内に巻き起こる風圧で、もはや立っていられないほどのそれを──


    「なっ、貴き様さま、まさかそのエネルギーを……」


    「くらええええええっっっ！　須す田だ原はらあああああああああっっっ！」


    　臨界点に達する瞬間、胸部から一気に放出した。


    「カグツチ・ギガンティック・ユニヴァース・ファイアアアアアアア！」


    「ぎゃああああああああああああああああ！」


    　青白く発光する最大火力の極太ビームが、ウルカヌスの全身を包み込んだ。


    　その光が完全に収束した後──ウルカヌスは二秒ほど静止してから、ゆっくりと崩れ落ちる。


    　八や雲くも先輩の冷静な状況実況が俺の耳に聞こえてきた。


    



    『敵インフレーム──〈ウルカヌス〉の動作、停止。完全な沈黙を確認』


    



    　その瞬間、ＳＮＳには、喜びの声が溢あふれた。


    『やった、やったー！　カグツチが、勝った！』


    『カグツチ、ばんざーい！』


    『強いぞ、ぼくらのカグツチ！　少年Ｈなんてやっつけろ！』


    



    　俺は膝ひざに手を当て、息絶え絶えになって強がる。


    「っ、はあ、はあ……お前には……炎上経験が十年足りなかったな。下へ手たに炎上しようとしても──火傷やけどするだけだ」


    『なにうまいこと言ったつもりになってるのよ。ていうか匂さき坂さかくん。[image: ]ききたいことがあるんだけど、そいつにちょっと問いただしてみて』


    「なにをですか」


    『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが絡んでるのは解わかったけど、その技術──誰にもらったのか。それと、できたらそいつの居場所』
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    　破損したウルカヌスの一部からは、須す田だ原はらの顔が剝むき出しになっている。俺が近寄ると、なにやら青ざめた顔をしていた。


    「う……うう……炎上……こわい……こわいよ……」


    「自分で炎上してみて、地べたを這はい回る人間の気持ちが解っただろう。でもお前の人生は終わらない。ほとぼりが冷めるまで粛しゆく々しゆくとして生きろよ」


    　これでこいつもまあ、少し謙虚になるだろ。俺はやつの身体からだを抱き起こし、尋ねた。


    「……おい、お前。この機械、誰にもらった？」


    　須田原は息絶え絶えで言った。


    「く、くれたのは、だ、ダークサイターってやつ……そ、それだけだ。名前しか聞いてないんだ！　本当に、名前しか知らないんだ！　だから許してくれ！」


    「ダークサイター？」


    　その時。


    「あれ」


    　視界の隅すみに、去っていく黒い人影が見えた。見間違いじゃなければ、あの黒ずくめの服装と背中に背負ったバックパックは──。


    「公園にいた、ダイヤルアップおじさん……？」


    　避難命令が出てたはずなのに……避難してなかったのか？


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　全身黒ずくめの男は、人ひと気けのないガード下まで歩いて、タブレット端末から小さな磁気ディスクを取り出した。


    　高たか浪なみ栄えい太た郎ろう。この男、別の名を『ダークサイター』という。そして、犯罪組織、『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム』の首領。


    「……今回、ウルカヌスが得た戦果、６０００ヘイト」


    　バカッター駆動機構に取り込まれた人間は、確実にインターネットのことを大なり小なり嫌いになったようだが……所詮その程度だ。


    「まあ……急きゅう拵ごしらえの捨て駒にしてはよくやった方か」


    　だが、想定外の事態が一つあった。


    「それにしても匂さき坂さか焔ほむらか。やつが世間の味方をするとは意外だったな。やつの志向こそ、本来もっとも我々に近いはずなのだが」


    　なおもＴタイムＬラインに流れてくる、焔に対する大炎上と大バッシングの余波を眺めながら、栄太郎は独りごちる。


    「……つくづく腐った連中だ。自分たちがその男に救われたことにも気付かずに。やはり世界は欺ぎ瞞まんと悪意に溢あふれている。こんなネットを放置しておけば、世界は日々悪くなっていく。一刻も早く、鎮魂歌レクイエムを奏でねばならない」


    　そして栄えい太た郎ろうが天を仰ぎ──腕時計のボタンを押すと、背中に背負っていたバックパックが展開され、栄太郎は一瞬にして装甲を纏まとった。


    　それは、年季の入った橙とう褐かつ色しよくのインフレームだ。無数についた傷と、ところどころ剝はがれた塗装が、歴戦の勇姿を想像させる。


    「……帰るぞ、『レーヴァテイン』」


    



    　褐色の彗すい星せいが、空に飛び上がって消えていった。

  


  
    　　エピローグ　EPILOGUE


    



    　昇ってきたばかりの燃えるような朝日が、地平線の向こうから俺たちを照らす。


    　戦闘の終わった廃ビル群の中に、まだ俺たちは佇たたずんでいた。だが一足先に、京きよう子こは全身の装甲を解除して身軽になっている。


    「……少し、疲れた」


    「……お疲れ、焔ほむら。よくがんばったね」


    　とにかく心も、身体からだも、すり減らしすぎた。向こう一か月分は罵ば倒とうされた気がする。吐き気と胸の痛みで、動く気力もない。


    　俺は、未いまだにＴタイムＬラインに流れてくる、自分に対する罵倒を見ながらつぶやく。


    「一向に報むくわれないけど、な」


    「ううん……あたしが褒ほめてあげる。えらいえらい」


    　背伸びした京子によしよし、と頭を撫なでられる。


    「まあ、ありがとよ」


    　すると、京子は少しそっぽを向きながら、そっけない感じでこう言った。


    「……あのさ」


    「ん？」


    「もし、これから本当に焔ほむらが世界中の人間に嫌われたとしてもさ」


    　そこで京きよう子こはあらためて俺に向き直り、真っ正面から俺の顔を見つめて。


    「……あたしだけは、ずっとそばにいるから」


    　そして、京子は俺に向けて微ほほ笑えんだ。最初に屋上で彼女を助けてあげた時と同じ、こっちの胸まで温かくなりそうな、優しい笑みだった。


    「だめかな？」


    　なんだか、今は俺なんかよりずっと京子の方が凜りんと立っているみたいだな、と思った。


    「……って、どうしたの？　焔」


    「……え？」


    　俺は、にやける顔を隠せていなかったようだった。


    「な、なんでニヤニヤしてるんだよお……や、やな感じ……」


    「ははは」


    　笑った理由は、もちろん、可お笑かしかったわけではない。──嬉うれしかったのだ。


    　だから俺は、手を出した。


    「ああ、これからもよろしくな──相棒」


    「……うん！」


    　差し出した手を、京子もがっしりと握った。


    



    　その時。カグツチのＴタイムＬラインに、ダイレクトメッセージが流れてきた。これは……多た津づ島しまさんからのメッセージだ。


    【匂さき坂さか様、戦闘お疲れさまです。手は打っておきました】


    「え……？」


    【わざと偽にせの個人情報を流出して、ウルカヌスに乗っていた少年Ｈは、あなた以外の人物だということにすり替えておきました。守りましたよ、あなたの生活】


    　そうか。多津島さん、約束守ってくれたのか。……ってことは、まだ俺の初恋も死んでない……？　俺は慌ててカグツチの内部からネットに接続し、小こ塚づかさんのTweeterツウイーターページを覗のぞいてみる。そこで俺は初めて知った。さっき小塚さんがつぶやいてた、炎上している知り合い。それは、ウルカヌスのバカッター機関に取り込まれた生徒の中に、Tweeterをやっていないはずの同じ高校の生徒がいた、程度のささやかな意味合いの発言だった。


    「なんだ。最初から取り越し苦労だったのか……」


    　俺は、そこで大の字になって倒れ込んだ。


    「わっ！　ほ、焔？　だ、大丈夫？」


    「気が抜けたら……力も抜けちまった。もう一歩も動けそうにない」


    「そっか。じゃあ……焔ほむら。なんか水とか食べ物とか欲しいものない？　まだ動けるあたしが取ってきてあげ……ど、どうしたの」


    　京きよう子こが怪け訝げんそうな声をあげた。


    「俺の恋は、終わってなかったあああ！　敵も倒して、生活も守れたあああああ！」


    　俺は倒れたままガッツポーズを決めた。


    「……そ、そう……よ、よかったね……」


    　京子は、少しむくれている。


    「……あれ？　なんで、不機嫌そうなんだ？　せっかく敵をやっつけたのに」


    「し、知らないっ！　バカっ！」


    　京子はなぜか、頰ほおを染めてそっぽを向いた。


    



    　と、そこに。遠くからおーい、と呼ぶ声が聞こえてきた。


    　手を振ってみんなが、八や雲くも先輩とみょろきーと卯う月づきさんが駆け寄ってくる。


    「あ、みんな！」


    　まず俺の前に、ずさ、とみょろきーが立ちはだかる。


    「……焔っち」


    「よう、みょろきー。お前が止まってる間にあいつぶっ倒したけど……どうよ？」


    「ふ、ふん。少しは褒ほめてやるみょろ。でも、まだ完全に認めたわけじゃないみょろよ」


    　だが、みょろきーは横を向いたまま手だけを高く差し出す。


    「おつかれ……焔っち」


    　相変わらず素直じゃない子だな。俺は苦笑して、その手に思い切りハイタッチを決めた。


    　一方、卯月ちゃんは、眼を輝かせて俺と京子を見ていた。


    「あ、あの……！　師匠！　戌いぬ井い先輩！　お二人の絆きずなに、わたし、ときめいちゃいました！　それであの、お二人を主人公にしたマンガを考えちゃったんですけど……こんどお見せしてもいいでしょうか……？」


    「そ、それは、ちょっとやめてくれると……」


    「あ、あたしも恥ずかしい……」


    　京子まで顔を赤くしていた。


    　そんな折、最後に八雲先輩が現れる。ある意味、全ての元凶が。


    「よくやったわね、匂さき坂さかくん」


    「ただつらいだけで実りは少なかったですけどね……」


    「いいえ。みて、あなたの周りを」


    「え？」


    「あなたの隣には、京子ちゃんがいる。みんながいる。全部、あなたが傷付くことを恐れずに、カグツチで炎上してくれたから守れた絆きずなでしょ」


    　確かに、カグツチを装着する前には考えられなかった光景だ。


    「結局傷付かないと、得られるものも得られないのよ」


    　八や雲くも先輩は珍しく、優しく微ほほ笑えんだ。


    「そうか……」


    　でもなんか、八雲先輩、やけに悟ったようなことを言うな──なんて、俺が可お笑かしく思っていると。


    「そこで、匂さき坂さかくん」


    　八雲先輩が興奮気味に胸元から設計図を出して、俺の前に広げた。


    「次からはこのカグツチｍｋマーク２を装着しなさい！　今度はカグツチ内で文章を解析し、同じパターンの発言を捏ねつ造ぞうしてくれるの！　痛みは二倍！　でも火力も二倍！　これでもっともっと、大量に派手に豪快に炎上できるわよ！」


    　先輩の声はうわずって、上気したまま心から楽しそうに笑っている。


    　だから、俺は、すごくいい笑顔で答えた。


    



    「いやです！」

  


  
    　　あとがき


    　砂すな義ぎ出雲いずもと申します。この本の著者です。初めましての方は初めまして。以前から知っていただいている方は──お久しぶりになります。一年二か月ぶりの新作になります。


    　色々もがいていたこともあり随分間が空いてしまいましたが、この一年二か月の間に僕が何をしていたかというと、小さな映画を撮ったり、三十歳になったりしていました。


    　そう、三十。三十歳になりました。びっくりですね。


    　何か変わったか？　と問われたら……文中に「おっさん」と書く度に、ちくりと胸の奥が痛くなるようになったくらいでしょうか。せっかくなので、親しん戚せき一同から悲鳴があがるくらい、みっともない三十代として生きていこうと思っています。僕が誰よりもみっともなく生きることで、若い人に勇気を与えるんだ。わくわくするな（股ぐらを豪快に搔かきむしりながら）。


    　だから、これからは自分もどんどん切り売りしていく……そんな気持ちで今回書いたのがこの小説、『天てん網もう炎えん上じようカグツチ』になります。


    　作者に実際このような炎上経験があるかどうか──は、野や暮ぼだからやめときましょう。


    　それでも、多少の痛みに耐えながら生きてきた自負はあります。


    　この物語は、生きることの痛みと向き合いながら、それでも前に進んでいこうとする意志の物語です。その姿を見せることこそが、ヒーローものを書く意味なのだと僕は信じています。


    　僕自身も、これを書きながら、焔ほむらくんにたびたび勇気をもらっていました。


    　あなたは今、何かと戦っていますか？


    　そんな時、僕と同じように、彼に勇気をもらって前に進んでくれる人が一人でもいてくれたなら、この作品を作った甲か斐いがあったというものです。得てしてパーソナルな切実さというのは他人にはなかなか理解されにくいものですが、頑張っていきましょう。


    　なお、できればこの物語は続きを書きたいと考えています。インターネット上にはまだ無数のネタが光っていますので。とはいえ何かと世せ知ち辛がらいご時世ですので、もし気に入っていただけた方がおりましたら、購入（複数可）、布教、出版社にお手紙などの物理的リアクションを含む応援をしていただけたら、本当に助かります。どうぞ、よろしくお願いいたします。


    　最後に、この物語を書くにあたってお世話になった方々に謝辞を。イラストのArtumphアートアンフ様。かわいくてかっこよいという、最強の矛ほこと最強の盾たてを併あわせ持ったような素敵なイラストをありがとうございました。ラフデザインが来るやいなや、いつも感動のあまり泣き喜んで壁紙にしていました。本当です。立ち上げに関わった前担当＋現担当様。三十代になったこれからも、ろくでもない作家であるでしょうが、見捨てないでいただけたら幸いです。


    　そして読者の皆さま一人一人にも感謝を。ありがとうございます。あなたのお陰かげで、僕はまだ折れずに様々なものと戦っていけます。よろしければまた、次巻でお会いいたしましょう。


    　いつかこの空に、魂を燃やし尽くす日まで。


    
      二○一四年七月　　　　　　　砂義出雲　　

    

  


  
    砂義出雲


    Izumo Sunagi


    



    いくつもの絶望を乗り越えながら、ここにやって来ました。乱高下する時代にかっこ悪くしがみついて、まだ何度か越えていこうと思っています。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    天網炎上カグツチ
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